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平成２７年第４回豊能町議会定例会会議録（第２号） 

 

年 月 日 平成２７年９月２日（水） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １４名 

       １番 野村 剛志      ２番 管野英美子 

       ３番 永谷 幸弘      ４番 橋本 謙司 

       ５番 井川 佳子      ６番 高橋 充德 

       ７番 岩城 重義      ８番 小寺 正人 

       ９番 永並  啓     １０番 竹谷  勝 

      １１番 福岡 邦彬     １２番 高尾 靖子 

      １３番 西岡 義克     １４番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  田中 龍一      副 町 長  中井 勝次 

教 育 長  石塚 謙二      総 務 部 長  内田  敬 

生活福祉部長  木田 正裕      建設環境部長  南  正好 

上下水道部長  高  秀雄      教 育 次 長  板倉  忠 

消 防 長  高田 龍二      会 計 管 理 者  今中 泰行 

 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  東浦  進      書 記  杉田 庄司 

書 記  増田  稔 
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議 事 日 程 

平成２７年９月２日（水）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開議 午前９時３０分 

 

○議長（竹谷 勝君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。 

  質問者は質問者席に登壇して、質問を行

ってください。 

  大阪維新の会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

００分とします。 

  小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ８番、大阪維新の会の小寺正人でござい

ます。毎度お騒がせいたしておりますけれ

ど、大阪維新の会、名前も１２月議会には

また変わるかもしれませんし、また大阪都

構想という問題がまた浮上するかもわかり

ませんが、お騒がせいたしますけれど、皆

さん御声援ください。 

  財務省が、８月３１日に各省庁から平成

２８年度の予算の概算要求を締め切ったと

発表いたしました。来年度の国家の一般会

計予算要求額、総額で１０２兆4,０００億

円ですか。本年度２０１５年度予算を約

６％上回った模様であります。高齢化によ

る社会福祉関係費の増大に加えて借金に相

当する国債の返済費用が膨らむ模様であり

ます。日本の国の借金が２０１５年３月末

で1,０５３兆円、今年度の国家予算が、歳

出が９６兆円、これに対して税収見込みは

５４兆円、差引４２兆円の不足という事実

を考えれば、消費税を８％から１０％に引

き上げたところで５兆円がプラスになるに

すぎません。全く焼け石に水、真っ暗な迷

路に入り込んだまま出口が全く見えない、

このような状態であります。 

  このような中、８月１０日の日に、久々

明るい新聞記事が飛び出しました。内容は、

大阪府能勢町のごみ焼却施設、豊能郡美化

センター、既に廃止のダイオキシン汚染問

題で能勢町と豊能町でつくる豊能郡環境施

設組合は８月９日、未処理のまま豊能町に

保管していた汚染物３７トン、ドラム缶１

９８本分を無害化処理する福岡県大牟田市

の業者に向けて搬出したと。無害化処理は

今秋には終了する見通しであると。問題発

覚から１８年で最終決着となったというよ

うな記事でありました。まことに寝耳に水

という状況でありましたが、豊能町の住民

にはビッグニュースでありました。記事を

読まれた住民からも、とりあえずよかった

ねという声を多くいただきました。歴代の

町長がこの問題に関しては大変な御苦労を

されたにもかかわらず、なかなか最終無害

化処理には至らなかった。なかなか解決で

きなかった問題があっけなく解決できたこ

とは驚きでありますが、同時にまことに喜

ばしいことでもあります。かくのごとき難

しい懸案の事案をいとも簡単に外部処理で、

しかも約１億円という安価な費用で処理で

きることにこぎつけたことに対して、よく

やったと賛辞を送りたいと思います。野球

で言えば９回裏２アウトから逆転サヨナラ

満塁ホームランをかっ飛ばしたようなイン

パクトがある、まことにあっぱれな快挙で

ありました。 

  そこで町長にお聞きいたします。ダイオ

キシン高濃度汚染物の最終処理に至った処

理てんまつを教えてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆様、おはようございます。 

  小寺議員からもお話ありましたように、

これまでの懸案課題、これ私のときに皆様

のこれまでの努力が実りまして、何とか私

のときにできましたというのは非常にあり

がたいことだと思っております。これもこ

れまでの皆様の、本当に歴代の方々の御努

力の結果が実ったものだと私は思っており

ます。ありがとうございます。 

  その中で、今、外部処理に至る処理のて

んまつということでございますけれども、

これにつきましては、外部処理については

これまでの経過や経験を踏まえますと余り

期待ができるものでなくて、可能性が当初

はほとんどないものだということで、組合

においてもあくまでも現地の処理を前提に

これまで処理技術の選定など手続を進めて

きたところではございました。ただ一方で、

可能性としては極めて低いものの、以前か

ら外部処理を含めたあらゆる処理の可能性

についても模索をしてきたものでございま

して、この間いろいろなところから外部処

理についても検討してみるよう申し出もあ

ったということもございました。そうした

中でこのたび急遽外部処理の可能性が高ま

ったもので、これまでの経過を踏まえます

と外部処理については大きな期待はできな

いと思いながらも検討を進めてきた結果、

７月下旬になって業者として問題なく処理

いただけるということとなり、地元の自治

体にも御了解いただけることになったもの

で、７月末になってようやく処理費を含め

処理の内容が具体的にかたまったものでご

ざいます。今回、現地処理を進めている中

で急遽出てきた話ではございますけれども、

処理費が相当低く抑えられること、またよ

り確実に処理できることから、外部処理が

できればありがたいと考え、外部処理の手

続を進め、今回に至ったものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今後、最終処理そのものはいつ終了する

見込みになっておりますでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この汚染物、これにつきましては搬出後、

処理業者において適切に保管していただい

ており、処理の具体的な日程については現

在業者と調整しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  新聞記事、先ほど御紹介した新聞記事で

はこの秋、今秋という記事でありましたけ

ど、それは間違いないのでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今回の処理汚染物については高濃度の汚

染物が含まれておりまして、安全性に十分

配慮する必要があることから、特にそうい

ったこと、点に留意して処理いただくよう、

今現在まだ業者とは調整を行っているとこ

ろでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 
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  最終局面に来たということだけは、どう

も間違いない事実のようであります。 

  豊能郡環境施設組合という組織というか、

これ組合の解散はいつごろをめどに考えて

おられるのか、答弁をお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  組合にとりまして、先ほど来から話しし

ております長年の懸案でございました汚染

物の処理、今回外部での処理が可能となっ

たということから、組合の解散についても

これから具体的に検討してまいります。組

合においては、ただこれまでの課題が全て

解決できているとは考えていないが、今後

もそうした課題に対応するため、組合を存

続させることは、両町の財政状況なども踏

まえて適切であるとは考えていないところ

でございまして、そのため今後できるだけ

早期に解散できるよう手続を進めていきた

いと考えております。残されている課題を

今後どう処理していくかといったことにつ

いては両町で協議をしていきたいと考えて

いるところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  処理が終わったらできるだけ早く解散を

したいと、こういうふうに解釈いたしまし

たけれど、施設組合の解散をもってダイオ

キシン問題が全て解決したと、こういう宣

言を出す予定でありますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、何らかの形では、

どのタイミングかというのは、まだ、今、

検討はしておるところでございますけれど

も、一定やはりこれまでのことはまとめて

何らかの形で御報告は差し上げたいという

ふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  処理の終結宣言を必ず出していただきま

すようにお願いします。運もその実力のう

ちとこういうふうに世間では言います。豊

能町の喉元に突き刺さった骨が、小骨がと

れたところで、これから本番になっていく

と。これから古いしがらみにとらわれるこ

となく新しい感覚で政治を行っていってほ

しいと考えています。豊能町の再生ではな

くて豊能町の創生を今からやらないといけ

ない、このように私たちは考えています。

本来やらないといけない諸問題に新しい感

覚で思い切った取り組みをすることができ

るようになりました。町長の今後に向けた

決意があれば一言お願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今後に向けた決意ということで、今現在

人口ビジョン、総合戦略、こういったもの

をつくっておるところでございまして、そ

ういったものを進めましてこの豊能町の活

性化、そういったものを具体的に目指して

いきたいと思っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 
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○８番（小寺正人君） 

  新しい感覚の中の一つが、これからやろ

うとする保育所の民営化、幼稚園の民営化

であります。もう日本国じゅうのトレンド

になっているんですよね、今。あちらこち

らの自治体がもう既にやっているわけです。

今や公営の保育所を整備するという考えを

持っている自治体はもはやないんですよね。

なぜやらないといけないのか話を聞いてい

ただければわかると思います。ダイオキシ

ン処理に比べたら、もう実に簡単なことで

あると私は考えています。しがらみを断ち

切って必ずできる問題です。ダイオキシン

処理で見せた電光石火のごとく早わざでや

れば、トップの決断一つでできるものと考

えています。 

  それで６月議会で民営保育所の整備費並

びに運営費について、ちょっと言葉だけで

はわかりづらいということで、ちょっと図

にしてみましたので、これを見ながらちょ

っとお話をしていきたいと思います。 

  まず保育所の公定価格というのがあるん

ですよね。それについて公定価格というの

はどのようなものなのかちょっと説明して

ください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  国が施設の規模等に応じて運営していく

額として示した価格ということになります

でしょうか。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今の話でちょっとわかったのかわからな

いのかというと多分わからなかったのでは

ないでしょうか。保育所の運営費というの

が国で決められていると、これが公定価格

ですよと。それはゼロ歳児が何人とか１歳

児が何人とか２歳児が何人と。それから保

育士さん、働く人が何人おるとか、そうい

うことでどうも決められるようであります

が、その運営費というのが決められてるも

んですから、例えば民営でやった場合はど

のような形で運営されるのかというのが、

この公定価格をもって運営されるものと、

これで間違いないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  民間の事業者が運営をする場合には公定

価格をもとに運営してまいります。ただ公

定価格外のところで、利用者から保育料と

して集めていいという額もございますので、

それのみで運営というふうには限られてお

りませんが、主にはその額でということに

なるかと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  わかるようなわからへんような御答弁で

すけど、この図を見ながらちょっと説明し

てもらったほうがよかったような気がしま

すけど、まず国が定めた保育料、これがあ

りますと。これが基本的に保護者の方が支

払っていただく保育料になると。それを除

く部分ですよね。その部分の半分、国が半

分を補助してくれる。それから都道府県、

豊能町で言えば大阪府が４分の１を持って

くれると。そうすると町は４分の１を負担

しないといけないということですよね。ま

ずそれで間違いないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 



 

 2－7 

○教育次長（板倉 忠君） 

  公定価格には国が２分の１、府が４分の

１、町が４分の１。ただそこには保護者が

払う保育料を差し引いた額の２分の１、４

分の１、４分の１ということになります。

ただ保護者の払う保育料というのは国基準

での保育料という設定をしておりますので、

豊能町では国基準より下回った保育料を設

定しておりますので、そこに出てくる差額

というものは町が加算して支給しなければ

ならないというふうには思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

（発言する者あり） 

○８番（小寺正人君） 

  一応皆さんのお手元に図をあらかじめお

渡ししてると思いますので、それを見なが

らちょっと説明していきますね。 

  前回６月議会で御答弁いただいた金額を、

そこにあてがいながらつくってみましたの

でごらんください。公定価格、これが６月

議会の中で約１億5,０００万円ですと。そ

うでした。それからその図で言えば上から

三つ目の図でございますが、国基準の保育

料を町が一部補助をして町が定める保育料

を設定していると、これが父兄が納める保

育料ですと、それが3,８００万円ですよと、

そういう話でしたね。町が補助するお金と

町が負担しないといけない４分の１、これ

を私立の民営の保育所だったら町はこんだ

け負担したらよかったと、そういうことで

すよね。あとは国が半分２分の１、大阪府

が４分の１持ってくれると、これが民営の

運営のスタイルでありますと。町が定める

保育料、これについても能勢町は１００％

いただいてますと。それから箕面市さんは

７3.５％頂戴していると、父兄からですよ。

それから豊能町は約６０％を頂戴している

と、こういう状態ですと、こういう話であ

りました。これで間違いないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  はい。豊能町ではこの新制度が行われる

ときに保育料の検討をいたしました。その

ときに従来と変わる、余り大きく変わるこ

とがないようにということを基準にしまし

たので、今までの保育料と国が出してきま

した保育料の基準と合わせましたところ約

６割程度が適当であろうということで設定

いたしました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  しかるに豊能町は公営で保育所を運営し

ておりますから、これとは違う図、一番下

の図になるわけですよね。そして６月議会

で答弁いただいたのが、豊能町の保育所の

運営費は合計で２億3,０００万円ですと、

これ間違いないですね。町が定める保育料、

要するに父兄が負担している保育料が3,８

００万円と、こういうことですから、残り

の２億3,０００万円から3,８００万円を差

し引いた１億9,２００万円を豊能町が負担

して運営してると、これで間違いないです

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今年度、平成２６年度の決算が出まして、

それをもとに６月にお答えした金額を改め

て見直しましたところ、若干違いがありま

すので、この場でその数字の平成２６年度

の決算について報告させていただいてよろ

しいでしょうか。 

  まず一つ目の公定価格という部分なんで
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すけども、６月に１億5,０００万円程度で

あろうということでお答えしたんですが、

平成２６年度の子どもの人数等を入れます

と１億7,５２２万3,２８０円、これも概算

なんですけども、という程度になるであろ

うと。続きまして平成２６年度の保護者が

保育料で納めた額は3,５００万円程度でご

ざいます。となりまして、三つ目なんです

けども、公営保育所として豊能町が運営し

ておりますので、運営している運営費とい

う決算額の中には入と出は別でございます

ので、２億3,０００万円というのは出の額

でございます。町が定める保育料の、今申

し上げました3,５００万円は別になります

ので、その、今、小寺議員よりいただいて

おります資料の一番下の矢印が、町が定め

る保育料と町が助成のところで一旦切れる

かなと思います。ですから一番下は２億3,

０００万円となりまして、町が定める保育

料とつなげると、入と出がありますので別

のものかなと思っております。数字の確認

は以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そうしますと、今、訂正をしたところで

全体像ですよね。御父兄が負担している3,

５００万円、そして２億3,０００万円を足

して２億6,５００万円を運営費として使っ

ていると、こういう意味ですよね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  ２億3,０００万円の、町の会計で出と、

会計でいきますと２億3,０００万円の出で、

入に3,５００万円というのがありまして、

入と出で違うので合わせて幾らというふう

にはならないというふうな御答弁をさせて

いただいたんですが、公定価格という金額

の算定のときには保育料というのも、民間

の事業者全てを入として考えますので、例

えば国から２分の１入、府からも４分の１

入、町から４分の１入、それが保育料とし

て入となるので、合わせた金額で１億7,５

００万円という概算できるのですが、一番

下の運営費となったときには出と入と別に

なりますので、並べて書くいうのは難しい

かなということで、先ほど線を入れていた

だければということで御答弁しました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  非常にわかりづらいので、この図でいけ

ばこうなるはずなんですけどね。何がおか

しいんでしょうかね。みんな多分わからな

いですね今の説明では。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  失礼いたします。 

  町の収支でいきますと２億3,０００万円

の出はありますが、3,５００万円の入があ

りますので、それを差し引きしますと１億9,

５００万円の運営費という形になるかなと

思います。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そうしますと、今こちらに書いてる父兄

の負担分が3,８００万円が3,５００万円に

なるだけで、ほぼ合ってるわけですよね。

だから豊能町は１億9,２００万円を負担し、

実質負担してるわけですよ。ところがこれ

が民営だったら本当に少ないお金で多分済



 

 2－9 

んでると思うんですよね。だから公営でや

る意味というか、金額的にはもう全くない

のではないかと、こう思うんですけどいか

がですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  財政上はとても効果があるというふうに

思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それと、勘違いがあってはいけないので

これも確認しておきたいと思いますけど、

同じ自治体の中に私立の保育所がある、そ

れから公営の保育所がある。そこに来られ

ている御父兄の負担は同じですよね。どち

らに行かれても変わりはないですよね。ど

うですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  はい。変わりはございません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そうすると、御父兄はどちらかを選んで、

選べるのかというと、ちょっとそこは何か

問題があるような気はしますけど、どちら

に行っても負担は変わらないと。そうする

と、あとはその内容はどうなのかとか、そ

ういう問題に移ってくると思いますね。

我々が５カ所、６カ所、７カ所ぐらいかな、

回った、全部聞いたんですけど、私立のほ

うが評判がいいという、総じてそういうお

話でありました。だからそれなら公立でや

る必要はないよねと思うんですが、どうで

しょう。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  保育所は子育ての基幹的拠点としての行

政の責務、住民サービスの拡充、町財政の

健全運営などさまざまな面を勘案しつつ、

必要に応じて保育所・幼稚園を運営してい

るところでございますが、今言われた点の

質の低下がないということであれば、それ

は民営であろうが公営であろうが変わりが

ないかなというふうに考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それで、前回もこれはお話ししたかもわ

かりませんが、財政健全化推進プランの中

に平成２８年度こども園及び保育所給食調

理業務の委託、これが盛り込まれてますね。

そもそももう民営化を検討したほうが、こ

の財政健全化推進プランの中に民営化を入

れたほうがよかったんじゃないんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午前１０時０２分 休憩） 

（午前１０時０３分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  会議を再開をいたします。 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  財政健全化推進プラン、５年間というこ

とで策定をいたしました。その期間に入る

ものということでセレクトしているところ

です。それ以降の計画というのは新たに立

てる必要があるんですが、今の現プランを

つくるときにもそれ以降の、パート２とい

うんですか、第２次計画というんですか、
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そのときには今おっしゃった保育所の民営

化等のことに関しては当然入ってくるもの

というふうに今は思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そうすると、その保育所の民営化、こど

も園になるのかもしれませんが、前向きに

検討すると、こういうふうに解釈したらよ

ろしいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  その時点でのその財政の状況、その他い

ろいろな行政的な状況の中で判断すること

だというふうには思いますけれども、財政

に効果のあることを盛り込むという視点か

ら言えば、おのずとテーブルに上がってく

るテーマだというふうには思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ぜひ、もうしがらみを断ち切ってこれを

やることが豊能町のためだと私は思います

ので、ぜひともそっちの方向へ、民営化の

方向へかじを切っていただきたいと、この

ように思います。 

  次に図書館の民営化、これも財政健全化

推進プランの中に民間による指定管理によ

る運営をすると、平成２８年度から実施だ

と、効果額は９００万円だと、このように

載っているわけですよね。まずその９００

万円というのはどのような積算をされたの

か、試算されたのか、ちょっとお尋ねした

いと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午前１０時０５分 休憩） 

（午前１０時１２分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  休憩をとっていただきありがとうござい

ました。 

  財政健全化プランの算定根拠、図書館の

指定管理についてでございますが、これは

現在の経費と指定管理後の経費の差、これ

を効果額としております。現在のといいま

すのはプラン策定のときのでございますけ

ども、正職員の人件費と非常勤職員の人件

費、それから図書館の運営費用と図書館の

管理事業、この合計が4,８５９万円である

というふうに算定しまして、指定管理料が4,

０００万円というふうに算定しております。

その差が８５９万円であるということで、

議会にお示ししたものは１００万円単位で

ございましたので、切り上げて９００万円

と、このような算定でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  財政上ではその８５０万円メリットがあ

ると。運営上のメリットはどのように考え

ておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  運営上のメリットは、公立図書館という

ことでいろいろなところとの連携をさせて

いただきます。学校教育との連携でありま

すとか子育て支援との連携であるとか、そ

ういうところでソフト面でいろいろな事業

を行っておりまして、全体での連携ができ

ているかなというふうに思っております。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今やっていることを多分言われたと思う

んですけど、指定管理にしたときにメリッ

トがあるということで当然出てきてるもん

だから、どのようなメリット、運営上のメ

リットを考えてはんのかということを聞い

てるんです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  指定管理先がはっきり決まっていない中

で、こちらとして指定管理をお願いすると

きには現状の、今図書館運営やっているそ

のメリットを生かした指定管理をしていき

たいなと思っております。そこに指定管理

された側がさらにサービス向上に努めてい

ただくいうのは今は想像できませんので、

その後のメリットというのはそこの民間業

者の努力によるところがあるかなと思って

おります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  図書館のその指定管理に入札だけを考え

ているのか、プロポーザルという方式を、

大概併用するんだと思うんですけど、プロ

ポーザルのほうを例えば８割ぐらい見て、

金銭は２割ぐらい見て、そういう多分入札

になると思うんですけど、そのときに運営

上というのは図書館サービスが充実しなけ

ればもうやる必要はないわけですよ。じゃ

あ図書館サービスの充実って何ですかと、

どのように考えてはりますか。図書館とい

うのは何するとこですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  町の職員１名、司書を配置しましたり、

非常勤職員を全て司書免許を持っている者

を配置している中でただいま運営しており

まして、職員に対しても研修等実施してお

ります。その中で図書の選書でありますと

か、また図書だけにはかかわらず図書から

広がるいろいろなサービスについては行政

だからできるという部分がとてもありまし

て、現在財政上なかなか難しいというのは、

指定管理した場合にそういう部分がどれだ

け管理者が実施できるのかというところが

なかなか難しいところで、今なかなか進め

ていない状況でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  余り考えておられないというのが今の答

弁でわかりました。我々もこの図書館の指

定管理についてもいっぱい回ってるんです

よ。この前は図書館協会まで行ってきまし

た。話を聞いてきました。要するにそのサ

ービスって何かと言ったら、例えば今、１

０時から６時じゃないですか。これ大体民

営なんかやると前後１時間ふえるとか、２

時間ふえるとか、これサービスの向上にな

るんですよ。それと休館してる休みも割と

大体民営にするとふえるんですよ。これサ

ービスの向上なんですよね。それいろいろ

あるんですけど、今調べたところによると、

その入札をやるとほとんど株式会社が持っ

ていくんですよね。７0.６％が株式会社に

なっている。それからＮＰＯが１1.８％と

ってるんですよ。だから結構ＮＰＯはある

んですね。それと社団法人とか財団法人と

かそういう、ちょっと半分公が入ってるよ

うな、そういうところが１2.１％、その三

つで大体指定管理はやられてると。我々は
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そのＮＰＯを育ててそこに渡したらどうか

というふうに考えて、ＮＰＯを考えてるの

かどうかをお聞きしたかったんですね。そ

れは書いてますよね。ＮＰＯに任せるとい

うことは検討してるのかと。それどうです

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  貴重な提案をいただいております。図書

館サービスの向上、これは図書館というの

は住民の生涯学習の場であります。そこで

情報を提供してもらったり勉強したり学習

したりして、そして育っていくというよう

な貴重な場でありますから、それを質的に、

量的に向上させることは実は重要な観点だ

というふうに受けとめてます。よって入札

に向けて、入札のやり方はまだ決めてませ

んけれども、入札に向けていろいろな下調

べをしておるところでありまして、幾つか

の業者等に見積もりしたんですけれども、

先ほど板倉課長が申し上げた、いろいろな

ところと連携でありますとか、つまり本の

貸し出しだけじゃないさまざまなところの

ところが見積もりがなかなかしづらいとい

う部分がありまして、そこでちょっと難儀

してるというところはあります。言いわけ

で申しわけないんですけどそれが一つあり

まして、今後もう少し安くといいますか、

リーズナブルにやれるところはないかとい

うことを探していきたいもんだと思います。 

  それから御指摘のＮＰＯでございますが、

それも考えております。今現在そうしたＮ

ＰＯの方々にこの図書館の業務について調

べてもらったりして、プロポーザルといい

ますか提案をしていただけるかどうかにつ

いて今鋭意検討中でございまして、先ほど

申しました生涯学習の場として量的質的に

向上を図るという観点から、アウトソーシ

ング、指定管理がベストであると、ベター

であるということであれば、それは慎重で

やらなくちゃいけませんけれども検討はし

たいというふうに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ちょっと調査が不足してはるなという感

じは否めないんですけど、こんなんは現実

にやってるとこへ、電話でも訪ねて行って

もわかることですよね。もうここに図書館

協会が出してる中にもう全部、どこが何し

ているって指定管理全部書いてあるわけで

すよ。そこへ電話して聞けばわかることや

と思いますよね。我々も実際にやってると

ころ聞いたら、そのボランティアを育てな

あかんわけですよ。今いないでしょう。ボ

ランティア。地元の図書館のボランティア

の人を育てて、そこへその指定管理をして

もらうと、そういう方向を、コンセンサス

を得ないと、今この前出てた教育の何か報

告書の中に聞いたら、読み聞かせしてる人

に本の何かぺたっとラベルを張る仕事をボ

ランティアでやってるとか、そんなことに

ボランティア使うんじゃなしに、使う言う

たら失礼かもわかりません。もうちょっと

育てるいう観点が欠けてると思います。そ

れでその人たちにやっていただけませんか

と指導して、初めは委託から始めたらいい

と思いますよ。委託か指定管理でいくかど

っちかですから、それで１年なり２年なり

見て、これで大丈夫というところで指定管

理ぼんといくと。入札に付するということ

になると、もう必ず企業に負けると思いま

す。もう向こうのほうがいろいろな意味で

わかってるわけやから。そやからＮＰＯに

投げるつもりなら、物すごい教育をして育

てなあかんですよ。そういうことをして、
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豊能町の人たちによって地域の人たちが参

加するという形にすれば丸くいくと私は思

いますけどもいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今、議員のおっしゃられたことは当然か

なと思っております。そのＮＰＯと住民の

方に参画していただくとか、そういうこと

も現在検討しておりまして、株式会社等の

いわゆる外部からだけではなくて、町立の

図書館のサービスが低下しないようにさら

に充実するようなことをこの健全化プラン

の指定管理とあわせて一緒に考えていきた

いなと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それでは最後の、自治体クラウドの共同

化というところ、もう時間がありませんの

でもう簡単に。 

  大阪府の自治体クラウドの共同化という

動きが出てきたということで７月１６日で

すかマッセＯＳＡＫＡでしたっけ、ワーキ

ンググループの第１回の集合、集まりがあ

ったと聞いておるんですけど、どのように

変わっていってる、どのように大阪府は方

向転換したのかお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員も御存じのとおり、以前大阪府が市

町村とともにやっていこうということで勉

強会を立ち上げまして、それは立ち消えに

なったと。ところが今、議員おっしゃった

とおり、ことしの４月に大阪府が主体とな

りまして自治体クラウドについて検討を行

う自治体クラウド検討会というものを立ち

上げまして、今そのクラウドの共同化につ

いて検討をまた始めているというところで

ございまして、本町も勉強会という立場で

ございますけども参加をして一緒に検討を

していこうとしております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  これは町長にお尋ねしたいと思いますが、

町村会の動きもあると思います。大阪府の

町村会が今どのように動こうとしてるか、

知ってる限りちょっと教えていただけます

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  町村会、町村長会、こちらの動きという

ことでございますけれども、議員からもい

ろいろそのクラウドについていろいろ御指

摘いただきまして、町村長会のほうでもこ

ういった勉強ということを進めてみてはど

うかということで豊能町からも投げかけを

して、その中でまずは基本的にどういうも

のかということを勉強するということから

始めなければいけないということから、平

成２６年１１月１８日にこれからの自治体

の取り組みということで、総務省から講師

をお招きして市町村長全員で話を聞いて、

今知見を深めているといったところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今、去年の１１月の話ですよね。そこか

ら全然動きがなかったと。今、６月２５日
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かな、そういう話を聞きました。全然動い

てないと。あれからどないなっとんねんと

いうふうに、行ったときに、町村長会の会

長さんのとこへ行ったときにそうおっしゃ

いました。それで何とか進めることは豊能

町の利益だけじゃなしにみんなの利益やか

ら、もうできることはわかってんのやった

らはよ進めましょうやと、町村長会の会長

さんはもうやろうって言ってるんですよ。

それで多分もう動き出すと思いますので、

田中町長もぜひ積極的に、もう号令をかけ

たらこれもできる話ですよ。契約期間とか

そういう話もあることはもう十分わかって

ます。それも含めてとにかくやるという前

提ではよ動いていくことがみんなの利益に

つながるので、もうぜひ動いてほしいわけ

です。やってください。もう号令かけてく

ださいよ。もう腹づもり一つですわ。やれ。

これで終わり。私はそう思いますけどどう

ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員おっしゃっているように、その自治

体クラウド化によって経費削減されている

自治体もあるということはもう十分認識し

ているところでございます。ただその中で

やはりカスタマイズするところは逆に費用

がかかったりとかそんな問題も一方で含ん

でいるということもありまして、ただそん

なこともありまして、先ほど勉強しながら、

当然ながらこれ経費下がるという話であれ

ば首長としてはこれはやっぱり進めるべき

話だと思いますので、そういったことは引

き続き主張はしていきたいというふうには

思っておりますし、引き続きそういったこ

とについては町村長会のほうにも述べてい

きたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  移行費の話とか、カスタマイズの話とか、

もう全部クリアできるんです。もうやって

共同化してるところはいっぱいあるので、

だから町長の仕事はもうやりなさいと言っ

たらもうそれでできるんです。もうできる。

もうそれをぜひやっていただきたいという

ことで私の質問は終わりとします。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  次に、野村剛志議員を指名いたします。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  議長のお許しを得て、大阪維新の会、野

村剛志、質問をさせていただきます。通告

書に沿って質問させていただきますが、ま

ず冒頭に、質問する前にお話をさせていた

だこうと思います。 

  昨今、豊能町の中でその施策の中で、従

来の町長の方向から大きく方向転換をして

町の行政の中で突き進んだものがあります。

一旦お示しになったことというのはやはり

住民もそして議会もそのことに対して検討

していっております。ですのでやはり方向

転換するときには方向転換する理由とそし

てそれまでの経緯とやはりお示しをいただ

いて、そして新たに仕切り直したよという

ことをきっちり公の場で命ぜられて進めら

れたほうが、町長が言われる協働、一丸と

なってというところに沿うことになるのか

なというふうに思います。ですのでやはり

そういったことには御留意をされて、あと

任期１年のことでございますのでしっかり

その職務に努めていただきたいというふう

に思いました。 
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  今から質問のほうに入らせていただきま

す。 

  まず１番目に通告をしております、防犯

に関連して質問させていただきます。 

  先日も寝屋川そして高槻と非常に悲惨な

子どもの被害、犯罪に巻き込まれた経緯が

ありました。その中でやはりその犯人の特

定に至るに当たって町の防犯カメラが非常

にその役に立っているというふうにテレビ

報道を見ておりますと感じるところであり

ます。また隣接する箕面市においても防犯

灯、防犯カメラ、この設置は自治会への補

助制度を使って７５０台のカメラの設置を

行っているというところでございます。ま

た各所である犯罪、軽犯罪等に対して今そ

のカメラは非常に役立っているというふう

にお聞きするところでございます。そうい

った中で今大阪府の防犯カメラの設置等に

関する補助、助成等について、この町内で

知るところを知らせていただきたいと思い

ますがいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  議員御質問の大阪府の補助制度の正式名

は、大阪府子どもや女性を犯罪から守る防

犯カメラ設置補助金というものでございま

して、平成２５年度から制度化されており

ます。その補助対象は自治会等が負担する

防犯カメラの設置に要する費用のうち、補

修費用、修理費用、電気料金等の維持管理

費用を除く費用に対して上限１０万円をア

ッパーといたしまして大阪府が補助をする

ものでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  まず府のほうからは１０万円を上限とい

うところでありますが、箕面市においては

今度は市として条例を制定して、そして補

助金を使って自治会と連携してこの施策を

執行しておりますが、このあたりについて

豊能町のお考えはいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  過去においても質問がございまして、ま

た要望等がございまして、平成２５年度の

府の創設の後、豊能町のほうでも制度を、

課題はありましょうが設計いたしました。

そのときには豊能町、町から２０万円を１

台当たり設置費用として補助し、２０万円

を１台当たり、そして府のほうからは２分

の１の補助が、先ほど申し上げたとおり１

０万円の補助が出る。町は１０万円を上乗

せする。そのようなことの制度を設計した

上で防犯カメラの設置について自治会への、

１４自治会がございますが、アンケートを

とりましてその意向調査を行った経緯がご

ざいます。その結果なのですが、制度の設

計の問題がありましょうが、自治会からは

２自治会から設置の意向がありまして、設

置の制度化を、少ないためにまた見送った

経緯がございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  補助の金額については町において１台２

０万円。それから府からは１台についてそ

の２分の１、１０万円ということでござい

ます。これは全ての事業で私は１０万円な

のかと、あるいは町は２０万円なのかと思

っていましたが、１台当たりの金額やとい

うことです。今このお金についてその２自

治会で進めた防犯カメラは、今この豊能町
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内には聞くところによると４台ですか。お

答え願います。何台設置をされていますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  この制度に基づいた設置ではございませ

んで、自治会が自主的に設置したものが４

台というふうに、ちょっと正確には、ちょ

っと私は覚えていません、４ないし５台が

その当時設置されておりました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  自治会には、要するに自治会の自主によ

って４台ということで。しかし、防犯カメ

ラというものに対しては非常にニーズのあ

るところと思います。自治会の問題点は自

治会自身が実際負担をしなければいけない

その予算というところもまたあるのかと。

各自治会においては単年度でその役員の改

選があったり、あるいは継続しているとこ

ろもあるんですが、そういったさまざまな

問題を抱えているところがそういったネッ

クになっていると思うんだと思うところで

すけれど、それについてはまた後ほど、後

の質問でさせていただきますが、実際この

豊能町において、例えば箕面市のように７

５０台も、豊能町の規模、これがあります

ので７５０台は多いのかと思いますが、よ

り多く設置するということに関してはどう

いうお考えをお持ちですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  防犯カメラが一定の抑止の効果といいま

すか、またその後の犯罪があったとしても

効果があるところはテレビ等の報道で明ら

かなのかなと考えておりまして、また一方

で地域力であるとか、地域性の地域力とい

いますか、そういうものの育成も必要なの

かなということがありまして、先ほど申し

上げた一定の効果といいますかそれは認め

ておりますので、今年度再制度化に向けて

動き出しておりまして、７月でございます

が各自治会に補助制度案、先ほど示した案

なのですが、状況が変わりまして１台当た

りのカメラの設置の金額についてもかなり

普及しておりまして安くなっているのでは

ないかなということがございますので、制

度はそのままにしてアンケートを行ってい

るところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  再制度案ということでお示しをいただい

ていることは非常によいことと思います。

防犯の中で、そして子どもの見守り、また

昨今この豊能町ではよその基礎自治体から

はさらに高く、１０％も高く高齢化が進ん

でいる。認知症をサポート。つまりある日

突然私たちの親あるいはおじいちゃん、お

ばあちゃんが不明になったときに、どの方

向に向いてこの町を出ていったか、そうい

ったことまでわかって、非常に後の捜査に

も役に立つということも聞いております。

こういったことから非常に有効であると思

っています。 

  それから予算について、これは行政から

も実は各自治会に対して働きかけをしてい

ただきたいというふうに私は一議員として

思うんですが、実はこれまで町の防犯灯に

ついてはＬＥＤ化をしていますね。そうす

ると電気コスト、それと維持費について、

８年から１０年でリニューアルをするんで

すが、そのコストが大幅に実は削減をされ
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ております。防犯灯費というのは実は自治

会費以外、自治会費にも含んで実は自治会

において納めております。この予算が実は

浮くということも十分考えられるところで

ありまして、そういったものから防犯灯の

設置を自治会等で今後進めるゆとりという

か予算的なゆとりというか、そういったも

のもまたあろうかと思いますので、このあ

たりは商店会や自治会等に取り組みをして

いただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御指摘のように、先ほど７月に各自

治会に対してアンケートをとり、今現時点

では半数以上の自治会から制度を利用した

いと、制度があるならば活用したいという

ふうな回答もいただいておりまして、今後

検討を進めてまいりたいと思います。その

際の課題といたしまして、管理責任者等の

選定を行うであるとか、犯罪が実際あった

ときの記録画像が個人情報であるからその

取り扱いをどうするかとか、そういった課

題を解決しながら進めてまいりたいと思い

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  我が町を我が町の住民で守ると、そして

それに対して行政がしっかり力を添えると

いうことをしていただきたいと思います。 

  次の質問にまいります。 

  先ほど先輩議員の小寺議員から図書館の

指定管理について幾つか質問をさせていた

だいたわけですが、私のほうから１点、図

書館における図書ｼｮｼのこの重要性ですね。

それとまた、司書ですか。ｼｮｼとしましたね。

これは間違いですね。はい。図書司書です

ね。この重要性そして、まず重要性につい

てお伺いしたいと思います。お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  図書館において図書館司書は重要である

と考えております。それは図書館資料の選

択でありますとか発注及び受け入れ並びに

図書館資料の分類、蔵書目録の作成、さら

には目録からの検索ですね。住民へのサー

ビスの提供でありますとか図書館資料につ

いてのリファレンスサービス、住民への御

案内ですよね、図書の、の部分とか、さら

には読書案内、さらには先ほど申し上げま

したように町では読書活動推進のための各

種主催事業をやっておりますので、そこで

の企画立案等を司書としては実施していた

だいておりまして、とても重要と考えてお

ります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  図書司書、大変重要な役割を果たすのだ

と思います。お金にはかえられないものと

いうのはこれはあると思います。人が１人

という頭数ではなくて、やはりその知識、

スキル、専門性を有した人というのは非常

に大事。それから行政は継続ですので後継

者を育成するというところも大事なことで、

先ほど小寺議員から質問のあった中で民営

化あるいはそのプロポーザル等々行って財

政健全化に進めていくことも大事。しかし

一方で、欠如してはいけないそのクオリテ

ィーの部分はしっかり今後よく検討されて、

その中に例えばプロポーザル方式であるな

らば含んでいただいて、しっかりその行政

としての狙いで進めていただきたいと思い
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ますが、いかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  豊能町の図書館というのはとても住民の

方に御活用いただきまして、さまざまなサ

ービスの提供の場になっておると思います。

例えば指定管理等を考える中でもやはり図

書館の質の向上また維持というのはとても

大事かなと思っておりまして、図書館協議

会というのを図書館のほうで設置しており

まして、その中で住民の方の御意見等もい

ただいております。そういうことも参考に

しながら図書館のありようとかそういうこ

との大切さというのは認識して進めてまい

りたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  とても重要やということですから持続可

能な運営を考えてもらいたい。 

  それと住民サービスの向上なんですが、

重要だとおっしゃられながら、実は子ども

たちの長期休暇のときに休館をしている。

このようなことは目的から反すると思いま

す。ですのでやはりそのより住民サービス

を拡充するために民営化であるとかそうい

ったものに対して進めてさらにその住民の

ニーズに沿う運営をしていただきたい。今

行政が直接運営をしていて必ずしもそこに

至っているとは、少し住民の皆さんからお

声を聞く、その使われる側の人たちからの

お話ではちょっとずれているんだというふ

うに思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

  次にまいります。 

  自治体クラウドに対して、３番飛ばしま

す。自治体クラウドについて４番目に入り

ます。 

  特に先ほど小寺議員は総論について話し

ましたが、具体的に１０月からマイナンバ

ー制度が始まりますが、この準備について

今どのように進められていますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  マイナンバーにつきましてはシステムの

改修というものが必要でございますけども、

今のところ予定どおりシステムの改修が終

了するという手続で進んでおりまして、１

０月５日からは国から通知があるわけでご

ざいますけども、そういうスケジュールに

合わせて町としては着々とシステムの改修

は進んでいるというところでございます。 

  また職員の研修につきましても、国から

の情報等は逐一イントラネット等で職員に

流しまして周知徹底をしておりますし、そ

れから窓口対応の職員これらを対象にした

研修というものももう行ってまいっており

ます。今後につきましても窓口対応の職員

に限らず全職員を対象としたそのような研

修、マイナンバー制度の理解を深めるとい

うことについて努めてまいりたいというふ

うに思っております。 

  また今議会には条例の制定等もお願いを

しておりまして、そういう条例にのっとっ

た整備、取り組みというものについて今後

とも前向きにやっていくと、積極的にやっ

ていくということで考えております。準備

という面でいいますと以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  マイナンバー制度、日本でいいますとこ

のマイナンバー制度というのは、アメリカ

合衆国においては社会保障制度、１９３６
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年から始まった。今ソーシャルセキュリテ

ィナンバー制度というものでございます。

この歴史の中にあってこのマイナンバー制

度、日本におけるマイナンバー制度という

のは、非常にその以前からやっているアメ

リカに学ぶところがあります。メリットと

デメリットがあります。特にこの制度を進

めていく中でなりすましが実はあって非常

に大きな問題となったのがこのアメリカで

のことです。日本においてこのシステム導

入するに当たっては国からの施策として行

っていくわけですが、このシステム、これ

は国から示されたものでシステムの改修を

しているのか、示されたその方向性に対し

て町独自がそのシステムの改修を、今契約

をしている業者でしているのか、そのあた

りについてお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ただいまつくっております国、マイナン

バーのシステムでございますけども、これ

は機器の整備につきましては専用回線によ

り、そういう個人情報が流出しないような

専用回線により暗号化した情報を共有する

ということによりまして、そういうなりす

ましでありますとかそういうサイバー攻撃

等を防ぐというようなことがなっておりま

して、それは国の外郭団体でございます地

方公共団体情報システム機構、これにより

ますシステムの開発ということで、それで

整備を進めているということでございます。

町独自のシステムではございません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  システム自体は国の出されたもので従っ

て構築していくということで、つまり１０

月からのシステムについては各基礎自治体

においては共通のもの、そして共通のもの

が送られてきて、それに対しては町独自で

カスタマイズされるものであるのかどうか

御質問させていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  国のシステムをそのまま整備していくと

いうようなことで、町独自のシステムはな

いというふうに存じております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  これについてはつまりシステム改修につ

いて予算が発生していない、あるいは今後

発生しないということでよろしいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今後もシステム改修等ございましたら当

然費用発生するものというふうに思ってお

ります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  その際にはクラウド、そして情報電子シ

ステムですね。こちらのクラウド、そして

またシステムの改修に当たって今後その業

者をまた使っていくわけですが、このとき

には共同化を利用して行政でのその予算の

削減に努められるようにお願いをしておき

ます。 

  次にごみの減量対策について御質問をさ

せていただきます。 

  今、ごみの回収について減量を進めてい

るんですが、この中で可燃物の混入、こう
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いったものが実際かなり多いのでしょうか。

あるいはかなりその可燃物の、いわゆる除

去、出される、住民からの出されるごみの

中からは可燃物に対してはその努力をされ

て、廃品回収等に回せるものについては例

えば回されているような現状が見えている

のでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  お答えいたします。 

  可燃物に含まれる資源ごみの割合でござ

いますけれども、昨年行われました組成の

分析の結果、約２０％が今、含まれている

ということがわかっております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  このごみの減量化について行政から、例

えば自治会あるいは子供会、これ廃品回収

等をされたりする組織になるんですが、こ

のあたりとの例えば協調・連携というもの

は努めてられておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  お答えいたします。 

  ごみの減量化につきましては、毎年各自

治会のほうにごみ減量化推進委員さんの御

推薦をいただきまして、ともにごみ減量化

について考えておりますし、また集団回収

等につきましては自治会、子供会、老人会

等に協力をいただきまして、今、一定進め

ておるところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  今後、家庭ごみの収集、これに対しては

町長は有料化というふうな話を出されてい

るわけですが、そのときに例えばごみ袋等

のいわゆる提供、これを有料ですることに

なろうかと思いますが、この提供するその

組織として例えば自治会、子供会あるいは

老人会いうものはその中に含まれています

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  お答えいたします。 

  この間の全員協議会のほうでお示しをい

たしましたごみ有料化についての考え方の

段階におきましては、現在その販売等につ

きましては各業者さんをお願いするという

ことを考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  今部長から答弁がありましたが、全員協

議会の中で示した中には含まれないと。そ

の中で、では出ましたように、袋について

は消費税が込みではないと。あるいは消費

税を含まないと、とらないというふうに聞

きましたが、これは私が今聞いたというと

ころで話した内容でよろしいですか。つま

り消費税がかからないということでよろし

いですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  消費税につきましては各事業者のほうで

販売していただくときに今お示ししている

価格で販売していただくことになりますの

で内税という考え方だと考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  つまり表記商品の販売として行うならば、

小売店で考えたら、要は内税と外税の表示

は必要になると思うんですが、非課税では

なくてあくまで課税をするということでよ

ろしいです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  課税であると考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  わかりました。先日の全員協議会の話で、

私は要は課税されず、例えば４５円のもの

は４５円で非課税なんだというふうに解釈

をしておりました。今も後ろから聞こえく

るところではどっちかわからんなというふ

うにちょっと思いますけど。もう一度ちょ

っとそのことについてはまた説明をしてい

ただきたいと思います。 

  有料化に伴い、特に自治会での販売等し

ていただいて自治会と連携もとっていただ

きたいなと思います。なぜかというと減量

化を進める中でやはり組織的に取り組んで

もらったほうがより有効な、いわゆる期待

される効果というものもあります。 

  それから今、自治会、この加入率は、あ

るいは稼働率、特に何て言ったらいいのか

な、２０代、３０代、４０代、いわゆる現

役世代といいますか、このあたりでの加入

がやはりかなり少なくて、運営も大変なと

ころもあります。その中で例えばごみとい

うのは町あるいはその地域でのやはりそれ

ぞれの地域での課題だと思いますので、自

治会に対してそのごみを減らすということ

を含めてやっておられるならば、これは行

政でいったら部署が違う話ですね。違う話

ですがこの協力をして進めてもらいたいと

思います。と思いますがいかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  ごみの減量化ということに関しまして、

今後自治会等どのように対応していくかと

いうようなことになってくるかと思うんで

すけれども、当然今現在有料化を進めよう

とはしておりますが、それ以外にも新たな

資源ごみの回収等考えていく必要があるの

かなと。例えば小型家電をどうするのかな

とか、そういうようなところもあるかと思

います。そのような場合に今現状の収集体

制をまたふやしていくというような経費の

かかることは当然できないことになってき

ますので、そのようなものを自治会の方に

お願いをして、自治会館等での拠点回収で

すね。そのようなことに協力をしていただ

けないかとか、そういうようなことについ

て今後また検討していけるのではないかと

考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  ごみの回収等についてはまだまだやるべ

きこと、こちらも検討、勉強せないかんと

ころが多くあるというふうに認識をしまし

た。 

  次にまいります。防災と自治会について

質問をさせていただきます。 

  今、町内での防災には各自治会の協力が

なければ行政だけでは全てを補えるもので

はないと思いますが、いかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 
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○総務部長（内田 敬君） 

  これまで大規模災害、阪神・淡路大震災

でございますとか東日本大震災等ございま

して、そういう場でももう明らかになって

おりますけども、行政が発災直後にできる

ということは非常に限られておりまして、

そういうことは無力であるなというような

ことは考えておるところでございます。そ

んな中ではございますけども、長野北部地

震があったときには住民がみずから安否確

認でありますとか救助活動をやりまして、

それが功を奏したと言われておりますけど

も、死者がゼロであったというようなこと

で、白馬村の奇跡とかいうふうに呼ばれて

おりますけども、そのようなことでやっぱ

り住民みずから自助・共助、これが非常に

重要であるなというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

  豊能町につきましては関西一円でござい

ますけども、南海トラフ大地震などが起き

るというふうに言われておりまして、そう

いう大規模災害では職員だけでできること

というのは非常に限られておりまして、と

ても無理であろうというふうに思っており

ます。白馬村でやられました安否確認であ

りますとか避難誘導とか救助活動、これら

もやはり行政だけでやることは不可能でご

ざいますし、初期消火でありますとかまた

炊き出しでありますとか避難所の運営、こ

れらにつきましてもやはり住民の力なしで

はなし得ないものだなというふうに思って

おりまして、やはり自助・共助というもの

が非常に必須であると、重要であるという

ふうに思っております。 

  本町につきましてはこの考えのもとにそ

の自主防災組織の育成・組織化という、強

化というようなものに取り組んでおりまし

て、まずはこの自主防災組織を立ち上げて

いただくということを今お願いをしている

ところでございまして、その上で防災備蓄

品とか防災装備を備えていただくというこ

とで、その補助制度も創設をしたところで

ございます。ぜひその自治会が中心となら

れて平時から防災訓練などをしていただく

と、避難経路の確認とかハザードマップの

作製など自治会のお力をおかりして住民み

ずからやっていただくということ、積極的

に取り組んでいただきたいと思っておりま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  総務部長からぜひともそういったことに

自治会で取り組んでもらいたいというお気

持を賜りました。 

  これはまた隣接する町のことでまことに

恐縮ではございますが、隣町の箕面市にお

いては箕面市役所、人権文化部それから市

民活動促進課、自治会係、こういったとこ

ろが遠くの親戚より近くの自治会、あるい

は防犯対策に、あるいは黄色いハンカチ作

戦と、こういったものさまざま銘打って自

治会に加入してください、自治会を結成し

てくださいというふうに呼びかけを行って

おられます。丸投げで行政のそのできない

部分を押しつけるということではなくて、

行政から見て住民が自治会に加入するメリ

ットとはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  行政から見た場合でございますが、近年

人々を支えるコミュニティの機能が低下し

ております。人と人とのつながりが希薄化

しておる現状があります。自治会加入の利

点として、防犯、対防災、コミュニティ、

仲間づくり等で地域の課題をみずから解決
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していくというメリットがあるのではない

か。そして地域力が向上していくのではな

いか。そういった意味でおいて自治会組織

は必要不可欠なものと考えております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  今、木田部長からありましたが、そうい

ったところは大事だと思います。みずから、

能動的に、人任せではなく、自分たちでと

いうところがあります。これは歴史をひも

とくと、日本にはもともと隣組制度という

のがありました。これが戦後、私の私見で

すけど、ＧＨＱによってこの隣組というも

のを潰されてしまったというふうに認識を

しております。つまり国力の弱体化を図ら

れたというふうにはっきりいって思ってい

るところで、今この現状の中で、現実この

今の世の中にあって、住民さんは逆にこの

ような先ほど申した、隣の箕面市でやって

ますよって言ったお話ですね。こんなん全

部行政してくれるん違いますのんって、自

治会が何でしなあきませんのって、非常に

認識の違いがあります。これに対してやは

りその認識の違いを埋める必要がある。私

は先ほどごみの袋の話ですが、なぜ自治会

で販売をと言ったかっていいますと、やは

りその自治会に入るメリット、具体的に住

民の身近に感じれるところ、そういったも

のを自治会でつくりやすい、そういうきっ

かけづくりにしたいというふうに考えたん

です。なかなか、木田部長がおっしゃった、

それがメリットというふうには住民は感じ

ません。今、国勢調査が始まりました。こ

れについてもこの自治会から呼びかけて、

今、住民に働きかけをしてその調査員募集

してやってます。しかし非常に皆さん、い

ざやったもののなかなか重労働やでと、こ

れ全部ほんまやったら行政がやったらいい

んちゃうんって言いますよ。何でこれ住民

がやらないかんの。言います。だからやは

りそういったところで負担ばっかり押しつ

け、丸投げというふうに感じないように、

感じられないように、やはり行政は情報の

共有を図る必要、あるいは自治会の大切さ

というものをしっかり発信していく必要が

あろうかと思います。このあたりについて

はまた今後の質問等で、次回の質問等でさ

せていただきます。 

  もう一つ自治会の役割として、実は先ほ

どありました防災、そういったものをやっ

ていくというところがありますが、この間

１５号の台風でしたか、このときに避難勧

告が出ました。ごめんなさい、１１号です。

１１号でよかったと思います。台風のとき

に避難勧告が出て、町内においては４２３

号線そして４７７号線の国道がちょうど通

行どめになった日です。このときに自主避

難をされた方が住民の中でおられます。そ

して西公民館へ行かれました。すると、よ

くぞお越しくださいましたっていうことで

はなくて、え、本当に避難されるんですか

という対応がありましたということで、本

当にその防災、組織、こういったものを、

先ほど答弁の中でありましたけど、本当に

住民との連携、行政がすべきところ、例え

ば西公民館を開放する、開けるというその

ことだけ。吉川地域の方が行かれました。

あるいは新光風台地域の方も行かれました。

この中で結局皆さん御自宅へ戻られてます

よね。こういったことについて、本当に果

たして先ほどの部長が御答弁されたそうい

ったものにそぐうものであったのかどうか

お聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 
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○総務部長（内田 敬君） 

  ７月の台風１１号の際のお話でございま

すが、確かに西公民館に避難なさった方か

ら苦情があったと、職員の対応が悪かった

ということは私も聞いております。非常に

申しわけなかったというふうに考えており

ます。職員、その避難所の職員は、ホーム

ページで住民の方にはあらかじめ総務課に

連絡の上避難所に避難してくださいという

ような広報をしておりましたことから、そ

ういう、総務課から今から避難する人がい

ますよという連絡が入ると思っていたらし

いです。そういうことから避難者がまだ来

られる態勢がとれていなかったというふう

に聞いておりまして、非常に対応がまずか

ったというふうに私も思っておりますので、

今後についてはそのようなことがないよう

しっかりと指導してまいりたいというふう

に思っております。申しわけございません

でした。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  本当に自治会に対して防災のこと、こう

いったものについて行政と連携したいとい

うならば、やっぱりやってもらいたい。 

  あと、ホームページで告知してるからっ

て言うけど、住民皆さんが１００％ホーム

ページ見てますのか。それやったら広報の

車両を出して、ただいま自主避難が言われ

ましたと、勧告されましたと、連絡は総務

課へしてくださいと。回っても多分あの大

雨の中ではっきりと声も通らんと思います

わ。だからその想定してることが根本的に

ちゃいますねん。やっぱりメールで配信、

あるいはテレビで警報が出て自主避難勧告

出ましたでって出たら、それを見てやっぱ

り避難されてくると思いますわ。だからそ

のあたり、今後改善をしていただきますよ

うに。おわびのお言葉もいただきましたの

で、それはまた住民の皆さんに届けたいと

思います。 

  あと、自治会から行政に通報が入ってる

案件で、新光風台周辺の切り土、盛り土を

行い、太陽光パネルを設置している場所に

ついて、今どのように対応されていますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  新光風台のほうで太陽光パネルを設置し

ている場所のことでございますけれども、

現在事業者による行為は平成２５年１月ご

ろからの行為と認識をしておりまして、平

成２５年１１月当初は大阪府池田土木事務

所とともに指導をしてきた経緯がございま

す。この行為地は以前から残土搬入等の行

為が行われておりましたが、土地の所有者

が２度移動するなど過去の土地所有者と現

所有者が行った行為の区別が難しく、現事

業者に前土地所有者の行為まで復旧の履行

を求めることは困難と考えております。現

在は現在行っております事業者に対して是

正する内容を町から示した上で、宅地造成

等規制法による是正計画書を提出するよう

指導しておるところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  残土の問題は大変この豊能町では大きな

問題だと思っております。２年前、いわゆ

る建設残土の崩落事故ということもあって、

やっぱりここについては行政がしっかり見

張って、だけれど一方で法令あるいは条例

の中でしっかりやっていかないかんと。ま

たその範囲というものもしっかり見きわめ

ていかないかんところやなと思います。 

  またあそこは町道等と隣接していて、こ
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の境界、つまり賠償責任をいわゆる負う、

負わないというところの範囲で、境界、土

地の境界、所有者の境界というものが非常

に大事なところにもなろうかと思いますが、

このあたりの区分についてはしっかり明確

に今、示せているのでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今、行為を行っているところでございま

すけれども、あの下側、町道のちょうど下

側の、行為地の下側のところになりますけ

れども、下にＵ字溝が入っておりまして、

境界というものははっきりしております。

また上のほうにつきましても、道をこの間

から舗装整備するときに立ち会い等を行っ

て明示をしておりますので境界ははっきり

しております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  地域の住民から特に自治会を通じてこの

問題については提起をされていると思いま

す。しっかりそのあたりは取り組んでもら

いたいと思います。 

  あと、大雨がこの近年の気象状況の中に

あって降ります。そしてその町道の排水溝

を伝って水が排出されるのではなく、町道

の上を、大きな、その大雨のときには川を

つくって流れてしまうこの現象も住民から

報告を受けております。また私も直接、先

日の大雨のときには確認をしております。

こういった中で、その町が管理する排水口

についての設備、不備があると思うんです

が、このあたりについて今後の是正の見通

しは何か立てられておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  町道全体ということになりますとなかな

か難しゅうございますけれども、今おっし

ゃっておられます太陽光発電をしておる下

のところにつきましては、道路横断溝が一

部側溝とつながっていないところもござい

ますので、そこについて早急につなげて排

水の便をよくしたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  そういったことで責任の範囲をしっかり

見分けるためにもやはりその区分というも

のは必要で、この町内においては至るとこ

ろに実はまだその区分のはっきりしないと

ころもあろうかと思います。なかなか日ご

ろの業務に追われてそういったものの区切

りをすることは非常にお手間なことと思い

ますが、このあたりについては第２の第３

のそういう自己懸案のなったときのまた対

応にも、そこに書かれる、書かれないとい

うこともありますので、お努めいただきた

いと思います。この自治会の、ごめんなさ

い太陽光パネルについては、また後の議員

からの質問もあろうかと思いますので、私

からの質問はこれにて終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、大阪維新の会の一般質問を終わ

ります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午前１１時３０分といたします。 

（午前１１時２０分 休憩） 

（午前１１時３２分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、新風会の一般質問を行います。 
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  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  管野英美子議員を指名いたします。 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  皆様こんにちは。２番・新風会の管野英

美子でございます。議長の御指名を受けま

したので一般質問をさせていただきます。 

  今回は答弁を含み１人５０分と１０分長

くなりました。いつも少し質問を残してい

ますのでうれしい気持ちもしますが、なか

なか答弁がかみ合ってないとか、行政側の

責任もしたりしがちです。過去７回の私の

通告のまずさもあるかと思います。今回は

反省の気持ちも込めて特にしっかり通告を

してきたつもりです。どうかわかりやすい

簡潔な答弁をよろしくお願いいたします。 

  それではまず初めに防災について質問し

ます。 

  ７月１７日台風１１号では１日中雨が降

り続き全町民に避難勧告が発令されました。

土砂崩壊などの災害のつめ跡が残されまし

たが、どなたも命を落とすことなく済んだ

のはよかったかと思っています。 

  さて昨年２月に私の住んでいる新光風台

自治会からリスク表示をいただきました。

ハザードマップです。そしてシートスでの

防災訓練も実施されました。今回その１年

後、ことしの３月に土砂災害警戒区域がた

くさん指定されました。その地図では該当

する区域に今お住まいの人の家がその範囲

で書かれています。黄色い斜線でおうちが

かかっています。中にはレッドゾーンもあ

ります。建設課で伺いましたところ、地図

で等高線を見て現地調査が入り、２８年９

月には全ての調査が終了するとのことで、

町には約４００軒がその部分にかかってい

るとのことでした。旧村にも新興住宅地に

もあります。家を買って随分たってから、

２０数年後にここは危険と言われても困る

わけです。売買にはその旨を告知しなけれ

ばいけません。家も売れなくなってしまい

ます。また岩盤なのか、どのような土質な

のか、調査もしっかりしているのでしょう

か。大変理不尽な指定だと思いました。け

れどももし災害が起こったらどう行動する

のかを提示されているようにも思いました。

その対策を自治会単位で行政と連携をとっ

て行動する。行政はしっかりとサポートを

しなければいけないと思っています。８月

９日から５日間、合計６回、新光風台自治

会主催で丁目ごとにこの土砂災害警戒区域

等の防災について説明会がありました。池

田土木、町の総務課の方にも来ていただき

ました。私は住民の御意見を伺う絶好の機

会だと思い６回とも参加をさせていただき

ました。丁目ごとに思いが違いますが、住

民の方々がとても冷静に受けとめてくださ

っていることに安堵しました。７月１７日

の台風１１号の際の高代寺山の麓の町道の

側溝の雨の流れ方もビデオで見せていただ

いたり、大変詳しい説明でした。災害が起

こったら自治会が命を守ってくれるとも思

いました。今回はこの説明会で話されたこ

とを例にとって質問しますが、山々に囲ま

れている町全体のこととして回答してくだ

さい。 

  さてこの大阪府が開示した土砂災害警戒

区域や土石流が流れてくる可能性のある範

囲のお宅の方々にはこの指定は知らされて

いる情報なのでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  土砂災害警戒区域の指定につきましては、

大阪府が土砂災害防止法に基づき基礎調査

を行い指定を実施しているところでありま
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す。調査指定等の箇所図につきましては、

箇所図の周知方法といたしましては、大阪

府におきましては大阪府池田土木事務所、

府ホームページ、本町におきましても町ホ

ームページはもとより、４月には各自治会

長に対し行政連絡協議会の場におきまして

本町内での土砂災害特別警戒区域の指定状

況や指定場所を確認するためのホームペー

ジアドレスの周知、また町報の６月号では

同様の内容を記載させていただいておりま

す。今後も大阪府と協力し周知に努めてま

いります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  それでは足りないと思うんですね。新光

風台でこんなにたくさん黄色いゾーン、レ

ッドゾーンがあるんです。そしてお一人お

一人知らされていないですし、先日の説明

会でもこのゾーンに入ってる方が全員来ら

れたわけではないんです。いつどなたがど

のような形でお知らせされますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  土砂災害防止法による指定区域について

は大阪府の責任で行うことになっています。

町のほうから、指定された区域に存在する

家屋所有者に対しては今現在お知らせをし

ていないというのが現状です。また町内の

警戒区域や特別警戒区域の指定が完了する

のは、先ほど議員からもありましたが平成

２８年９月であります。これらの指定が終

了した後、町内全戸を対象に各戸配布も視

野に入れて配布を行いたいと考えておりま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  全部指定をされてからとかというのは、

とても私は遅いと思うんですね。もう今既

に指定をされている地区がありますし、こ

んな大きな地図ではなくて、ホームページ

には本当に町名ごとに、人のおうち、誰の

家かもわかるように表示をされているんで

す。きょう私、新光風台の分を持ってきた

んですけども、本当にこんな形でお一人お

一人おうちがわかるんです。名前を書いて

いこうかなと思ったぐらいです。私が知ら

せるということではないし、私の仕事では

ないと思いますので、そのことはぜひ急い

で知らせてほしいと思います。台風１１号

が来たときもやはり自治会長はとても心配

をされていました。自治会単位で活動され

るのはとてもいいことだと思います。 

  そうしたら、次に災害が起こったときの

情報伝達です。３月議会で本町におけます

災害時の広報のあり方は非常に脆弱だとい

うふうに認識されております。屋外スピー

カーやＦＭ放送も持っていません。そして

自治会長への電話、ファクス、たんぽぽメ

ール、緊急速報エリアメール等々です。ま

た昨年９月、９月議会でイノベーションと

よのさんの質問の中で、急傾斜地の皆さん

への伝達には広報車で回るとかたんぽぽメ

ールの登録を地図にプロットするとかおっ

しゃっていて、必要だと回答されています。

ここでたんぽぽメールについて質問します。

町内のどの地区が避難しなければいけない

のか、一番身近な情報がたんぽぽメールに

あると思います。大阪防災ネットでは細か

い地域を指定されているわけではないと思

うんです。たんぽぽメールは今何件登録さ

れていますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 
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○総務部長（内田 敬君） 

  たんぽぽメールの登録件数については、

ただいま手元にございません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  済みません。後でまた教えてください。

たんぽぽメールは一家で何人も登録してい

る人もいますし、世帯数ではないし、私も

パソコンと携帯の両方に入れていますので

登録件数は参考にしかならないですね。そ

れでも一人でも多くの人に受信していただ

きたいと思います。提案です。携帯をお持

ちでアドレスをお持ちでもたんぽぽメール

に入れていないという人がいます。地区福

祉委員会の活動や自治会の集まりなどで懇

切丁寧にたんぽぽメールを一緒に入れると

いう講習会とかはいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  たんぽぽメールの登録数でございますが、

昨年８月末でございますけども、５３７名

の方が登録されているということでござい

ます。それとは別に保育所、幼稚園、小学

校、中学校の保護者を含むと全体で3,２２

８名の登録ということでございます。 

  それからたんぽぽメールの周知というこ

とでございますけども、今後におきまして

も、今、議員の御提案のありましたような

ことも参考に、たんぽぽメールへの登録に

ついては十分活用していただくということ

で、自主防災組織とか自治会と連携をして

まいりたいというふうに考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  私は先日、ガラケーをお持ちのお友達に、

ゆるキャラグランプリでとよのんに投票し

たいからＩＤ登録を教えてと言われ、その

お宅にお邪魔しました。投票できるように

なりましたが、私はゆるキャラグランプリ

よりもそのガラケーが気になりましたので、

たんぽぽメールは入れていると伺うと、入

れていないと言われたので教えて入れまし

た。とてもたんぽぽメールはよう登録せえ

へんという人も声を聞いています。そして

このメールの受信者を地図にプロットして

いくというのは実行されていますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  地図へのプロットはまだしていないと思

います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  いい提案だと言われて、昨年の９月なん

です。ぜひやっていただきたいなと思いま

す。急いでやってください。 

  しかし携帯をお持ちでない方もいらっし

ゃいます。伝達にはメールにも限界があり

ます。また大きな自治会では全員に電話で

伝えるにも限界があります。そこで、お金

がかかりますが、住民への周知徹底にサイ

レンまたはスピーカーなどの放送設備を考

えていただけませんか。特にたくさん住ま

われているところ、一度に連絡ができると

思うんです。急傾斜地に接しているところ

だけでもよいと思うんですが、お考えを聞

かせてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  サイレン、スピーカーということでござ
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いますけども、災害時いろいろ情報伝達の

方法はあると思いますけども、そのような

ものについてサイレンもスピーカーもいず

れもお金がかかるという問題もございまし

て、今のところやろうということは思って

おりませんけども、町の直接伝達する方法

ではないんですけども、テレビとかラジオ

とかインターネットを介してお知らせをす

るというシステムがございまして、これが

先々月の台風１１号のときにも非常に力を

発揮したというふうに思っております。こ

れはオーディスというシステムでございま

して、そのオーディスというシステムを通

じて大阪府に対しこのたびは避難勧告とか

避難所開設等の情報を提供いたしました。

それを受けた大阪府は今度はＬアラートと

いうシステムがございまして、災害情報共

有システムというんですけど、そのＬアラ

ートでテレビとかラジオとか新聞社等のメ

ディアに情報を提供すると。間接的でござ

いますけどもそういう方法がございまして、

その情報を受けたメディアはテレビとかラ

ジオとかインターネットで情報を流すとい

うことで住民の皆様はそこから情報を入手

なさったということでございました。これ

はメールも非常に速報性がございますけど

も、テレビ、ラジオ、インターネットも同

じように速報性があるし、皆さんごらんに

なっているというようなことで、実際にそ

の７月の台風の際にもそのテレビとかイン

ターネットで避難勧告を知った、避難所開

設を知ったということで問い合わせの電話

が役場に殺到したというようなことがござ

いましたので、非常に有効に機能している

というふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  次は自治会との連携です。今、野村議員

も質問されましたが、自治会加入者のこと

が随分少ないと伺いました。ごみ袋のこと

をおっしゃいましたが、新光風台は組織率

がほぼ１００％、これはステーションがあ

るからかなということを光風台の方から言

われたことがあるんですね。全ての人が自

治会員ではありませんので、自治会、例え

ば避難所に行って自治会単位で活動すると

かなったときに大変困ると思うんですが、

自治会員になっていただこうというその対

策はとられているんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  自治会加入については自治会みずからも

加入の努力をされていることと存じますが、

町といたしましても、転入時でございます

が、豊能町自治会長会と豊能町の連名で作

成いたしました自治会加入の御案内という

ものをお渡しいたしまして加入に努めてお

るところでございます。今後また必要であ

るならばＰＲにも努めてまいりたいと考え

ております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ぜひしっかりと進めていただきたいなと

思います。 

  そして避難所のことです。今回の台風の

ときになぜ公民館だったのでしょうか。７

月に配っていただいたこの生活便利帳には

公民館は掲載されていません。弾力的に運

用するとありますが、こんな冊子をつくっ

ておいてという気持ちになります。また西

地区では新光風台にたくさん土砂災害警戒

区域の指定がある。あの大雨の中、光風台
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大橋を通って行けますか。車ならまだしも

歩いて行かれるということは無理じゃない

かなと思います。そして先ほども野村議員

がおっしゃいましたけれども、駐車場は真

っ暗で公民館は自動ドアの電源が切れてお

り、応対した職員は何しに来はったんです

かって言われたそうです。実際に避難され

た人にお話を伺ってきました。公民館には

毛布が５枚しかなかったんです。そして一

晩過ごされた方が８名。これでは避難所の

役目は果たしていないと思うんです。たん

ぽぽメールには総務課に電話をしてから避

難と書いてありましたが、そんなことでき

ないと思うんです。特に先ほど言いました

イエローゾーンが二つ、ダブルでかかって

いる方がいらっしゃって、その方々は避難

勧告が出たらすぐに避難をしようと思って

いると、御近所５人で避難をされたんです。

今回の避難所開設は適切だったと思われて

いますか。今後の避難所開設はどのように

されるおつもりですか。地域ごとに考えら

れませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  このたびの台風におきます西公民館での

対応、避難所での対応でございますけども、

職員の対応がよくなかったということは聞

いておりまして、今後はそのようなことが

ないようにしっかりと対応するよう指導し

てまいりたいと思っております。申しわけ

ございませんでした。 

  避難者が多く見込まれる場合は、今、議

員のおっしゃった避難所、学校の体育館で

ございますけども、これを開けるというこ

とはしておりますけども、避難者が多く見

込まれない場合、これにつきましては柔軟

に対応するということで、西公民館と中央

公民館を開けておると、高山は高山のコミ

ュニティセンターを開けるということで対

応しております。今後につきましてもその

対応は変えるつもりはございませんでして、

大規模災害のときは体育館を開けますが、

このたびのような大雨で避難者が多く見込

まれない場合は、今後とも公民館を開ける

ということで考えてまいりたいというふう

に思っております。 

  ただ一方で町としましては今、自主防災

組織の組織化ということをお願いをしてお

りまして、非常に今、取り組みも進んでい

ただいております。その自主防災組織がで

きましたら、当然その組織は各自治会館を

活動の拠点となさるでしょうし、自治会み

ずからの避難所ということにも恐らく活用

なさるであろうというふうに思っておりま

すので、各地域ごとの避難所という議員の

御提案でございますけども、そういう自主

防災組織とか自治会が開かれる、そういう

避難所を活用して連携を町も図っていきた

いというような考えでございます。よろし

くお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  新光風台の自治会館はイエローゾーンに

はかかっていないんですけども、本当に近

いところまで土砂、土石流が流れるという

想定になっているんです。シートスとか光

風台小学校を、大規模じゃなくても開ける

ことはできませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  シートスにつきましては町立ではあるも

のの指定管理者がおられますので、その指

定管理者との調整は必要でしょうが、ケー
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スを考えて調整をして判断をしてまいりた

いと思っておりますが、ただそのシートス

にしましても光風台小学校にしましても体

育館を開けるということになりますと非常

に広い、それから床であるということで、

公民館でありますと畳の上で過ごしていた

だけるわけでございますけども、避難者の

皆様にそういう畳とかマットレスとかを用

意するということはできませんので、もし

体育館を常に開けるということになります

と床の板の上で過ごしていただくと。ある

としても毛布１枚ぐらいしか用意できない

というようなことで、たくさん避難される

ときはもちろん体育館を開けるべきであろ

うとは思っておりますけども、そんなにた

くさん避難されないであろうというときは

やはり畳の上で過ごしていただける公民館

のほうがより適切ではないかという判断を

しているものでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  新光風台のことばっかり言ったらだめな

んですけど、新光風台、あの大雨の中、光

風台大橋を渡って西公民館行けというのは

大変酷だと思うんですね。私も車を運転し

ますけれど、やはり最近は小学校の溝をき

れいに掃除してくれはったので滝のように

流れてないんですけど、やっぱり橋の上は

怖いです。冬は凍りますし、地元でやっぱ

りやっていただきたいなと思っています。

また吉川小学校の耐震補強の補正予算が示

されていますが、今は避難所にはだめです

よね。そうしたらこの暮らしの便利帳に書

いてある避難所というのは何個、本当にど

こへ行けばいいのかなって思うんですが、

ここには西公民館のことが書いてません。

中央公民館も書いていません。何かシール

でも皆さんにお渡ししたらいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  何回も同じ答弁で申しわけないんですけ

ども、地域防災計画で言いますところの避

難所、指定避難所と言いますのは地震等の

大規模災害のときに避難をしていただく場

所というふうな設定でございまして、大雨

とか台風のように自主避難を促すというよ

うな場合についてはほとんど避難されない

というのが実態でございますので、その際

については体育館のような広い場所ではな

く畳の上で過ごしていただける公民館がよ

いというふうに考えております。 

  またその公民館について広く広報しては

どうかということでございますけども、い

ざというときに体育館から開いていないの

に公民館に逃げられるということが、これ

またあってはいけないというふうに思って

おりまして、どっちやねんというような住

民の方が迷われないようにするためにも、

その都度都度、きょうはここが開いていま

すよということを広く広報したほうがよい

のかなというふうな考えから、その冊子と

かに記載しますものは体育館を記載しまし

て、実際に大雨等で開けるときは公民館を

開けて広くお知らせをしているというつも

りでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  今回のイエローゾーンの大きさというの

はびっくりしたんですけど、説明会でも住

民の方が、もう避難勧告出たらみんなで避

難しようとか、そういう機運が高まってい

るんです。テレビを見ていて、例えば避難

勧告が出ていて避難しなくて亡くなった方

とかいらっしゃったら、ああ避難勧告出て
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たのにって思いながらテレビ見てますよね。

ですから自治会全体でそういう機運が今は

高まっているんです。こういう地図を見せ

られるとやっぱりお友達の家も入ってます

し、とっても悲しい気持ちになりました。

幸いにして私の家は入ってませんけれど、

例えばシートスへ避難をされたらお茶の１

本でも持って走ろうかとか、毛布の１枚で

も、絶対さらぴんのやつありますよね。あ

れ持って走ろうかということを、大丈夫な

おうちの人と相談してるぐらいなんですよ。

ですからもう少し地域の実態を知って、避

難をしてほしい、避難所開設をお願いした

いなと思っています。 

  ではその避難所を入れたしっかりとした

ハザードマップや避難のマニュアル作成を

してほしいんですが、その進捗状況を教え

てください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ハザードマップと避難所のマニュアルと

いうことでございます。 

  ハザードマップにつきましては、今各地

区ごとの地域版ハザードマップをつくろう

ということで、以前から住民の方々みずか

らつくっていただくということで、町と池

田土木事務所、大阪府でございますが、と

ともに働きかけをして今取り組んでいただ

いているところでございます。ハザードマ

ップ作製済みは４自治会が作成済みでござ

いまして現在取り組み作成中のところが二

つの自治会ということで、実際には六つの

自治会で動いていただいているというよう

な状況でございます。今後もそういう地域

でそういう盛り上がりというものがござい

ましたら、そういう要請に基づいて大阪府

と町が連携してハザードマップづくりに取

り組んでまいりたいというふうに思ってお

ります。 

  それから避難所のマニュアルでございま

すけども、このマニュアルにつきましては

地域防災計画で言うところの避難所と指定

避難所、ここを中心にマニュアルをつくる

ことにしておりまして、それは学校でござ

いますけども、この学校の避難所と各地域

が共同でマニュアルをつくっていただくと。

避難所を開けましたときには教職員と町の

職員で避難所を運営するということはこれ

また不可能でございますので、地域の住民

の方にもお手伝いいただくといいますか、

地域の住民の方にも中心となっていただく

という役割もあるでしょうから、住民の方

とともにそのマニュアルをつくっていくと

いうことで今後取り組んでまいります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  地域のことは地域の方が一番よく御存じ

なんです。連携をとってできるだけ早い時

期に配布いただけたらと思います。ぜひ連

携をとらないと、ちょっと１年ほど前にホ

ームページでとったハザードマップは、避

難所ではないと言われているシートスのほ

うが大きな字で書かれています。これはち

ょっとびっくりしました。そして新光風台

では住民は手伝う、役割分担までしようと

言っておられます。説明会では町道の溝を

一緒に掃除しようか、里山ボランティアみ

たいなことをしようかと声をかけてくださ

っている方もいます。防災の機運が高まっ

ている今がチャンスだと思いますので、ぜ

ひ早くやってください。もう一度伺います。

災害は待ってくれません。住民の皆様の不

安の解消とお手伝いを申し出ておられる温

かいお気持ちを受け取って早く進めていた

だけますか。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  そのように努めてまいります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  今回は新光風台自治会主催の説明会のお

話を例に挙げて質問いたしました。このよ

うなところも東地区にも町内にもたくさん

あります。新光風台の自治会の説明会に参

加した人たちは、自治会長さんは会員の命

を守ってくださるのだなと口々に話してお

られました。自助と、班単位ぐらいの近く

の助け合いを近助と呼ぶそうです。自治会

単位では共助、そして公助です。最後に町

長に、今の質問や答弁を聞いていただいて、

その命を守っていただく決意をお聞かせく

ださい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずちょっと冒頭に野村議員、管野議員

から御指摘ございました台風１１号に関す

る町の対応に不手際があったことに対しま

しておわび申し上げます。 

  それと、ただいまたくさんの御指摘、御

意見いただきまして本当にありがとうござ

います。真摯に受けとめましてできること

をやってまいりたいと思っております。 

  災害というのはまさに発災直後というの

はどうしても行政なかなか力が出せないと

いうところがございます。ただ一方で黄金

の７２時間いうことで、この３日間にいか

に人の命を救うかというのは非常に大事な、

そういったことからもやっぱり自助・共助

というのはこれは大事だというのは思って

おりまして、我々もその自助・共助に対し

てできるようなことをやっていきたいと。

そういったことからも、今、自主防災組織

の組織化または防災資機材の整備、そうい

ったこともやっております。また地域版の

ハザードマップ、こういったことも地域の

皆様につくっていただいて、みずからどこ

で逃げる、どう逃げるんかと、要は自助・

共助を高めていく、こういったことを実施

してまいりたいと思っておりますので、今

後もその防災に関しまして、自助・共助・

公助も引き続き実施してまいりたいと思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  次の質問です。光風台駅前エスカレータ

ーについて、３１日の全員協議会の説明で

安息角に達していない状況でも基礎を安定

させる工法にたどり着いたとのことで実施

設計の補正予算を提案されました。これか

ら常任委員会で審査、最終日のこの予算の

採決があるわけですが、町長の公約でもあ

ります。再度更新への決意をお聞かせくだ

さい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  このエスカレーターのことにつきまして

は私の公約でも掲げておりますことでござ

います。これまで問題点ということがござ

いまして、その解決という手法が見つから

ずに方針定まっておらなかったということ

がございましたけれども、今回その解決す

る策が見つかりましたので、このたび実施
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設計ということで御提案させていただいて

進めてまいりたいというふうに思っておる

ところでございます。そういったことから

も今後とも皆様に御理解のほどお願いした

いと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  私の５０分です。静かにしてください。 

  続いて文書の管理について。光風台駅前

エスカレーターの基礎構造図がないことが

更新できない理由の一つになっていました。

どこに保管されていたんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  エスカレーター関係の書類でございます

が、建設課に保存をしております。ただこ

の中に基礎の構造図などが含まれていなか

ったということで、もともとあったかどう

かということも今現在では定かではないと

いうことでございます。申しわけございま

せん。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  以前、新光風台２丁目西側開発問題で緑

地か道路かということで、その図面もない

ない言うて、後で出てきたことがあるんで

すね。そのことをふと思い出しました。 

  おととい教育報告の中で郷土資料館の雨

漏りがなくなってという評価に疑問を投げ

かけられたところですが、あの建物に書庫

があります。耐震もできていないところに

永久保存の書庫が、書類が入っていること

も問題だと思いますし、私、議員になって

からすぐに議会で、とても気になったので

郷土資料館を見に行って、そこが気になっ

たのでカーテンでもされたらと提案しまし

たが今もそのままです。あの場所は書庫に

はふさわしくないと思いますが、これから

先も書庫として使われるんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  郷土資料館の書庫でございますけども、

施錠はしておるものの、おっしゃるとおり

セキュリティ上どうかというと問題はある

というふうに思いますし、老朽化もしてお

るということで、今後につきましてはその

文書の移動・移転等も検討してまいりたい

というふうに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ほかにも例えば公民館でサークル活動の

会員名簿は出さなくてもよくなりましたが、

お部屋の予約のブッキングの連絡のために

各サークル５名の氏名・住所・電話を書い

て提出しています。大切な個人情報です。

ファイルにおさめてあると思いますが、鍵

のかかるロッカーにしまってありますか。

役場や図書館などパソコンもたくさんあり

ます。パスワードはかけてありますか。そ

の管理は万全ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  個人情報の取り扱いでございますが、こ

れにつきましては、文書そのものについて

は役場においては警備員さんおられて、日

曜日には日直さんもおられるということで、

そういう監視はできておるというふうに思

いますし、個々の職員につきましても個人
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情報は持ち出さないこととか、それからパ

ソコンについては必ず電源を切って鍵のか

かる棚もしくは自分の机にしまってから帰

ることとか、そういうことは徹底をしてお

るつもりでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  そしてその施設のセキュリティは万全で

すか。今、警備員がいらっしゃると言いま

したけど、警備会社ということですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  役場の警備員は警備会社に委託をしてお

ります。日直は町の非常勤職員を雇用して

おります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ぜひ、大切な個人情報も入っています。

しっかりと管理をしてください。 

  続いて交通問題にいきます。高齢者の外

出支援「おでかけくん」についてです。介

護保険のサービスの一部ではない豊能町の

福祉施策のよい事業だと思っています。介

護認定されている方が利用できる制度です

が、現在足りていますか。利用者の人数や

回数を伺います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  平成２６年度、年度末におきまして登録

人数ですが、高齢の方それと障害の方合わ

せて３１１名の登録がございました。また

「おでかけくん」は若干２台しかございま

せんので、予約とかが重なった際には他の

タクシー会社、福祉タクシー、そういうこ

とにも回りますので、現在トータルで年5,

１５５回ということに実績としてはなって

おります。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  なかなか利用できないとの声も伺います。

今後もふえ続けるのではないかと思います。

車をふやす計画とか、ほかに何か施策は考

えておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  「おでかけくん」と申しますのは自家用

有償旅客輸送という運輸省の登録をいただ

きながら運用するもので、本来移送といい

ますか移動する手段というのは公共交通に

よるものということになります。したがい

ましてこの豊能町が行っております「おで

かけくん」というのは限られた範囲の利用

の方のが福祉の観点から利用してもらえる

という制度でございますので、台数をふや

す場合には、例えばバス、ハイヤー、タク

シー事業者及びその労働組合の一般旅客自

動車運送事業者、大阪運輸支局長、道路管

理者、警察署、住民代表、学識経験など、

それらの方から構成される豊能町地域公共

交通会議に諮った上で利害調整を行った上

で台数をふやしていく必要がございます。

したがいまして限られた方の限られた利便

を図るものとしてのものでございますので、

広く一般の方々に利用できるものではござ

いません。したがいまして現在の台数を今

のところふやす計画はございません。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  家事支援などをされている住民の皆さん

に喜ばれている光風台のゆうあいさんや東

ときわ台のゆるりんさんは白タクというこ

とはできませんので、ぜひ充実な、充実の

対策をとってほしいなと思っています。 

  続いて西地区のリレー便の必要性がよく

わかりません。私は西地区の方はとことん

能勢電車に乗ってほしいと思っています。

せっかくの２０分に１本を１０分に１本に

なったんです。利用者が少なくなるとまた

戻ってしまわないかととても心配していま

す。そして地域公共交通基本構想の中でバ

スの西線の約半数が能勢口直行便と接続し

ておらずと書いてありますけれど、私は山

下で乗りかえかと思いますけど、それでも

１０分に１本はとてもありがたいことだと

思っているんです。このリレー便を乗って

どこに行くんでしょうか。誰がどこに行く

ことを想定されて走っていますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  リレー便の運行につきましては短期計画

ということで基本構想の将来形では東西間

移動は幹線の路線、バスの幹線の路線を乗

り継いで東西間の移動をしていただくとい

うことが基本構想の将来形でございますけ

ども、今は東西間移動をする手段がないの

でリレー便をその短期計画として走らせて、

中止々呂美で乗りかえた上、東西移動をし

ていただくということで、必要性があると

いうことでそういう運行をしているという

ことでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  その基本構想の課題に東西便は収支率が

悪いとありますが、リレー便はどうですか。

本数が多い分もっと収支率が悪いのではな

いですか。今走っているほとんどが、から

で走っているような気がします。東西便も

余り走っていなかったと思いますが、リレ

ー便は本数が多いのでよく見かけます。こ

の実態が大変目立っています。約１３往復

ですよね。このまま、短期とおっしゃいま

したけど、このまま続けられるのですか。

この阪急バスで走っていることに問題があ

ると思っているんです。とよのん号ぐらい

でいいんじゃないでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  リレー便の収支につきましては私の手元

にございませんし、まだ走り出したばかり

なので阪急バスからも恐らく報告は来てい

ないと思いますが、乗客数につきましては

把握をしております。ちなみに４月から７

月でございますけども、１日当たりで申し

上げますと４月は１日当たり３5.７人、５

月は４0.２人、６月は４6.５人、７月は４7.

５人ということで、徐々にではありますけ

ども１日当たりの利用者はふえておると。

一方で東西バスの時代でございますけども、

去年の同期４月から７月を見ますと１日当

たりでございますが４月で３9.６人、５月

で３8.１人、６月で４0.７人、７月で４1.

０人ということで、東西バスと比べますと

リレー便のほうが乗客数は多いというよう

な状況が出ております。 

  それから東西間の移動をしていただくた

めには乗り継ぎ券というものを持っていた

だくと割引きがあるんですけども、その乗

り継ぎ券も日々発券されているということ

でございますので、実際に東西間の移動に
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使われているものというふうに認識はして

おります。 

  それから今後のことどうするのかという

ことでございますけども、今後はこの利用

状況とか運行の形態を見ながら、また地域

公共交通会議に諮りまして検討はしてまい

ると、見直しもあり得るというふうに思っ

ておりますし、あくまで短期計画でござい

ますので将来形に向けて今後も努力をして

いくということでございます。 

  あと車両の大きさでしたかね。車両の大

きさにつきましては、小さい車両というの

は阪急バスが持っておりませんので、逆に

そういう車両を用意するということはコス

トがかかるということで、今ある車両を使

うほうが安いということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  全然納得できないんです。東西便よりも

リレー便のほうが本数も多いしと思うんで

すけれど、すぐ地域公共交通会議でとかお

っしゃるんで、ぜひ、利用者が便利なよう

に、せっかく走るんですからやってくださ

い。 

  そして希望ヶ丘グリーンロード経由の千

里中央行きバスについて。私の住んでいる

新光風台の人は、まだ走っていないんよっ

て言ったら、トンネル開通して何年になる

のって、もうとっくに走っていたと、よく

言われています。遠い東地区の話なんです

ね。希望ヶ丘の住民の方からもお電話をい

ただきました。高校生をお持ちのお母さん

は早く走ってほしいと言います。恐らく走

るころには高校を出られているんじゃない

かなと思うんですが、一体、ごくごく一般

に伺います。一体いつ走るんですか。２０

２０年の北大阪急行の延伸のときなんでし

ょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  御質問は、いつ走るんですかというよう

な御質問で、非常に答えにくいわけでござ

いますけども、もともと不採算路線でござ

いまして、箕面のお客さんがあるからこそ

もっているというような路線だというふう

に思っております。したがいまして、その

トンネル便にするからといいまして新たに

増便をして走らすということは、これそも

そも不可能であろうと。ですから今の本数

を減らさずに、ふやさずに、経路だけを変

えるということできないかということで具

体的な案も考えて阪急バスに提示をしてい

るというところで、６月議会でもお答えし

たと思いますけども、今、阪急バスが具体

的に会社として案を考えてくれているとい

うような段階でございまして、早期実現に

向けて今後とも取り組んでまいりたいと思

っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  本当に今このトンネル便が欲しいんです

ね。そのときというのはとても大事なこと

だと思います。このままだと皆さん乗らな

くなってから走るんではないかととても心

配しています。この便が実現することで出

ていく人をとめられるのではと思っていま

す。阪急バスさんや相手先があることなの

で交渉事は大変だと思いますが、これも一

日も早い実現をお願いしたいと思います。 

  そして、ユーベルホールのチケットの販

売です。通告書にも書いてありますように、

随分少ない入場者です。学校でもチケット

を割安で取り扱っておられました。けれど

もなかなかいっぱいにはなりません。１０
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０人前後だったと思うんですけれど、ユー

ベルホールの通路より前、しかもそれの半

分ぐらいしか入っていなかったんです。西

公民館でチケットを売ってくださいという

ことを６月議会でも言ったと思うんですけ

れど、火曜日と水曜日だけは取り扱われま

す。西公民館は同じ生涯学習課です。委託

料もかからないのにお財布が二つあっては

だめだと生涯学習課長も館長さんもおっし

ゃいました。やれない、やらない理由を述

べられました。けれども毎日１１時５０分

ぐらいからサークル活動が終わってロビー

に出てこられます。そのときに、例えば

「マヤ」の公演でしたら、関西芸術座の公

演でしたら椋鳩十の名作、若い人たちが演

じますとチケットを売れば多少は売れたと

思っているんです。ユーベルホールで待っ

ていてもチケットは売れません。この１１

時５０分からたった１０分間だと思います。

西公民館で宣伝をしながらチケットを売っ

てみませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  現在のところ、ユーベルホールでのチケ

ット販売、休館日において西公民館の販売

としております。今回、落語・「マヤ」と

もに、今、議員の言われたように前半分を

活用しての、「マヤ」の場合はもう少し後

ろまでありましたかね、の鑑賞という体形

をとりました。ただ、豊能町の子どもたち

の規模、豊能の規模の中で、子どもたちに

よりよい文化、いろいろなことをやはり知

ってもらいたい。その中で豊能町にはユー

ベルホールというとても立派な施設がござ

いまして、その施設の中で子どもたちにそ

ういう文化を味わわせてあげたいという思

いがございまして、本来のこの最初の設定

からいきますと、もしかしたら例えば西公

民館の大会議室でできるじゃないかと、規

模的にはそういうものじゃないかというこ

とを判断しますと、施設の中での少ないと

いうイメージはとてもお持ちやと思うんで

すが、教育委員会が子どもたちによりよい

文化をということで、場所の設定につきま

しては大きな場所なんですけどもいい場所

を使いたいということで、昨年度１５０人

ぐらいいましたのが今年度は７４名いうこ

とで半分ぐらいになっておりますので、そ

の宣伝はもう少し何か努力できなかったか

なと思っております。今後も大きな場所で、

満員にはならないんですが、子どもたちに

はいい場所でいいものを見せていきたいと

いうふうに趣旨で思っております。 

（発言する者あり） 

○教育次長（板倉 忠君） 

  そうですね。ということで努力をしてお

ります。 

  チケット販売につきましては現在ユーベ

ルホールが主なんですが、ユーベルホール

に来にくい方につきましては電話予約とい

うことで電話一本いただくと当日チケット

が購入できるというシステムもございます

ので、活用いただけたらと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  かちんときましたけど、おじいちゃん、

おばあちゃんが買っていくこともあるじゃ

ないですか。例えば「マヤ」というのは戦

争中の、犬を捨てなさい、犬を殺しなさい

という話じゃないですか。そうしたら公民

館で、そういうことを言いながらチケット

を売ったら、子どもにも見せてやろう、孫

にも見せてやろうと思ってチケットを買っ

ていただくんじゃないんですか。チケット

を売る努力もされないで、これでいいとい
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うような答弁に私には聞こえました。 

  オオサカンスリーナインコンサートのチ

ケットをオオサカンの人が一生懸命売って

はるんです。ですから生涯学習課の人も一

生懸命チケットを売って、それでだめやっ

たら私も諦めます。ユーベルホールを満員

にするなんて諦めますから、ぜひしっかり

とチケットを売ってください。最後に教育

委員会の考え、もう一回お聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今、議員の言われた、よりよいものをみ

んなに見せたい、それが教育委員会の使命

ではないかということやと思います。それ

については本当にそのとおりやと思います

ので、今後もまたいただいた御意見をもと

にやっていきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、新風会の一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

（午後０時２１分 休憩） 

（午後１時０５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、公明党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

００分とします。 

  高橋充德議員を指名いたします。 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  ６番・公明党の高橋であります。議長の

許可を得ましたので質問をいたします。昼

から約４０分の休憩でしたのでちょっと眠

くなるかもしれません。たまに大きな声を

出しますので、眠気覚ましであります。よ

ろしくお願いをいたします。 

  自然災害にどう向き合っていくか、備え

ていくか、８月の３０日から９月の５日か

で防災週間と設定をされております。昨日

は９月１日、防災の日で、全国各地で防災

の取り組みをいっぱい行っておりました。

日本の国土そのものが脆弱であると言われ

ています。全世界で発生する震度６以上の

地震というのは２割以上がこの日本の国土

で発生をしております。今まで豊能町は大

きな揺れを感じるような地震はありません

でしたけれども、絶対安全だと言われては

これはいけないというふうに思っておりま

す。台風の接近も多い上に、近年大型化し

ている雨も局地的に集中的に降ってくると

いった激甚化状態になってきております。

この地に住む皆が安心して暮らせるように

しなければならないというのがやはり行政

の責任だろうというふうに思っております。

この防災については平成２３年から各種の

質問と提案をしてまいりました。平成２３

年の当初には避難所となる学校等の防災機

能の充実を訴えました。平成２４年には学

校の先生に普通救命士講習を義務化をして

どうだというのをさせていただきました。

そして平成２６年の第１回目のときには地

域防災力の強化について、第２回目の質問

では防災士の要請をと。 

（発言する者あり） 

  暫時休憩。 

（午後１時０８分 休憩） 

（午後１時０９分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員を指名いたします。 

○６番（高橋充德君） 

  ６番・公明党の高橋であります。議長の

許可を得ましたので質問をさせていただき

ます。お昼から、多分眠くなるといかんの

で、時たま大きな声を出しますけれども、

ひとつよろしくお願いをいたします。 
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  この自然災害にどう向き合っていくかと

いうのは、８月３０日から今月の５日まで

防災週間ということで日本全国で展開され

ております。昨日の９月１日については防

災の日ということで、全国的に防災訓練な

どが行われております。日本の国土そのも

のが脆弱であると、このように言われてお

ります。なぜか。全世界で発生するマグニ

チュード６以上の地震というのは２割以上

が日本の国土で発生しています。今まで豊

能町は大きな地震で揺れがなかったという

ことで安心している方が多いのではないか

と思いますけれども、いつ襲ってくるかわ

からないのが大災害であります。台風の接

近も多い、近年大型化しています。雨も局

地的に集中的に降ってくるといった激甚化

状態となってきています。この地に住む皆

が安心して暮らせるようにしなければなら

ないというのがやはり行政の大きな責任だ

ろうというふうに思います。防災について

は平成２３年から各種の質問と提案をして

まいりました。平成２３年には避難所とな

る学校の防災機能の充実を訴えております。

平成２４年には学校の先生には普通救命士

の義務化をというのを訴えました。平成２

６年の第１回目には地域防災力の強化につ

いてと、第２回目は防災士の養成をと訴え

てまいりました。このときの町内の防災士

の数はということで質問をいたしましたが、

このときには５名ですというお答えをいた

だきましたが、今現在何人ぐらい豊能町に

は防災士いらっしゃるか、お答えを願いま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  日本防災士機構に確認いたしましたとこ

ろ、ことし７月末現在で５名ということで、

前回の答弁から増減はございません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  やはりこの普及が進んでないというとこ

ろなんですね。この防災士というのは非常

に大事な役目を持っています。行政ででき

ないことが防災士でいっぱいやっていただ

けるというのがあります。全国１０万人の

防災士を目指しているんですが、ことしの

７月、豊能町が５名というのでありました

が、全国の防災士の数っていうのは今、９

万5,１９０人となっています。全国でそれ

ぞれ活躍されています。この前の防災訓練

のときにもある学校に出向いて防災教育を

したというのが今回新聞には載っておりま

したが、都道府県別で見ますと１位が東京

都の7,２６１名、続いて大分、愛媛、愛知、

埼玉、神奈川、千葉、兵庫、石川と１０位

が静岡県となっています。富士山抱える静

岡ですね。残念ながら大阪は2,７５４名で

全国では１２番目というふうな防災士の数

なんですが、東南海地震が予想されている

関西としては少ないのかというふうな思い

はしますが、問題は豊能町内に５名という

のが少し寂しい気もいたします。私も先般

防災士になっておりますが、そのうちです

から６名ということになるんですが、とり

あえず多いほうがいいということなんです。

１年経過した現在、町内ではやはりたくさ

んの防災士をつくっていかんということな

んですが、職員の方にもぜひ取得してくだ

さいとお願いしておきましたけれども、豊

能町内に５名しかいないということですか

ら。 

（発言する者あり） 

○６番（高橋充德君） 

  私も入れて６名ですが、残念ながら職員

がいないということなんですね。前回、町
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長を筆頭にとってくださいというお願いは

しておきましたけれども、残念ながらいな

かったということになります。 

  いなかったということですから、次から

引き続いて質問しますが、今日、日本は相

次ぐ大災害によって多大な被害を受けてお

りますが、もしもが実現になったときに、

瞬間に、あらかじめ準備して、このそうい

う瞬間に、もしもが起こったときにあらか

じめ準備しておくか、意識があるかないか

で被害の程度が大きく変わっています。質

問が少し長くなりますけれども、時たま皆

さん起こしますので、ひとつよろしくお願

いをします。大事なのはﾃﾝをしっかりと答

えをいただきたい。７月には幾つかの大き

な台風が見舞われました。先ほど２人の議

員からそういう町の不手際指摘されました

けれども、勧告が出されて光風台の５丁目、

６丁目の方も避難所に行ったけれども、西

公民館で不当な扱いをされたという状況が

ありました。また対応も非常に悪かったと

いうふうに聞いております。先ほど謝りが

あったのでこれ以上は言いませんけれども、

こんなことではこれから先、不安でたまり

ません。何かあってから、何もなかったか

ら笑って済ませるような問題でもないとい

うことなんですね。最悪の状態だと思って

ます。やはり教育がなってなかったんだろ

うなと、防災の意識がなかったんだろうな

というところであります。実際に災害は発

生してなくて安堵しておりますけれども、

低地が存在する地域については大変だった

と思います。この近辺にも水があふれると

家があちこち埋まるというようなところも

あるんですよね。そういうことを考えると

やはり気をつけないかんというところなん

ですが、豊能町は山間部に分類される土地

柄であるので土砂災害が懸念されてくると

ころですが、去年は土砂災害で２件のお宅

が家の裏が潰れたという状況も発生してお

りますが、やはり豊能町も避難所として扉

を開けておくということもしっかりとして

おかなきゃいけないというところですね。

避難所となった場合に、勧告した場合には

やはり対応できるようにやっぱりしておく

べきだろうというふうに思いますので、十

分これは考えて肝に銘じておいてください。 

  避難所として運営されても経験のなかっ

たら何もできないというふうな思いもする

んですね。大規模な避難所が、避難所の運

営していなければならなくなったときには、

どういうふうにするんだろうかなというの

が私心配の種なんです。今回毛布が五、六

枚しかなかったというとこもありますし、

避難所となった場合にはもういっぱい、手

を打たなきゃならないのがいっぱいあるん

ですよね。それをどのようにして検証して

いくか。誰がどのようにするのかというこ

とをしっかりと考えていかないかんという

とこなんですね。今、自治会では自主防災

を見直しがされていますけれども、経験の

余りない、少ない方たちがつくらなきゃい

かんということで大変だと思っております。

６年前に総務課に防災関係、前回そのとき

には秘書課長が防災の担当してやっており

ましたけれども、そのときにやっぱり不安

だと思いまして、やはりそのこともあって

商工会の防災倉庫を見せてもらったんです

が、雑然としていて何がどこにあるのか、

ここには幾つあるのか、いつ使えるのかと

いうような表示が何もなかったんですよね。

その後、学校の防災倉庫を見せてもらった

りしましたけれども、やはり危機意識とい

うか、そういうふうなものが全然今の町に

は備わってないということなんです。今ま

で大きな経験がなかったからつくってなか

ったということじゃ相済まされん大きな問

題なんです。いつ起こるかわからないとい
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うのが自然災害ですから、地震、要するに

もう皆さん、住民の皆さんも、ここんちは

岩盤の上だから地震余りこんよいうような

ことをちょこっと聞くんです。これじゃだ

めなんですよね。私、阪神・淡路大震災の

ときに地震に遭って、家もひびが入って罹

災しました。罹災証明ということで明くる

日から４カ月間、１日だけ休みもらって被

災地のほうに毎日飛んでいきましたけれど

も、そういうふうにやはりいつ何が起こる

かわからない。あの神戸地域、大阪地域は

今まで地震がない空白地域だったんです。

空白地域でそこに大きなどんときたもんだ

からみんなびっくりして何もできなかった。

神戸市長も手を打つことができなかった。

今まで我々、私の前職務から考えると防災

知識というのを全部、どういうことでどう

いうものが起こるという、どういう地震が

発生したらどういう被害が起こるよ、どん

だけの被災者がおるよということを詳細に

調べたやつを、府庁にもあるし兵庫県の県

庁にも２冊届けておりました。それも一度

も開けたことがなかったというふうに当の

知事がおっしゃいました。ですから、とい

うふうなこともいっぱい考えて、つくって

るところいっぱいあるので、本当に何がい

つ起こるかわからんというのが防災、災害

を防ぐ、これが大事だろうというふうに思

ってます。やはり当時のトップの危機管理

の方に、町長にお願いをして一つ担当者を

つけてくださいというふうにお願いをして、

今２人目でありますけれども、それぞれ来

てやってもらってますが、それでも１名だ

けでは少ないだろうというふうに思ってま

す。そういった思いでことしの３月には地

域の防災力の強化ということで防災士の育

成をもう一度してほしいというふうに訴え

させてもらいましたわけですが、やっぱり

このいつ起こるかわからんというのかやっ

ぱりこの災害ですから、町長を筆頭に防災

認定の勉強をしてもらいたいというふうに

思ってます。日本防災機構では平成２７年

度までに全国で１０万人を目指して取り組

んでいます。今９万5,１９０人ですからあ

と5,０００人ほどで目的は達成するわけで

すが、それでもまだ少ないと言われてます。

各自治体には１００人以上の防災士が配備

されてないとやはり心配だなというふうに、

あらゆる手が打てないというふうに心配さ

れております。職員それと特別養護老人の

職員の方、特に大事なお子さんを預かって

いる学校の先生の方々にはこの防災士の資

格の取得をチャレンジしてもらいたいとい

うふうに思ってます。これにはお金が６万

幾ら、７万弱かかりますから、大変な高い

金なんですが、行政の皆さんにはこの進め

る役目を担ってほしいというふうに思って

ます。昨年の報告では全国６１の自治体が

補助金を出して育成に取り組んでいます。

前回の質問させてもらった中でも回答の中

では大阪府の動向を見て検討したいという

当時の総務部長、今おられますが、総務部

長のお答えでしたが、その後返答してもら

っていませんが、大事なことは何もないこ

の平常時にいかに備えておくかということ

が大事なことであります。もし災害が発生

したときにはいかにして被災された方たち

を救護していくか。そして災害が発生した

後にいかにすべきか等の考察を検証してい

かなければならないと思います。このよう

なことを行ってくれる防災士の育成をいか

にしていくかではないでしょうか。お答え

をいただきたいと思います。防災士育成の

ための補助金の検討について、いかにして、

また一般の方たちに対して防災士の養成を

したらどうですかという普及していくこの

対応ですね。いかにしていくのかというこ

とについて二つですがお答えをいただきた
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いと思います。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  防災士の件でございます。以前にも、今、

議員おっしゃったとおり、私のほうでは検

討してまいりますというようなお答えをし

たところでございますが、当然その防災を

推進していきます我々にとりまして、職員

がその必要な知識を得る、体験をする、そ

ういうことと意識を高揚させていくという

ことは当然必要であると、これは思ってお

ります。ただ、その防災士というその資格

に限らず、防災に係るその育成ということ

はできるであろうというふうに思っており

まして、職員にしても教職員にしても同じ

でございますけども、そういう費用と時間

がかかるのが難点ですということはこの間

も申し上げましたけども、そういう費用と

時間をかけずにも知識が得られたらという

ような思いも持っておりまして、国とか大

阪府が中心となって職員向けの研修等もや

っておりますので、そういう研修に積極的

に参加をさせまして防災の知識を深めてい

くと、体験をしていくというようなことに

努めてまいりたいというふうに思っており

ます。 

  それから住民さん向けのその防災士の資

格取得のための助成、費用の助成でござい

ますけども、これについても今のところ助

成をするという計画はございませんけども、

今現在取り組んでおります自主防災組織の

組織化、それから育成・強化というものが

ございますけども、そのような日ごろの取

り組み、自主防災組織の取り組みというも

のを通じて地域のリーダーが育っていただ

けたらなというふうな思いを持ってござい

ます。 

  ちなみに、現在、大阪府内でそういう住

民さん向けの防災士に向けた助成を行って

おりますのは２団体だけあるというような

ことはわかっております。 

  なお、住民の方への普及啓発ということ

でございますけども、これにつきましては

当然我々も防災士の有用性というものは存

じておりますので、折に触れて住民の方へ

お知らせするということは検討してまいり

たいというふうに思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  なかなかお金のかかることで、時間的に

は２日間の講習で、あとテストがあって、

あとは自分で勉強してどんだけいくかです

から、時間的にはかからないものがありま

すので、やはり職員、自治会の皆さんに教

育してあげるのも防災士であろうし、大阪

府の防災士協会、今度改めてこの近辺で北

摂のほうでも防災士会というのが設けられ

ます。そういう方たち呼んできて教育して

いただくという手もあろうかと思いますの

で、その点普及をしっかりとしていただい

て、住民の自治会の皆さんが迷うことのな

いようにアドバイスができるようにしっか

りと補助をしていただきたいと思いますの

で、その点お願いをしておきます。 

  文部科学省ではこれまで火山災害に対応

するために各分野から人材を登用した火山

専門家というのを育てようとしております。

これも非常に大事な、今、火山あちらこち

らで噴火してますから。今、各自治会で取

り組んでいる自主防災組織の作成と防災計

画についてということで質問しますが、既

に取り組んで見直しも進めている自治会も

あろうと、まだこれからだという自治会も

あろうかと思いますが、平成２６年度の地

域防災計画、地域防災力の向上という欄で、
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地域防災情報の提供や防災意識の普及を図

り住民の防災意識の高揚を図るというふう

にうたわれております。これ町でね、防災

計画です。行政としての指導はこの分にの

っとってどのように行っているのか、その

自治会に対しての確認等はどのようにして

いるのかということを確認をしておきたい

と思います。大事なことなのでよろしくお

願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  自治会に対してどうしているかというこ

とでございます。町といたしましては、今

現在自主防災組織の組織化に取り組んでお

るわけでございますけれども、昨年の１０

月にその自主防災組織に係る要綱というも

のをつくりまして、早速１０月末には自治

会長さん対象の説明会をさせていただいて

おります。 

  それからことしに入りましてからは自主

防災組織をつくられた上での防災資機材を

購入されるときの補助要項もつくりまして、

その補助要項も含めた説明会を２月にさせ

ていただいております。また４月に入りま

してからも会長さんかわられておりますの

で、そういう自治会長さん対象の要綱の説

明会というものもさせてきていただいたも

のでございまして、これら３回説明会をし

ておりますけども、説明会以降につきまし

ても要請に応じて個々に御説明、御相談等

をさせていただいているというところでご

ざいます。その要請がありました自治会に

つきましては、今現在９自治会に説明にお

伺いをしておるということでございます。

既に自主防災組織ができておりますのは三

つ組織ございまして、全部で１４の自治会

ございますけども、１４のうち三つが既に

できており、九つには説明済みということ

で残る二つでございますけども、残る二つ

のうち一つの自治会はハザードマップとい

うものに取り組んでおられますので、この

自主防災組織という説明会ではございませ

んけども、ハザードマップの取り組みの中

で同じような説明をさせていただいておる

ということで、実質のところ取り組みが進

んでいないなというところは一つだけの自

治会というような状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  あと、ハザードマップの作成という話が

ありましたけど、これにはやっぱり地域を

くまなく歩かないとハザードマップできな

いんですよね。そういうことも踏まえてし

っかりと指導、作成の指導をしていただき

たいと思ってます。これやっぱり大事なこ

とだろうと思いますけども取り組みをよろ

しくお願いしたいのと、あと資機材の購入

なんです。この前予算つきました、ありま

したけども、実際に必要なものを、何と何

と何が必要なんですよということもやっぱ

り言ってあげる、やっぱり指導できる方っ

て必要じゃないかと思いますので、何でも

かんでもかってしまうような、要らないも

のまで備えることはありませんので、この

地域には地域に合った特性がありますから、

特性に合ったものを買っていただくという

ふうにしていただきたい。あとは学校関係

の毛布のこともあとで言いますけども、し

っかり取り組んで指導できるように助言を

よろしくお願いをしておきます。 

  あと、自治会の皆さんが大変懸念してい

ることというのは、自分たちの地域にある

学校の体育館などで、たくさんの大災害、

大規模災害ですよ。風水害で若干五、六名
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が避難するとは別のこととして、大きな災

害が発生した場合に学校等が施設、その大

きな場所となるわけなんですが、避難余儀

なくされた場合、やはり先ほど毛布がなか

ったというお答えありましたけども、毛布

類がないというふうに学校関係の方も心配

されております。５年前のある小学校の校

長先生と教頭先生と懇談をした折に、学校

としても生徒数が少なくなっているから、

体育館の舞台の下、相当空きがありますよ

と。そこに椅子がないから毛布類、いかに

格納することできますよという御提案を受

けたんですが、やっぱり毛布、一番初めは

毛布なんですね。水なんていうのは１日３

リットル、１人３リットル必要ということ

で言われてますから、これは個人でやっぱ

り責任として水なんかは、飲料水なんかは

やっぱりつくらなきゃと思うけども、被災

地に行ったときに一番初めに要るのはやっ

ぱり毛布類、あと、パーテーションとかそ

ういうものが必要だと思うんですが、やは

りこの防災に関する装備品というのはやっ

ぱり必要だろうというふうに思います。 

  あと文科省では非常に備品的にいっぱい

ありますよということあるんですが、その

ほかにも備品を備えるんでなくって、防災

という観点で、減災、減災、防災、減災ね。

要するに被害を少なくするという観点で文

部省も出してる、それと国土交通省も出し

ている、厚生省も出してる、あとは水産庁

も出してる。このところに減災するための

お金がいっぱいついてきてるんです。多分

行政の方は承知してると思うんだけども、

その点の対処の使い道としていかに考えて

いるかというところをちょっとお考え願い

たいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  避難所の機能の強化というようなことで

ございましょうけども、確かに議員のおっ

しゃるとおりそういう機能を強化するハー

ド面の整備に係る国の補助制度はたくさん

ございます。こういうハード面の整備につ

きましては必要に応じてこれからも取り組

んでまいりたいというふうには思っており

ます。ただ一方でその毛布のこともおっし

ゃいましたけど、消耗品に係るいわゆる備

蓄品でございますが、これに対する補助制

度というのはございませんのです。それで

財源はないわけでございますけども、そう

いう財源ない中でも町の限られた財源を使

ってそういう備蓄品にも装備の強化という

ことで努めてまいりたいというふうに思っ

ております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  ハード面はしっかりと計画をして、いっ

ぱいとっていただいて、できるもんなら早

急に手を打てるところは打っていただきた

い。 

  あと消耗品について、これも一遍にはで

きませんから、年度計画で年には幾らつく

る、幾ら備えていくということを計画をつ

くってやっていかなあかんのじゃないかと

思う。本当にどっと来た場合にどうするの

かという、誰か先ほど議員の中に、毛布持

って走りますというお話もありましたけど、

やはり本当に個人ではできることとできん

ことがありますので、やはり行政でできる

ところは行政でしてあげると。あとは自主

防災組織の中で、自治会の中でできること

は自助・共助ですから、しっかりとやって

いくというところ区分けをしながら進めて

いかなきゃいかんのじゃないかなというふ

うに思いますのでよろしくお願いをいたし
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ます。 

  もう一回もとに戻るような気もしますが、

全国的に小学校や中学校で防災士が認定さ

れている者たちがふえてきています。２０

０７年の１２月には小学校５年生が防災士

認定の最年少というふうにうたわれており

ます。この前私、７月に防災士の講習会を

のぞいたんですが、小学校４年生の男の子

が１人、中学１年生の女の子が１人、防災

士の講習に来て試験を受けておりました。

やはり今、そういうふうな低年齢化もあり

ます。高年齢では９０歳くらいの方が防災

士の講習に来て試験を受けたというのがあ

るんですが、本当に実際にお役に立てるの

は、自分の命を助けるための防災のほうに

９０歳の方は行かれたと思うんですが、や

はり若い子どもたちがそのように防災に関

してかなり興味を持ってきているというこ

となんです。現在、１４歳以下の全国での

防災士認定の数というのはまだ３８人しか

いない、残念ながら。明石の高専では学生

９３人がことしの４月にトライをして合格

してます。あと高松の、これは屋島西小学

校、２人の女の子が去年合格してます。３

０歳以下と分類されている数というのは、

３０歳以下ですと全体的の3.７％しか、残

念ながら防災士の比率が低いんですが、今、

裾野にだんだんと広がっているというのが

現状であります。 

  従来、防災訓練といったら初期消火が主

な防災訓練でしたけれども、消火器の取り

扱いが主な主流だと思ったんです、防災訓

練というのは。自治会集まって、家から消

火器を持ってきてということで消火訓練を

した記憶あるんですが、今は命を守る防災

なんですね。これを学ばなければならない

んです。命を守る防災。今まで消火とかそ

ういうような活動だったんですが、やっぱ

り各府県や市に防災士会というのが民間の

組織があるんですが、先ほど総務部長も防

災士会から来ていただいて講習を受けてい

るという話ありましたが、学校や保育所な

どに出向いて防災教育をやってくれている

組織、防災士会もあります。そういった方

たちの知恵をかりて、中学校にクラブ活動

として防災部というのをつくってみてはど

うかというふうな提案をしたいと思うんで

す。将来の地域の防災の担い手を育成する

という意味においても大変意義のあること

だろうと思うのですが、検討する余地があ

るのかないのか。これはクラブの、毎日じ

ゃなくてもいいから防災部というクラブ活

動を立ち上げたらどうかという提案なんで

すが、考えはいかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今、学校現場におきましても防災教育に

はとても重要なことと捉えております。今、

御提案のありました防災部なんですけども、

中学校のクラブ活動には子どもたち、生徒

の自主的な運営というか、自発的なところ

の活動を推進するという意味で行っており

ますので、こちらからやりましょうという

形ではなかなか設置は難しいかなと思うん

ですが、でも学校の教育の中でそういうよ

うな防災部が起こるような、子どもたちが

自主的にそういうことをしたいなと思える

ような防災教育は努めていかなければなら

ないなと思っておりますので、教育の中身

で充実してまいりたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  今、自主的なクラブ活動というふうな次

長のお答えあったんですが、やはり提案し

てあげることも必要だろうと思うんです。
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今、全国ではこういうふうな災害起こって

発生してるよ、全国的にもこういう活動取

り組んでる学校もあるよという提案をして

あげれば子どもたち自身もやっぱり考える

んじゃないかと。やっぱり自分たちの地域

防災と考えると、若い子どもたちの防災力

というのも必要でなかろうかと思うんです。

例えば大きな災害が発生したときに被災地、

体育館に集まってきたと、そういうときに

もその防災教育を受けた防災部の子どもた

ちがいかにして地域の住民の方たちと接し

ていくかということも一緒に学べるわけで

すから、ですからそういったことも地域の

皆さんと手を携えていけるような子どもた

ちを育成というのも考えていただきたいと

思いますのでよろしくお願いをしておきま

す。 

  あと保育所とか幼稚園とか各学校におけ

る防災教育や訓練というのは、現場を預か

っているのが先生の責務であります。そう

いったことから、先生方には防災に関する

知識を持ってもらうためにはやはり防災士

の認定を受けていただきたいと思うのです

が、防災教育は児童・生徒の発達の段階に

応じてそれぞれ計画的に持続的に行わなけ

ればならないというふうに思ってます。現

在、保育所から中学校の生徒たちへの学校

における防災教育は誰が担当してどういう

教育をしてるのかということをちょっと確

認しておきたいと思いますが、よろしくお

願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  防災という点でいきますと、学校には防

火管理者いうのがあります。それは消防法

によって規定されておりまして、またその

他いろいろな災害につきましては学校保健

安全法の中で管理者がきちっと計画をして

計画を進めるようにとありますので、いわ

ゆる学校、つまり学校を管理している管理

者が努めなければならないと思っておりま

す。 

  内容につきましては、現在のところ保幼

につきましては学期ごとに、ごめんなさい、

毎月、避難訓練というのをしております。

小学校におきましては毎学期、中学校にお

きましては年２回避難訓練をやっておりま

して、今、実際に具体的にやっていること

といいましたら避難訓練の見直しいうんで

すか。今までやってた形一辺倒ではなく、

いろいろなこと、震災等ありましたので、

そういう部分を振り返りながらやり方の実

施方法の見直しなんかを進めているところ

でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  日中、子どもたちを預かっている学校の

先生というのは、やっぱり校内にいるとき

には責任が全責任がありますし、被災が、

もし震災が発生したときにも子どもたちを

直に保護者に渡せるかといったら渡せない

場合がいっぱいあると思うんですね。働い

ていらっしゃる、買い物行っていらっしゃ

る、いつ起こるかわからない場合がありま

すから、そのときにはやっぱり校内でもっ

て子どもたちの安全を確保してあげないか

んというのがありますから、時と場合によ

ってはそういう教育訓練といいますか、そ

れも必要だろうと思っています。そういう

ことのノウハウをしっかりとわかっていた

だける方を呼んで、本当に実際に訓練をし

ていただくというのが大事だろうかなと思

うんですね。いざというときに行動がとれ

るというのがやっぱり訓練なんですね。や

っぱり訓練がないといざというときに何が
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ない、どういうふうにしていいかといった

らこれわからない状況ですから、たくさん

の命を預かっている先生方に大事なことで

すから教育をしていただきたいと思ってま

す。何も自然災害だけではなくって、特異

な事象では池田小学校、本当に悲惨な事故

がありましたが、本当に悲惨な事故であり

ました。そういったことも踏まえた対処訓

練というのも大事だと思いますから、学校

現場を命が預かる、ここのところで命をた

くさん預かっているのは保幼と幼稚園、小

学校、中学校となりますから、しっかりと

こういう者たちの命をしっかり守っていけ

るような訓練できる内容を、マニュアルづ

くりをしっかりとやっていただきたいと思

ってますのでよろしく、また教育委員会と

しても検証をしながら、点検をしながら現

場を確認していただきたいと思ってますの

でよろしくお願いをしておきます。 

  次に移ります。 

  次は改正公職選挙法についてですが、高

齢社会に突入している、これ一つ、災害の

話で抜けましたね。一つね。防災士、もう

一個ありました。それ入る前にもう一個、

これは大事なことなんですが、今まで防災

教育、このマニュアルの中でその各部の任

務がいっぱい書いてありました。関係機関

の業務の大綱というところで、日常的な業

務を踏まえてそれぞれの部は何を行うかと

いうことですね。防災計画の一部と思うん

ですけども、明確に各部の何するかという

のが示されています。この中には住民のと

るべき行動については記載されておりませ

んでしたが、これもこれから自主防災組織

つくる、やっていくわけでありますから、

これも自治会の皆さんは何しなきゃいかん

ということもやっぱりつなげていかなあか

んと思うんですが、総務部には１５の業務

が割り振られてます、災害が発生した場合。

生活福祉部は１０の業務、建設水道部は１

７個、結構多いですね。教育委員会は五つ

の業務があります。消防本部は七つの任務

が付与されておりますけれども、それが実

際に災害が発生した場合に行われているか

どうかというとこなんですよ。さっき言っ

た被災地の西公民館での何しに来たのとい

うところはここです。これがしっかりと継

承されてないからそういう事態が発生する。

本当に大事なことなんですね。毎年３市２

町で合同防災訓練を行っておりますけれど

も、それでは各部がそれぞれ何をしていい

かというところがわからんわけですから、

本当に災害が発生したときのことを想定を

して各部ごと、横の連携をとりながら、総

務部も言ってましたけど１５の業務がある

わけです。教育委員会は五つあるわけです。

ここの建設と水道については１７あるわけ

です。この１７本当にできるのかどうかい

うことを検証、訓練しておかないことには、

いつ何が起こるかわからんときに、実際個

人個人何を行動していいかといったら本当

にできない、できないんです。右往左往す

るだけです。揺れた、どうしようか言うて

終わってしまうんですね。やはりそれじゃ

いかんということで、しっかりと検証して

いかなあかん。９月１日、防災訓練の日あ

りましたけれども、あとは４日の日に大阪

府の訓練ありますが、これはもう行って逃

げるだけですから、こんなんじゃ訓練じゃ

ありません。ですから各部が何を訓練した

ら、どういう訓練したら本当にいいのか。

時系列を追いながら、やはりその種の訓練

をしておかんことには、検証しておかんこ

とには役に立ちません。絵に描いた餅です。

こういうことであってはいかんということ

なのでしっかりと検証することをしていた

だきたい。これは時間が言うかもしれんけ

ども、これは大事なことです。どこでも訓
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練必要ですから。企業だって訓練してます。

ですから訓練、検証すること。文章を書い

たから記録決めたから大丈夫だということ

は絶対あり得ないことですから、その点し

っかりとやっておいていただきたいと思い

ます。自助が７割、自分の近隣で助けなき

ゃいかんということですから、この件も多

分自治会の方は承知されておると思うんだ

けども、やはりこの点も行政からはしっか

りと、こういうことだからね、自治会では

こういうことを計画して頂戴よというとこ

ろまでアドバイスしてあげる必要性がある

んではないかというふうに思ってます。 

  那覇市の人口２万人という地域が、平群

町があるんですが、ここは行政が稼働させ

ている防災対策の中に防災者支援システム

というのがあるんです。すごいですよ。海

外から視察に来ています。国連の専門機関

の世界銀行が来ています。２００９年には

総務省から無償で提供されたシステムなん

です。うちもあるんですよ。被災者支援シ

ステムというのがあるんです。私も当時言

いました。これは検討したらどうか、つく

れよということを言いましたけど、それま

だ確認してないんですが、この被災者支援

システムというのは非常に優れたものなん

ですね。以前にも訴えましたけども、町と

してはどの方法が災害時に要支援者に対し

て支援ができるかと、どういうことがいい

のかということを考えているかということ

なんですが、避難支援プランというのはつ

くってるかどうかということがあるんです

が、どうでしょう。被災者に対しての支援

プランなどは策定してるかどうかだけ確認

をしておきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほど御指摘のとおり、防災計画がいざ

というときに役に立つかというようなこと

でございますけども、これは議員もおっし

ゃったとおり、３市２町で合同防災訓練を

やっておりまして、その防災訓練に当たっ

ても発災直後を想定したり、発災後２４時

間を想定したりというようなことで、その

時々に合った対応ができるようにというこ

とで工夫をしながら訓練をしているという

ところでございまして、御指摘の避難所の

運営等につきましても、今後は町独自で避

難所運営訓練というようなものもやりなが

ら職員のそういう熟度といいますか、そう

いうものを高めてまいりたいというふうに

思っております。 

  それから避難者の支援システムでござい

ますけども、この避難者につきましては先

ほどもほかの議員の答弁で申し上げました

けども、避難所の運営マニュアルというよ

うなものをつくりまして、避難者をどのよ

うに支援していくか、避難所をどのように

運営していくかということについては今後

つくってまいるという計画でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  今後つくるということなんですが、早急

に進めていただきたいと思うんですね。１

市３町の訓練だけではやっぱり物足りんと

ころいっぱいありますから、やはり個別に

訓練できるようによろしくお願いしておき

ます。 

  あと、平常時、災害時、災害発生後に力

を発揮するだろうという防災士なんですけ

ども、もう一個、防災危険管理者という制

度があるんです。防災危機管理者。一般の

社団法人教育システム支援機構というのが

行っておるんですが、養成講座なんですが、

これもやっぱり６万円、７万円かかるんで
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すけどね。内容等に承知してるかどうかと

いうことなんですが、職員の人たちもこの

資格をとってもらいたいと思うんですが、

その点いかがでございましょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員からの一般質問の通告書をいただい

てから見させていただきました。防災危機

管理者でございますけども、防災とか減災

に対して十分な知識、意識、技能を有し、

災害発生時の避難誘導、人命救助、さらに

災害発生後の復興活動、事業継続、ボラン

ティア等に指導的立場で社会的役割と責任

を果たす公共的に認められる資格の取得者

であるということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  まさに行政が取り組むべき資格だと思う

んですね。やはり防災計画の地域防災に関

するものに関して、やっぱり市町村におい

ての責務というのがあるんですね。これは

町長がとらなきゃいけない責務、それと職

員がそれぞれとらなきゃいけないという責

務があるんですね。市町村は地域並びに当

該市町村の住民の生命、身体及び財産を災

害から保護するために関係機関及び他の地

方公共団体の協力を得て当該市町村の地域

に係る防災に関する計画を作成し、及び法

令に基づきこれを実施する責務を有すると、

それを実施するために町長責任とりなさい

と、こうなっておるんですが、皆さんにも、

職員のみんなにもあるんです、それぞれ。

これを防災、この危機管理者というこの勉

強をしておきますと、何やっていいかとい

うのが一目瞭然わかるんです。そういうこ

とも踏まえてこの、防災士もそうですけど

も、この防災危機管理者というのも念頭に

置いてこれからとるべき大きな仕事だろう

というふうに思ってますので、この点につ

いてもまた何とか質問する機会があろうか

と思いますが、そのときには取り組みをよ

ろしくお願いをしておきたいと思います。 

  あともう９分しかなくなりましたけども、

次、公職選挙法についてですが、選挙権と

いえば義務ではなくて権利という、これは

もう承知のとおりなんですが、今まで日本

におきましては戦前には普通選挙、戦後に

は女性の参政権も、女性解放運動から女性

の選挙権というのを確保、得たものであり

ます。今回の１８歳からの選挙権というの

は、これは与えられた選挙権なります。大

きな違いが発生しますが、これまで二十歳

の成人式を迎えるといろいろな権利と義務

が生じるというふうにいろいろと教わって

きましたけれども、これが来年いろいろと

変わってまいります。町内にはこの１８歳

の選挙権を得る人は何人ぐらい該当するの

かということを掌握しておれば教えていた

だきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  来年、参議院選挙から施行されますが、

その際に選挙権を得るという町内の１８歳、

１９歳、要するに今は１７歳、１８歳の方

ですけど、合わせまして３８８名おられま

す。これはことしの５月３１日現在、選挙

管理委員会の６月２日の定時登録時の資料

でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  ３８８名、結構な方がおられるんですね。

今高校生ぐらいだと思う、一年生だと思う
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んですが、しっかりと、うちの学校がない

わけですから非常に難しい問題あるんです

が、新聞報道やテレビのニュースなどでは

話題となっておりますけども、当の本人た

ちは１８歳になったら選挙権あるよという

のは知ってるかどうか。多分学校で、高校

で教わってると思うんですが、もし仕事を

されてる方であればまだ知らない方がおる

と思うんですが、これから周知徹底してい

かないかんと思うんですが、その点はどの

ような行政的には考えておるかお願いしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  大阪府としては、高校であるとか大学で

あるとか専門学校であるとか各市町村の選

管と連携をして、模擬選挙であるとかディ

ベート、講演会等検討されているというふ

うに聞いておりますが、町内にはその高校

も専門学校もございませんので、具体的に

どのように周知するかということはまだ決

めておりませんけども、広報でございます

とかホームページでございますとか、そう

いうものかなと思っておりまして、あとは

できるとしたらダイレクトメールをお送り

してお知らせするというようなことかなと

いうふうに思っております。まだ検討中で

ございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  もうちょっとまだ時間がありますから、

メールはダイレクトメールがやっぱり有効

だろうなという思いはしますけども、あと

高校へ行っておる子どもさんについては多

分教わるんでしょうから問題ないと思うん

ですが、漏れる方もやっぱりいらっしゃる

んじゃないかと思うんで、その辺の周知徹

底をよろしくお願いをいたします。 

  あと、今ありましたけど、ただ単に職を

持った人もいるというふうに今言いました

けれども、学校行ってる年代というのがほ

とんどだと思うんですね。選挙については

高校に任せておくのか、高校に教育をね。

それとも単独で中学校の高学年にも教育す

るかというとこあるんですが、これは非常

に難しい部分ですね、これ、中学生に教え

るというのは。ただ単に模擬投票をやって

終わるか、それとも経験として生徒会には、

生徒会、自治会、生徒会長、自治会につい

ては立候補制度をやって立候補して立演説

をやって投票させていくかとか、そういう

ような演説会を催すとかいう方法もあろう

かと思うんですが、これは体育大会とか、

小学校もそうですけども順番をつけんとい

うのがほとんどなんですが、選挙で中学生

で選挙やって順番をつけるわけですからね。

投票するわけですから。そういうことをい

いか悪いかっていうのはわからんけども、

学校関係者としては非常に難しいと思うん

ですが、政治や政党活動には教師や学校関

係者は関与してはならないというふうにあ

ります。制度としては子どもの子連れの投

票というのも、入場も全面的に認めようと

しております。親が親の投票姿を見せて子

どもへの政治的参加を高めようというふう

にしておりますけれども、今の学校、１８

歳という若者に対して、自分がその政治的

見解を見分けられるかどうかって難しいと

思うんですね。こういうことを選挙運動で

きるし、なったらできるし、こういうこと

は違反だよっていうことで教育できると思

うんですが、こういうことも勘案しながら

子どもたちに教育していかなあかんと思う

んですが、教育委員会としてはちょっとそ

のお考えあるかどうかだけちょっとお示し
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願います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  政治や選挙制度につきましては学習指導

要領の中に、小学校におきましては国民主

権とか民主政治ということで、中学校にお

きましては民主政治と政治参加とか、さら

には議会制民主主義の意義などを学習する

というふうになっております。それ以外に

も学校の中で子どもたちが、いわゆる組織

としてやっております今言われた児童会で

ありますとか生徒会の場合には選挙管理委

員会をまず募って設置して、その中で生徒

会とか児童会の選挙を進めるというふうな

手法を、疑似体験ですけども実施して、選

挙演説をしたりとか投票したりとかいうこ

とは学んでおります。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  現場においてそれぞれ合ったようにやっ

ぱり教育すべきだろうと思います。非常に

難しい教育だと思うんですね。その点は違

反のないようなことを教育しながらよろし

くお願いをしておきます。 

  時間的に３分ありますので次に行きます。

最後に空き家対策について。何度も何度も

取り上げてきた問題でありますけども、空

き家対策特別措置法というのがことしの５

月に全面適用されて３カ月が過ぎようとし

ています。いろいろと調べてみると各地で

対策がなされているということを確認しま

した。空き家の所得者特定のためには固定

資産税の納付状況の活用が認められたとい

うことなんです。今まではだめだったんで

すけどね。そして空き家対策計画をつくる

ためには、空き家対策計画ですよ、かなり

の自治会が、自治体が、かなりの市町村が

動き出してきています。例えば倒壊などの

おそれがあるものとか衛生上著しく有害で

あるとか景観を著しく損なっているもので

あるとか生活環境が保ててないとかいった

ものが特定空き家に該当しますよというこ

とを認定するということなんですが、立入

調査や所得者に対する撤去、修繕の指導、

勧告、命令に従わない場合には固定資産税

の優遇措置を打ち切るといったような自治

体も出てきています。そして命令に従わな

い場合には強制的に解体もするというよう

になっていますが、町としてはまず町内の

空き家の一軒一軒をチェックしなければな

らんというふうに思うんですが、条例等の

制定、策定はまだまだできていないと思う

んですが、空き家がふえると新たに世代が、

新しい世代の人たちが入ってきづらくなる

んですね。空き家だらけだと、古い世代で

すから。やはりそのことも踏まえるとこの

高齢化が加速している地域がますます疲弊

していく、目に見えるわけです。空き家は

単に所得者だけの問題ではなくって、まち

づくりを考えていく上においても重要な大

きな課題となってきます。こういうことを

真剣に、空き家に対する措置を今考えない

と、町長も人を入れるって言ってますけど

も、こういうものから一つ一つ解決してい

かないことには空き家対策進んでいきませ

ん。人口ふえることできません。そういう

ことも踏まえてこの空き家対策に取り組ん

でいるかどうかっていうことをお答え願い

ます。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  空き家対策でございますが、空き家対策
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一応特定空き家につきましては建設課のほ

うでさせていただくということにやっと決

まったところでございまして、今現在特定

空き家自体は町内にはまだないというふう

な認識をしておりますが、実際にどうなの

かということをやっぱり調べる必要がござ

いますので、この間空き家等につきまして

は直接調べに行ってまいりました。その中

でやはりちょっと適正な感じができてない

ところも見受けられますので、そのような

ところには指導もしてきたところでござい

ます。今後はデータベース化等を進めてい

きたいと思っております。 

○６番（高橋充德君） 

  時間がきました。高橋、質問を終わりま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  次に、永谷幸弘議員を指名いたします。 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  議長より発言の許可をいただきましたの

で、３番・公明党、永谷幸弘の一般質問を

通告のとおりさせていただきます。理事者

側におかれましては町民の安心・安全な暮

らしの向上のために積極的な、具体的な答

弁をよろしくお願いいたします。ちょっと

声が出にくいですけども、しっかり声を出

して質問しますのでよろしくお願いいたし

ます。 

  本日私は４点について質問をさせていた

だきます。 

  まず通告書１点目のひとり暮らし高齢者

が安全で安心に暮らせるまちづくりについ

て質問をいたします。 

  ６月議会におきまして豊能町在宅高齢者

緊急通報装置貸与事業の利用者に対しまし

て新たに鍵預かりサービスの導入の提案を

いたしました。現在、高齢者の孤独死に対

する国の制度はございません。対策は各自

治体に任されておりまして、地域によって

は安否確認をしているところはありますけ

れども、孤独死は依然として防ぎ切れてい

ないのが現状です。緊急時には即座に対応

し、一刻も早く高齢者の安全を確保しなけ

ればならないことは言うまでもありません。

しかし豊能町におきましては現状、住居に

鍵がかかっている場合、住居の一部を破壊

して入らなければならず、時間がかかって

即座に対応ができていない状況であると私

は考えております。そこで、緊急時に即座

に対応することで高齢者が安心・安全に暮

らせることができるように緊急通報装置利

用者に対して新たに鍵預かりサービスの提

案をしたところ、６月議会におきまして理

事者側から次のような答弁をいただいてお

ります。今後、地区福祉委員会なりそのよ

うな中で相談させていただいて、課題を含

めて吸い上げて、実現に努めていくといい

ますか、目指していくというか、その方向

性だけを答弁いたしますという答弁をいた

だいております。実際提案してからまだ３

カ月は過ぎておりませんけれども、私の質

問に対してどのように進んでいるのか。現

在の進捗状況について答弁をお願いいたし

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  前にもお答えいたしましたが、今現時点

でこの制度が実現できておりますのは府下

では寝屋川市のみと。寝屋川市の中ではか

なりの時間をかけて社会福祉協議会、医療

法人等の中で課題をくみ上げて解決の方法

を模索し現在に至っておると聞いておりま

す。よりまして今回御質問のように、また

前回質問いただきましたけれども、高齢者

の鍵預かりも、その議員御指摘の対策の一
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つとは考えますけれども、自宅の鍵を預け

る、また預かるということは簡単にできる

ことではありませんし、定着することでも

なかなかないと思いますので、先ほど申し

上げた民生委員協議会、それから社協、介

護支援専門員、地域ケア会議、地区福祉委

員会などそれらの中からその意見をくみ上

げまして、その課題を解決するに向けての

共有として定着していけるのではないかと

思いますので、まだ３カ月ですので、まだ

まだ時間がかかるということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ３カ月たって、そういう方との会合等１

回なりとられたかどうかということなんで

すけれども、全くとられてないのかどうか、

ちょっとその点について答弁お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  地域のニーズとして、私どもまだ現時点

で把握しておりませんので、先ほどのよう

な回答となりました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  実際の、３カ月前に話しさせていただい

て、そういう回答から今の回答なんですけ

れども、本当にその町として、この寝屋川

市だけになっておりますけれども、本当に

ひとり暮らし高齢者を安全に安心に保護と

いいますか助けていくという、そういう姿

勢がちょっと私は見られないというふうに

思っております。現状のところは３カ月し

かたっておりませんけれども、もう一歩踏

み込んで、例えば寝屋川市だけですけれど

も、寝屋川市の福祉協議会を中心になって

おりますけれども、そこに対しての問い合

わせとか、現地行ってお話を聞くとか、そ

ういう動き、この３カ月間でやればできる

と思うんですけど、それについてはどうで

しょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御指摘のようなことはしておりませ

ん。先ほど申し上げたように地域の中から

意見が上がってき、それに対する解決とし

ては私どものほう用意はございますし、ま

た３カ月前にそのような方向があるという

ことは私ども承知しておりましたけれども、

先ほどの回答のとおりでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ここでやっぱり実際のところ、私は何度

も言っておりますけれども、豊能町の姿勢

ですね。まだ大阪府では寝屋川市だけです

けれども、大事なことと思っているんだっ

たらもう一歩踏み込んで答弁をいただきた

いんですが、その辺はどうでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  前回に引き続き御質問というか、御指摘

をいただいていることでございます。部長

のほうも答弁させていただいておりますが、

一定社協のほうからは前回のときにどうい

う状況であるかというのは寝屋川のほうに

確認をして、実現に至るその努力と困難性

とそれと地域のニーズというのは一定確認

をしているところかなというふうに思いま

す。 
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  先ほどから御答弁申し上げているのは、

今、御提案のことも含めていろいろなその

高齢者の、特にひとり暮らしの御家庭のニ

ーズというのはあるのかなと。今それをま

ず我々としては地域でいろいろ御活躍をい

ただいております民生委員さんですとか地

区福祉員の方ですとか、そういう方からい

ろいろな、今御提案のことも含めてですが、

いろいろなことをまず総合的にニーズをど

うあるかということはまず把握せないかん

のかなというふうに思います。そういう声

が上がってくればというふうに答弁もさせ

ていただきましたけども、今、幾つかの違

うニーズも御提案というか我々の耳に届い

ておるところです。いろいろな施策をやは

り組み合わせないと、やはり高齢者の、特

に今御指示、御指摘ありますひとり暮らし

の家庭に対する適切なサービスの提供とい

うのができないのかなというふうに思いま

す。そういうことを含めて地域福祉計画と

いうことを今策定をしておりまして、その

中のメニューとして、候補としては上がっ

てないわけではありませんが、トータルの

中でそのことも含めて考えさせていただき

たいなというふうに思っているところです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  実際のところそういう話お伺いしまして、

調整等にかなり時間がかかるというふうに

認識いたしました。しかしながら喫緊の課

題であると思いますので、これから町とい

たしまして前へ進めていただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

  次に通報装置貸与事業の契約者数なんで

すけれども、６月議会の答弁によりますと

平成２７年５月１４日現在で５５件の契約

と、そのうち東地区は１３件、西地区は４

２件というふうに聞いております。また６

５歳以上のひとり暮らしの高齢者数は５年

前の国勢調査から５７０人であるというこ

とで、その契約率といいますか普及率とい

いますか、ざっと１０％いうことになりま

す。この貸与事業の実施要領の中に目的が

ありまして、この事業はひとり暮らし高齢

者に対し緊急通報装置を貸与することによ

りまして、急病や災害等の緊急時に迅速か

つ適切な対応を図り、その安全を確保する

ことを目的とするとあります。実際普及率

という名称がいいかどうかわかりませんけ

れども、１０％という現在低い状況を踏ま

えまして、町としてこの現状をどう分析さ

れているのか、この点について答弁をお願

いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  緊急通報装置でございますが、第５期の

平成２３年度になります、現在第６期にな

りますから。第５期の介護保険事業計画で

行ったニーズ調査では、ひとり暮らしの高

齢者の６１％が携帯電話を用いておりまし

た。８５歳以上の方でも３割近くの方が携

帯電話を持っておりました。それらの機能

を考えてみますと、一方で緊急通報装置の

有効性は認めますけれども、かなり携帯に

頼る部分もあるのではないかというふうに

分析をしておるところでございます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  携帯電話６１％普及ということで、主に

この携帯電話から、例えば異常があった場

合はどこどこへ連絡するという。個人の当

然携帯ですからどこへ電話するかわかりま
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せんけれども、その方についての例えば通

報装置でしたら祥雲館なり等へ連絡いくん

ですけれども、この６１％携帯持っている

方にもし異常あった場合は当然遠隔地の家

族とかあるんですけれども、そういうとこ

ろも少し考えていくべきこともあるんじゃ

ないかと思うんですが、その点については

いかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  緊急通報装置につきましては、実際に相

談窓口の中でケアマネージャであるとか地

域の民生委員の方々から必要な情報は提供

されていると私どものほうは考えておりま

して、周知は相談あるごとに、またはなさ

れているのかなというふうに考えておりま

す。 

  先ほどの件なんですが、携帯電話は実際

に夜間も身近なところで高齢者の方は置い

ていると。緊急時に家族との連絡手段とし

て大切にしているという現場の声もありま

したので、そのような機能を担っているも

のと考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  やっぱりこれ携帯電話、個人の持ち物な

んですけれども、周知ですね。例えば家族

電話したって出ない場合もありますので、

例えば町のどこかに連絡するとか、そうい

うネットワークといいますか連絡体制とい

いますか、それも当然その携帯電話を持っ

てらっしゃる高齢者の方にしっかりとお話

をして徹底していくことも大事かなと思う

んですが、その点についてはいかがでしょ

うか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御指摘のように、本事業の目的自身

が緊急時の早期対応が目的でありまして、

本事業は本人の知人など地域の協力員の

方々との緊急時の密接な濃密な関係といい

ますか、そういうコミュニティといいます

か、そういうものを期待しての仕組みとい

うふうに考えております。したがいまして

ふだんから御近所、地域とのつながりを持

ってもらいたいという、そういう考えのも

とに今後も進めてまいりたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  これ以上ちょっと聞くのはやめますけれ

ども、この貸与事業ですね。貸与事業は実

際町がつくった事業でありまして、それに

対して携帯電話６１％持ってらっしゃる方

いらっしゃるんですけども、町としてその

携帯電話を持っている、６１％持っていら

っしゃいますので、これに関しては今の先

ほどの答弁なんですけども、少し逃げると

いいますか、そんな感じに聞こえてきます。

やはりこの６１％持ってらっしゃる携帯電

話の方の高齢者に対してもやっぱりしっか

りと町がサポートして安心・安全に暮らせ

るような方法といいますか、何か必要かと

思うんですけども、もう一度これについて

答弁をお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  ＰＲに努め普及に努めてまいりたいと考

えます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  その現在の町の通報装置貸与事業、これ

はどのような形で、普及率１０％いうこと

で低いです。私はそのＰＲ、周知等につい

て質問に対しまして、理事者側からは包括

支援センターの方での総合相談であるとか

窓口での相談であるとか、そのような個々

の状況に応じてお勧めするという答弁をい

ただいております。相談に来られる方はい

ろいろな話もできて、はっきりいうたら窓

口で世間話しながら町の職員さんについて

はＰＲ、周知等をそこでやるというふうに

しやすいんですけれども、反対に足が御不

自由な方ですね。この方についてはなかな

か相談に来られないという方もいらっしゃ

ると思います。なかなかその通報装置貸与

事業についてもなかなかＰＲ周知できない

という現状があると思うんですけれども、

実際その５７０人に対してのひとり暮らし

高齢者に対してどういう考え方を持ってら

っしゃるのか。またＰＲ周知等で全く御存

じないのか。その点について私はアンケー

トを実施してはどうかなと思います。ＰＲ、

こういうことを知ってらっしゃいますかと、

それ以上、以下についてはいろいろなこと

が考えられるんですけれども、５７０人の

人に対して御訪問なりしてアンケートを実

施してはどうかと思うんですけども、その

点についていかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  本町ではひとり暮らしの高齢者の見守り

に対して民生委員さんも協力してもらって

おり、先ほどの包括支援センター、社会福

祉協議会及び町内の居宅介護支援事業所の

ケアマネージャ等も密接に連携して取り組

みを進めております。したがいまして現時

点ではアンケートの実施は考えておりませ

んが、今後先ほどの言葉もまた踏まえまし

て考えさせていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ６１％携帯電話と３９％はこの通報装置

を御利用、利用されるかもしれないという

認識でおるんですけれども、実際の契約普

及率が１０％ですから、その民生委員の方

等を介してＰＲ周知等をやっているかどう

かですね。当然御訪問なりされていると思

います。この周知を実際にやっているかど

うか。それをやっぱり把握されているのか

どうか。実際やっているかどうか。その点

について。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  この事業につきましては相談窓口だけで

はなく支援が必要な方のケアマネージャ、

地域の民生委員の方々が必要な方々に情報

提供しておると考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  情報提供をしてるんですね、実際に。そ

の点について再度。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  訂正させていただきます。周知は十分行

われております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 
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  状況よくわかりました。今後そのアンケ

ートの実施が必要なときがくると思います

ので、十分検討していただいて実施の方向

でよろしくお願いいたします。 

  あと緊急通報装置の設置の基本設置工事

が約今3,０００円かかっておりまして、そ

の普及率とも係ってくるんですけれども、

その設置費用について3,０００円という工

事費について、私は助成等を考えてはどう

かと思うんですけれども、直接これが原因

で普及率が低いということじゃないかと思

いますけれども、ある程度のこういう助成

も必要かなと思うんですが、それに対して

いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  本町ではひとり暮らしの高齢者の見守り

については別にまた見回りの制度もホーム

ページでございますが載せてもおります。

地域の住民の方と関係機関の方々の協力の

もと緊急時に迅速に対応できる仕組みを協

議しておるところでございまして、現時点

におきましては助成は考えておりません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  大体金額出ましたけれども3,０００円を

全て助成したってたかだか２００万円ぐら

いですね。これは金額が少ないようですけ

れども結果的にはすごい効果になるかなと

いう私の持論ですけどね。２００万円ぐら

いでちょっともう少し町といたしましては

やっぱり力を注いで重きを置いてしてほし

いと思うんですけども、現状は全く考えて

ないという答弁ですので、私はやっぱりそ

の高齢者の方に優しいまちをつくっていく

ために、たかだか3,０００円、２００万円

ぐらいですわ。これ町としてやっぱり真剣

に考えていってほしいと思います。これか

ら高齢化ということでますますふえていき

ますけれども、ひとり暮らしの方をやっぱ

り守っていく姿勢が大事だと思いますので、

しっかりこれ今後、一日も早く助成できる

ように協議調整等進めていただきたいと思

いますのでよろしくお願いいたします。 

  次の質問に移ります。 

  通告書２点目の公共施設と総合管理計画

の作成について質問いたします。 

  ２０１３年６月に閣議決定いたしました

日本最高戦略に基づきまして、インフラ老

朽化対策の推進に対する関する関係省庁連

絡会議におきまして同年１１月にインフラ

長寿命化基本計画が取りまとめられました。

一方地方自治体では過去に建設された公共

施設等がこれから大量に更新時期を迎える

中、地方財政は依然として厳しい状況にあ

りまして、さらに人口減少による今後の公

共施設等の利用需要の変化が予測されるた

めに自治体施設全体の最適化を図る必要が

あります。２０１３年１１月にインフラ長

寿命化基本計画が取りまとめられ、１４年

４月には総務省では財政負担を軽減、平準

化するとともに公共施設の最適な配置を実

現するため、地方公共団体が所有する全て

の公共施設等を対象に地域の実情に応じま

して総合的かつ計画的に管理する計画の策

定を地方公共団体に要請しております。ま

た管理計画を策定することによりまして、

施設の老朽化の度合いや維持管理費用が予

測でき、それにより施設の修繕、改修、処

分、統廃合の計画が立案でき、予防補填に

よる施設の長寿命化を図り、将来的な財政

負担の軽減にもつながるとしております。

そこで地方自治体におきましては公共施設

等の全体を把握しまして長期的な視点を持

って更新、統廃合、長寿命化などを計画的



 

 2－59 

に行うことによりまして財政負担を軽減、

平準化するとともに公共施設等の最適な配

置を実現するために今回公共施設等総合管

理計画の策定を推進する必要があるとうた

っております。本町におけるこの計画策定

についてどう考えておられるのか。またど

のような取り組みを行うか等を伺いたいと

思います。それでは現在の進捗状況と今後

のスケジュールについて答弁をお願いいた

します。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  公共施設等総合管理計画につきましては、

もう議員のおっしゃったとおりこれまでの

経過、趣旨、効果等、もう全て議員がおっ

しゃったので私からはその点について申し

上げることはもう何もございませんのです

けども、現在の本町の取り組みでございま

すが、本町におきましては総務省が監修を

いたしました公共施設等更新費用試算ソフ

トというのがあるんですけども、このソフ

トを活用しまして公共施設のこれまでの整

備状況をそれに入力をしますと将来の更新

費用の試算ができるというような、このよ

うなソフトを使って公共施設等総合管理計

画に生かそうと思っております。このため

には先に固定資産台帳を整備する必要があ

るということから、本年度は固定資産台帳

の整備を直営で進めているというところで

ございまして、今年度中にはこの固定資産

台帳の作成の作業を終えるという予定でご

ざいます。その固定資産台帳のデータがで

きましたら次年度、平成２８年度中に公共

施設等総合管理計画を策定するという予定

で進めております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  固定資産台帳を今年度中につくるという

ことですね。つくるということは今までつ

くってなかったという解釈でよろしいでし

ょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後２時２１分 休憩） 

（午後２時２２分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  会議を再開いたします。 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  どのような取り組みをしていくかという

ようなことでございましたけども。 

（発言する者あり） 

○総務部長（内田 敬君） 

  固定資産台帳をつくってなかったのかと

いうことでございますけども、財産台帳と

いうものはございましたんですけども、そ

の財産台帳につきましては土地を主に財産

として登録をしておるということで、実は

その建物とか道路、下水とか、このような

ものについては登録がないといいますか、

道路は道路台帳、公園は公園台帳というよ

うなことになっておりまして、建物の登記

をしていないというようなことが実情でご

ざいますので、その固定資産台帳と呼べる

ものはないというものでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  あと、この平成２８年度中に実際の策定

にかかられて、平成２８年度中に作成を完

了ということですね。それに対する経費等

がかかるんですけれども、これについての

経費については国府からの交付金があるの

かどうか。またその割合についてどれぐら
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いくるのか、それについてよろしくお願い

します。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今年度は直営で行っておりますけども、

来年度策定にかかりましては業者委託を考

えておりますので委託料の経費が必要とな

るというふうに思っております。この経費

につきましては地方交付税のうち特別交付

税が措置されるということで、措置率は２

分の１ということになってございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  業務委託費ですね。それで費用がかかる

ということで。 

  あとその管理計画作成後なんですけど、

これをやっぱり具体的に町として活用して

いかなければならんのですけども、どのよ

うな活用をされていくのか、その点につい

てよろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  国におきましては総合管理計画の策定に

当たっては固定資産台帳の作成を前提とし

ていないんですけども、将来はその公会計

導入に必要な固定資産台帳とリンクさせる

というようなことをすべきだというふうに

言っております。本町においては先ほども

申し上げたとおり、総合管理計画の策定よ

りも先に公会計に伴って必要となる固定資

産台帳をつくるということにしておりまし

て、この固定資産台帳を整備することによ

りまして公共施設等の維持管理、修繕、更

新等に係る中長期的な経費の見込みであり

ますとか計画的な管理に要する方針などに

活用できるというふうに考えておりまして、

公共施設等総合管理計画の作成後におきま

してはこの固定資産台帳と相互に連携、リ

ンクをさせて計画どおりといいますか計画

に基づいて実施をしてまいるというつもり

でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  町財政にも影響する大事な計画であると

思いますので、宝の持ち腐れにならないよ

うに、ＰＤＣＡしっかり回しながらしっか

りと前へ進めていただきたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。 

  次に移ります。通告書３点目の公園灯・

街路灯のＬＥＤ化について質問いたします。

平成２４年７月３１日の閣議決定の日本再

生戦略におきましてグリーン成長戦略とし

て２０２０年までに公的設備・施設のＬＥ

Ｄ等高効率照明の導入率１００％達成の方

針が示されております。豊能町におきまし

ては現在、夜道の不安を和らげるとともに

省エネや二酸化炭素の排出量削減を目的と

いたしまして防犯灯の照明については各自

治会が中心となりまして蛍光灯からＬＥＤ

に切りかえられております。しかしながら

公園灯とか街路灯については現状進んでい

ないという状況であります。そこで現在の

町内における公園の数と公園灯の設置数に

ついてわかっておれば教えてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  お答えいたします。 

  公園の数は４３あります。公園灯の設置

数につきましては９８基になっております。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ９８基ということで今お聞きしました。

これは恐らく団地ができた状況から設置年

数もばらばらだったと思うんですけども、

もしその一番古い設置年数と一番新しい設

置年数がわかれば教えてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  設置年数でございますが、一番新しいの

は平成３年。古いのは昭和４５年に引き継

いでおります、移管をされておりますので、

設置はその以前、ただ昭和４２年ごろから

ときわ台始まってますのでその間かなと思

われますが、移管を受けた年は昭和４５年

ということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  古いのは昭和４５年という、それ以前か

もしれないという答弁ですね。実際この公

園灯なり全ての施設なんですけども、維持

管理というのは大変大事なことだと思って

おるんですが、この公園灯についての維持

管理ですね。簡単に言えば巡視して、また

点灯確認しながら、またそのポールの腐食

状況を見るというのが基本的な維持管理か

なと思っておるんですけども、現状町とし

てこの辺の公園灯の維持管理についてはど

のようにされているでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  公園灯の維持管理についてでございます

が、住民の皆様から通報により消灯してい

るというような場合、業者に依頼し球がえ

等行っております。また、職員が点検を行

い支柱のさびなどの進行状況など確認を行

い建てかえ等も行っているところでござい

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  住民さんからの協力も得ながら球切れで

すね、等についてはそういうことについて

今お聞きしたんですけども、次なんですが、

実際の蛍光灯が、蛍光灯かもしくは水銀灯

なんですね、ポイントはね。それを実際今

度ＬＥＤ化というお話をしてるんですけれ

ども、それを切りかえた場合を想定して試

算なんですけれども、それは実際に今行っ

ていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  試算でございますが、概算になりますが

行っております。取りかえの工事費と将来

の電気代との比較となりますが、やはり初

期投資に高額な費用が必要となり約１３年

で回収できるというような見込みの計算を

しております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  １３年で回収ということなんですけど、

ざっと試算されておりますので、例えば一

番最初設置費用なり設定費用なりかかって、

ある程度の金額が出て、それで１３年で回

収ということでなってると思うんです。参

考に業務設計費用と工事費を足した金額を

もしわかれば答弁お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 
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○建設環境部長（南 正好君） 

  今回まずは概算の金額でございますので、

正確ではございませんが現行を１００ワッ

ト、２００ワット、３００ワットの球がつ

いておりまして合計で１０５球あります。

ＬＥＤにしますと１００ワットは３３ワッ

トに２００ワットは７２ワットに３００ワ

ットは１２４ワットにしようとしておるも

のでございまして、１カ所当たり約１４万5,

０００円の費用がかかるというふうに試算

しております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  単発的な金額はわかったんですけど総合

計ではわかりますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  申しわけありません。総合計で1,５２０

万円かかると考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  1,５２０万円で１３年で回収なんですけ

ども、１００ワット、２００ワット３００

ワットの３種類ありまして、大体ＬＥＤの

球切れなんですね。大体これ何年ぐらいで

球切れになるのか、もしわかれば。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  現行の公園灯につきましては約３年で交

換しております。ＬＥＤになりますと９年

ということで試算をしております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  試算の結果から１３年で回収ですけども

９年ぐらいでは球切れは発生するというこ

とで今認識しました。実際どうしても当初

は取りかえ等にかかります、整備費用がか

かりますけども、その後は蛍光灯の約３倍

である９年ぐらいの寿命があるということ

で今お聞きしたんですけども、その後は省

エネ効果によりまして負担が抑えられると

思いますので、私はこの公園灯ですね。９

８基ございますけども、そういう観点から

早急に、例えば一気にするのか、もしくは

年次計画を立てて来年度からでも順次公園

灯をＬＥＤ化にすべきであると考えており

ますけどもその点について答弁できればよ

ろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  公園灯のＬＥＤ化でございますけども、

今言いました概算費用だけではなしに今後

設計するに当たりましては設計費用も加味

していかなあかんということもようなこと

もございます。また、現在防犯灯が各地で

ＬＥＤに変っておりまして、その照度とい

いますか明るさというのがかなり違うとい

うのは皆さん実感されておると思いますの

で、公園全てをＬＥＤ化にして果たしてい

いものかどうかというようなとこら辺も近

隣の方または自治会等ともお話をさせても

らわなあかんというふうなことも思ってお

ります。またそれに全て単費でするのか、

これに初期投資に係る補助制度ですね、そ

のようなものもあるのかというようなこと

も今後検討していかなあかんと思ってます

ので、そういうことを含めてＬＥＤ化を進

める方向で考えていきたいと考えておりま

す。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  補助という話出まして、実際補助はある

と思います。かなり金額的には1,５２０万

円プラス設計費用、業務委託料が出てくる

んですけれども、それからしてもかなりの

効果があるかなというふうに思いますし、

当然変えれば明るくなって実際の生活して

らっしゃる住民さんのほうからいろいろな

声が出るかもしれませんけど、それはそれ

として適正な配置等もやって一日も早く、

例えばその劣化の激しい公園灯からやって

いくとか、またその一つモデル地区つくっ

てそこで実際ＬＥＤ化して、当然そのデー

タ回収も行って、収支を行って総括してい

くという、そういうことも必要ですので、

部長のほうからは前向きな検討のお話だと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に街路灯なんですけども、公園灯と同

じ質問になりますけども、町内における街

路灯の設置数について答弁お願いいたしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  街路灯につきましては全体で６５６基で

ございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  これは６５６基ですね。これ公園灯と同

じような形でまたその設置年数なんですけ

ども、もしわかっておれば、古いのと新し

いのと。済みません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  街路灯につきましては古いのはやはり同

じように昭和４５年に引き継いだものでご

ざいます。申しわけございませんが新しい

ものにつきましてはちょっと設置の年度が

わかりませんので、申しわけございません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  これ台帳としてはまだ整理されてないと

いう認識でよろしいんでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  一応今私手元に持ってないということで

ございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  台帳はあるということで認識いたします。

あと公園灯と同じように維持管理なんです

ね。町道にそういう水銀街路灯があるんで

すけど、維持管理については現状どのよう

な形でされておりますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  維持管理でございますが、灯具の取りか

え等は街路灯がついていないというような

ことで住民さまからの通報により取りかえ

を行っており、職員が確認し取りかえるこ

ととしております。また塔柱の劣化等につ

きましてはパトロールを行い確認をしてお

るところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 
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○３番（永谷幸弘君） 

  あとまた試算の話なんです。公園灯につ

いての試算はお伺いしましたけども、水銀

灯からＬＥＤ等に変えた場合の試算ですね。

これについては実際やられてますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  街路灯についての試算でございますが、

これはもう５年ほど前に一度行っておりま

して、このときはＬＥＤの取りかえ費用が

高く、また電気料金が今ほど高くなかった

ため取りかえにメリットが見られませんで

した。しかし最近電気料金が上がっており、

ＬＥＤの灯具や安定器も安価になっている

と聞いておりますので、これを勘案する必

要は感じております。今後概算による試算

を行った上で取りかえのメリットの有無を

判断してまいりたいと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  できてないという報告ですので早急に試

算をしていただいてまた報告をよろしくお

願いいたします。 

  実際のこのＬＥＤに切りかえるに当たり

ましては初期費用とか委託費を抑えるため

にいろいろな手法がございますけれども、

そのエスコ事業というのがございまして、

これについては御存じでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  お尋ねのエスコ事業でございますが、省

エネルギーに関する包括的なサービスを提

供し、省エネルギーの効果、メリットの一

部が報酬として支払われることによって資

金調達をして管理をしていこうというよう

な事業だと認識しております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  その省エネに向けた照明交換とか修繕で

すね。維持管理など一括して民間事業者に

委託すると。この事業はリース方式により

まして初期費用が抑えられまして、委託費

は経費削減分で賄える仕組みとなっており

まして、契約期間は１０年というふうにな

っております。実際その我が町のその公園

灯、街路灯につきましてのＬＥＤ化につき

ましてもこのエスコ事業を採用することは

できるのかできないのか、この点について

答弁をお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  先ほども公園灯のＬＥＤ化の試算の中で

１３年かかって費用を回収できるというよ

うな試算をしております。エスコ事業は１

０年というのが普通になっておりますので、

直接すぐにエスコ事業を町の公園灯、街路

灯に導入することはできないのではないか

と考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  実際そのＬＥＤ化にしていきますとかな

り費用も当然かかってきますので、町財政

の軽減化を図るためにはそういうエスコ事

業なり、また助成金ですね。これをやっぱ

りうまく使わないとあかんのかなと思うん

ですけども、その手だては実際可能かどう

か、その点について答弁をお願いいたしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  国の補助等なんですけれども、この８月

の末に新しい環境省からの一つ試算が出て

おりまして、それについて今現在町として

活用ができるのかどうかということを調査

検討している最中でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  安心・安全なまちづくりのためにも早急

な検討実施をお願いいたしまして次の質問

に移ります。 

  通告書４点目の、町のホームページに認

知症簡易チェックシステムの導入をについ

て質問いたします。 

  昨年９月、１２月とことしの３月議会の

一般質問でこれについて、認知症について

の一般質問を行いました。認知症は軽度の

うちに早期発見することが大事であること

から、特定健康診査に導入してはどうかと

いうことを言ったんですけれども、町側の

ほうからは非常に困難であるという返答を

いただいております。認知症かどうか判断

するのは専門医でも難しいことなんですけ

れども、その疑いがある場合はできるだけ

早く医療機関の診察を受けて、早期発見・

早期治療へつなげることが大事だと思って

おります。現在全国２９の自治体で公式ホ

ームページ上に認知症簡易チェックシステ

ムというサービスを始めております。高砂

市も実際導入しておりまして、自分で診断

する私も認知症と、また家族介護者などが

診断するこれって認知症という二種類があ

ります。これは実際の個人情報の入力は不

要でございまして、またその結果につきま

しても医学的な判断をするものではござい

ませんけれども、これを導入することによ

りまして結果の表示画面にその地域包括セ

ンターとかはじめ認知症疾患医療センター

などの相談先もここで紹介するようになっ

ております。気軽に簡易チェックができて

認知症の早期発見により相談窓口へつなげ

ることができまして治療で進行をおくらせ

ることもできますので、認知症への予備知

識を周知するなど町民への認知症の啓発に

もつながることから町としてもこのシステ

ムを導入してはいかがでしょうか。答弁を

お願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御指摘のホームページ等で認知症の

チェックリスト等をアップしてはどうかと

いうふうな御質問だと思いますが、このチ

ェックリストは不安の高い方については高

得点になりやすく、また、認知症が実際に

進行している場合には自分はそれに該当し

ない方向に動いたりしまして点数が低くな

りがちということになります。したがいま

してチェックリストだけを掲載したとして

も、より大事なのはそののちの相談業務で、

議員御指摘のように相談業務こそが大事な

のですが、今町内には専門医がいない状態

です。したがいましてことしの５月から、

予約制ではございますが医師による認知症

相談事業というのを始めておりまして、こ

の推移を見守りながら、もう少し検討した

いということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  これは医師等の話出ましたけども、その

地域包括支援センター、これ実際ございま

すよね、町の中に。認知症の疾患医療セン

ターの相談先をつけると、そこへ御本人が
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相談していただくということですので、そ

んなに重いというか、ではないと思うんで

す。これ一つのサービスだと私は思ってる

んです。実際は大阪府の中では実際やって

らっしゃいません、調べましたけど。近く

で兵庫県の高砂市とか、あともろもろ東北

とかやってらっしゃいますけども、そうい

う状況ではございますけれども、実際導入

費用につきましても神奈川県平塚市を紹介

しますと導入時のカスタマイズ費用が５万

円と、月掛けの管理料が約4,０００円と、

約年間１０万円なんですね。そういう少額

でもできますので、実際のとこそういう重

く受けとめることもありますけども、導入

について検討をお願いして一般質問を終わ

ります。ありがとうございました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、公明党の一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は１５時といたします。 

（午後２時４６分 休憩） 

（午後３時０２分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊鳴クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  井川佳子議員を指名いたします。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  議長のお許しをいただきましたので、５

番・豊鳴クラブ、井川佳子、一般質問をさ

せていただきます。 

  その前に、６月は通告書を用意しており

まして、またそれに対して行政側の皆さん

も御答弁を用意していただいてたと思いま

すのに申しわけありません。私の体調不良

の管理が悪かったために穴をあけてしまっ

て本当に申しわけありません。住民の皆様

にも負託をいただいてる私ですのに、その

ようなことを起こしてしまいまして、今後

は夜はよく寝る、それから小まめな水分補

給を心がけまして、実はめまいを起こしま

して救急車で運ばれてしまったので、以後

注意したいと思います。申しわけありませ

んでした。この場をおかりしましておわび

したいと思います。 

  済みません。では通告に従いまして質問

させていただきますが、理事者の皆様には

私にもわかるように親切丁寧にお答えいた

だきますようによろしくお願いいたします。 

  では第１回目、第１答目ですね。毎月２

５日にウオーキングデーと称されまして開

催されております。町にはそのほかにも水

曜ウオークでありますとか老人会の主催の

歩く会等でありますとかさまざま活動をさ

れている団体があります。また個人で健康

管理のために歩いていらっしゃるという方

も多数いらっしゃるんです。そこで私思っ

たんですけれども、わざわざ町主催でする

意義はどこにあるのかなと思って疑問に思

っております。中にはこれは町長の人気取

りの施策であるとかいう主婦もいらっしゃ

いますし、またほかには、忘れました、済

みません。何か、思い出しました。要する

に私たちというか、歩いてる暇あったらほ

かにもすることが町長にはようさんあるん

違いますのんという主婦の声も私は聞いて

おりまして、タウンミーティングというの

はまたタウンミーティングで設けていただ

きまして、わざわざ歩かなくてもいいんじ

ゃないかなって私は思ってるんです。その

意義とはどこにあるのか、お願いいたしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  お答えいたします。 

  この１日１万歩ウエルネス・ウオーキン

グというのは、やはり歩くことによって誰

でも歩ける、誰でも気軽に運動することに

よって健康にして健康になっていただくと

いうようなこともございまして、健康に関

する啓発のきっかけづくり、こういった趣

旨で始めさせていただいたというものでご

ざいまして、おっしゃっていただいている

以前から歩く会とかウオーキング活動をさ

れている団体、また個人で歩いておられる

方も大勢いられることは承知しております。

町が取り組むことによって最も身近な運動

である歩くことの効能と楽しさなどを、今

家にこもりがちな方にも知っていただいて

行動を起こしていただきたいという願いが

ということで実施させていただいたもので

ございまして、ウオーキングによって町民

の健康寿命の延伸、コミュニケーションづ

くり、こういったことを目指して自分の健

康をより大切にしていただきたいという思

いで実施しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  要するに、つまり歩くことはとても大事

ですし、それはもう皆さんされてるわけで

すよ。それをわざわざ町で主催する意義は

どこにあるのかっていうのと、なぜ町長も

一緒に歩かなきゃいけないのかって私は聞

いてるんです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずはやはりたくさんの方に歩いていた

だきたいということもございまして、それ

で私もまずは一緒に歩かせていただきたい

ということもございまして、これも歩かせ

ていただいたということでございます。 

  それとあとは一つはこれウオーキングの

プラットホーム的な意味も含めておりまし

て、例えばここを、この歩くことを通じて

ほかの歩いてるようなことの活動なんかも

紹介していけたらなということで、今、保

健センターの中にもウオーキングかわら版

というものを設けまして、ほかの歩いてい

るようなものの活動のことを、活動なんか

も周知するような努力なんかもしていると

ころでございます。ですのでより多くの方

に歩いていただきたいというような思いか

らこういったことをさせていただいてると

いうところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  私の質問時間なので、済みません、代弁

させていただきたいと思います。 

  私聞いてるのは、町長がどうして一緒に

歩く意義があるんですかって聞いてるんで

すよ。別に町長も一緒になって歩く必要な

いんじゃないですか。ほかにもいろいろな

ことがあったと思います。例えば歩いてい

る間にこれも解決に向かいましたよって言

うことですけど、例えば木代の自治会にお

願いに上がることとか挙げましても、限り

なく町長でしかできないことというのはい

っぱいあると思うんですよ。なのにこれ一

緒に歩くっていうのはちょっと、本当に人

気取りかなって言われても仕方ないところ

もあるん違います、そういうふうに言っち

ゃうと。いかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 



 

 2－68 

○町長（田中龍一君） 

  人気取りとかはそんな意味で私はじめた

つもりは全くございませんでして、これや

はりたくさんの人に歩いていただきたいと

いうことから、ですから私も一緒に歩かせ

ていただくことによってより多くの方も一

緒に歩いていただけるのではないかという

こともございまして歩かせていただいてる

ということでございます。またその中でい

ろいろな御意見なんかも聞かせていただけ

たらなということもございまして、いずれ

にいたしましても当初、このウエルネス・

ウオーキング、この事業についてはたくさ

んの方に参加いただきたいというような趣

旨から始めさせていただいておりまして、

そんな中からもまずは私一緒に歩かせてい

ただくということでたくさんの方に来てい

ただけるきっかけづくりになればというこ

とで、当然忙しい、ほかに仕事がある場合

は、必ずしも全部が全部参加できてるわけ

ではございませんでして、歩けるときに歩

かせていただいてるということでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  町施策として何かしていかなきゃいけな

いというのは、やはりそういう困っている

人たちに手を差し伸べるのが私は町行政だ

と思っておりまして、はっきり言ってもう

町長が歩かなくてもみんな歩かれるんです

よ。町長が歩かれなくても箕面森町のとこ

とかみんな歩いてはります。希望ヶ丘の中

にも夜歩かれる人もいるし、私が歩くこと、

例えば町長が歩くことによって１人でも、

町長も来てはるんやっていって来はる人っ

て何人いると思います。そんなんじゃなく

って、やっぱり私が言ったように、町長だ

ったら町長の仕事があるんじゃないかって

思ってる人もほかにいらっしゃるんですよ。

現に。なので、何で一緒に歩かないといけ

ないのかなっていうのが、はっきり言って

町民の素朴な疑問。それを私は今ここに立

って代弁してるわけで、それについての答

えが余りまだ見つからないんです、ここの

中には。お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後３時１１分 休憩） 

（午後３時１２分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  なぜ一緒に歩くのかという話ですけれど

も、本当にまずはこの事業たくさんの方に

歩いていただきたいということでまず始め

させていただいたということもございまし

て、一緒に歩かせてもらってる。それとも

う一つはこの機会にいろいろ御意見なんか

も聞かせていただけるということもありま

して、現にいろいろお話聞かせていただい

たということもございますので、そんな意

味からも歩かせていただいてるということ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  済みません。歩きながら聞くっていうの

とタウンミーティングというのまた違うと

思うんですね。だから住民さんの意見を聞

くにはやっぱりタウンミーティングをする

べきですし、ですからいつぞやの議員の御

質問に、タウンミーティングしないんです
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かって聞かれたときに、私は歩きながらタ

ウンミーティングしてますというような答

えが確かあったんですよ。いつかちょっと

覚えてない。そういうもんではないですね、

やっぱり。タウンミーティングはタウンミ

ーティングで真摯に皆様の意見を聞く場と

いうのはまた別にあるべきですし、ですか

らやっぱり歩かなくてもいいんじゃないか

な。やっぱり、そうなんですね、そういう

気持で歩いてらしたんですねっていうふう

に私の胸にはすとんと落ちてくるものがな

いんです、今の御答弁では。でしたらもう

私が次に書いてあるような、やっぱり家に

こもりがちな人の高齢者のために手軽に参

加できるような１００歳体操とか、そうい

うふうに事業を進めていけるように持って

いくべきだし、やっぱり自分で歩かれる人、

自助、自助がしっかりできる人はもうでき

はるんですから、それ以上に町長が出てい

って歩く必要は私はないと思うんですよ。

私の考えです。町長には町長の考えおあり

なんでしょうけど。なのでそうですね。じ

ゃああと一回だけ。何回も繰り返すのも私

の質問がなくなるだけなのであと一回だけ

私にちょっと納得できるような、どうして

も歩きたんやっていうお気持ちがあればお

答えいただきたいですし、もうあと一回だ

けです。その次はもう私１００歳体操のこ

とをまた聞きたいと思うので。ではよろし

くお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私、歩くということは大事だということ

は率先してやっていきたいということもご

ざいまして、私も歩きたいということもあ

りますし、率先してこの２５日の日には歩

いて皆様のお話も聞けたらあわせていいの

かなというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  済みません。町長が歩きたいっていうの

はやっぱり私用の時間に歩いていただいた

らいいと思うんです。町の施策として町長

も一緒に歩こうというのはちょっと私は性

格が違うと思うんですね。お話を聞くには

やっぱりタウンミーティングをするべきで

すし、それで私は逃げてほしくないと思い

ます。ここで歩いてるからタウンミーティ

ングは要らないというふうに逃げはいけな

いと思うんです。直球勝負でいきましょう

よ。タウンミーティングするんやったらタ

ウンミーティングをすると。歩きたいんだ

ったら申しわけないけど御自分で歩くと。

その御自分で歩いているところに皆さんが、

町長歩いてるやん、じゃあ私も一緒に歩い

ていいって来はるんやったらそれはまた別

ですわ。でも今やってる１万歩というのは、

やはり町長が来ますという前提で町職員の

皆さんはそれに携わるわけですから、ちょ

っと意味が違います、歩きたいっていうの

と。あと啓発というのはもうそこの部分で

は私はもう行ってる、啓発しなくても十分

歩いてはると私は認識してるので、だから

限り少ない町の予算ですよ。その予算をよ

り有効に活用していただきたいというのが

町民の代表である私の言葉であります。な

のでもうそれはそれでもういいじゃないで

すか。ことしで終わっても。次はやっぱり

啓発しないと出てこれない年齢層、一歩引

き上げませんか。それ言ってるのが次に書

いてある１００歳体操とか、公民館でやっ

てもだめです。この方たちはそんなに歩け

ない。なので各自治会、各自治体を守って

いただけるような例えば集会所、各自治会
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館、そういう単位で毎週１回っていうよう

な感じで先生を招いて１００歳体操なさい

ません。１００歳体操というのは高知県で

始まったんです。それが今全国で始まって

ます。やはりわざわざ機会をつくってさし

上げないと来れない方に手を差し伸べるっ

ていうのが私は町政の大事なとこだと思っ

ているので、ぜひこっちに方向転換してい

ただきまして、予算にもまだ間に合います

よ。次にそうやって変えていきません。よ

ろしくお願いします。いかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  いきいき１００歳体操についてお答えい

たします。議員御指摘のように平成１４年

に高知市のほうで考案されたものでござい

ます。現在豊能町においても介護予防事業

の見直しを行っておりまして、いきいき１

００歳体操とまではいませんけれども、高

齢者向けの体操の一つとしてシートスの健

康運動指導士の助言を受けて、豊能町独自

ではございますが包括体操というのを考案

しておるところでございます。５分程度の

体操でございますが、出前講座なりまた新

光風台の老人クラブでは会合の前に行って

いただいておりまして、その普及を図って

まいりたいと考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  いきいき体操にはこだわりません。豊能

町独自のとよのん総括体操みたいなのがあ

っても私はいいと思うんですよ。なので１

回目は老人の集いのときに何か体操をされ

るという話もちらっと聞いていますし、あ

そこにとよのんも、もし来れるんだったら

すてきだなと思って聞いてました。要する

に今東京ドームも入っていただいてます。

その指導員の方も助言もいただいたという

ことでいい方向に進んでるなと思います。

ある自治会ではされてるということなので、

それをやっぱり毎週１回その各自治会、各

集会所、自治会でどこか、きょうは月曜日

は例えば光風台、新光風台、東ときわ台、

ときわ台というふうに、希望ヶ丘、各自治

会ありますよ、高山もあります、切畑、木

代あります。だからどうしても自分で歩け

ない、そこの場所だったら私も行ってみよ

うかなぐらいの近い範囲でそういうのをぜ

ひ、そのウエルネス・ウオーキングのかわ

りに新年度予算には乗っけてほしいなと思

って今ここで叫ばせてもらってるわけなん

です。いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほどの普及を図っていきたいと私申し

上げまして、毎週というまではまだ約束は

できませんけれども、そういう包括体操を

推進する方の養成なりを含めて普及に努め

てまいりたいと考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  そうです。１人だったら例えば毎週。 

（発言する者あり） 

○５番（井川佳子君） 

  包括体操を普及していただくということ

で、やはり１人の先生では無理があると思

います。今のように１人の先生が１０人の

先生に、また１０人の先生が２０人の先生

にといいますと、毎週というのも夢はかな

ってくると思うんですよ。そういうところ

にちょっと工夫していただいて、いかがで

す町長。来年度からこれに切りかえません。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  切りかえるというよりは体操の有用性と

いうのはこれは十分認識しているところで

ございまして、このウエルネス・ウオーキ

ングをする前にも準備体操ということで体

操の詳しい方にやっていただいております。 

  またこの８月におきましても、当初から

暑かったので体操を中心にやりましょうか

という話だったんですけれども、ちょうど

台風だったかな、天候が悪かったので急遽

切りかえて体操だけ、それも椅子に座った

形での誰でもできるような体操みたいなこ

とも今回８月には実施したというところで

ございます。そういったことからもその体

操についてもこれから何かやっていけたら

いいのではないかという思いは持っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩。 

（午後３時２１分 休憩） 

（午後３時２２分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  会議を再開します。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  年齢の高い方のということで、これも私

も十分認識しておりまして、ですから先ほ

ど申しましたように８月のときにやったの

は椅子に座ってできるような体操、そんな

こともやっております、試みとしてやらせ

ていただいたんで、今後はそういった、ど

なたでもできるような体操、そんなことに

ついても検討はしてまいりたいというふう

に思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  私は今伝えましたように、本当にすぐ歩

いて行ける場所、もう公民館単位はちょっ

と遠いんですよ、年齢層の高い方について

はね。ですから何回も申しますように歩い

て行ける集会所、自治会館みたいなところ

でそういう座ってできる体操でもちろんい

いですし、ちょっとまたそこで元気やった

っていうような話もなるでしょうし、地域

の方は結構つながってはります。やっぱり

新興住宅地となりますと今までずっと勤め

てた、その延長でずっとうちに引きこもっ

たまんまやっぱり出れてないというところ

もあります。やっぱり新しく出ようと思っ

たら今まであった団体にちょっと入りにく

いしというときにそういうのが１週間に１

回でもあれば、そこでまたお友達とも会っ

て、じゃあ近くやったねっていう話でお茶

へも進むというような、要するに健康人口

ですね。健康である年代をより伸ばすため

に町施策としては案外そんなにお金かから

ずにできるんじゃないかなと思うので、今

またちょっと取りかかり中というのは聞い

てますので、ぜひ新年度予算に少し乗せて

いただきたい。そんな大きなお金は要らな

いと思います。よろしくお願いいたします。 

  ではバス問題ですね。北大阪ネオポリス

線の一部を、ここへ行くまでに、私この間

ある大学生の教授と講師とそれからタイか

ら留学生の方３人、私にお話が聞きたいと

いうので何かしらと思って出ていきますと、

タイという国は今ずっと発展途上国であり

まして衰退したことがない。要するに希望

ヶ丘の議員の私に何が聞きたかったかとい

うと、その衰退していった原因とその衰退
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してからの対策みたいなのはどんな感じな

んですかっていうようなお話があって、聞

きにきはったんですよ。私が答えたのは、

私たちの子ども、平成２年に越して来たと

きに私たちの子どもすごく多かったんです。

小学校もどんどん建て増していく時期でし

た。だけどこの子どもたちが巣立って行き

ました。結婚就職で巣立って行きました。

なので私たちいま親２人で住んでおります。

そういう一つの家族が希望ヶ丘全体の人で

ありますし、それがひいては豊能町全体の

ちょっと大きなモデル的な感じで世帯数は

一緒だけど、でも人口が減ってる状態。そ

して若い人がいない。二十歳代の女性もい

ないという原因は何かって聞かれたらこれ

かなというふうにお答えしておきました。

またバスの話をしたら、もう通ってるんで

しょうって言われまして、私実は選挙のと

きに一番最初出た町長選挙にこれを公約に

出てるもんですから、もうあれから何年も

たってるし、私もずっと議員してるのでも

う通ってるだろうと思って、帰りそのバス

で帰ろうと思いますって元気に言われたん

ですね。申しわけありません、まだいろい

ろ対策はしてくださってます、駅にバス停

に職員の方を立てていただいて実験とかも

していただいてるんですけどまだ済みませ

ん、もとの路線を通ってますっていう御案

内でその方たちは帰りはバスで帰られたと

いうのがありまして。 

  次へ行きます。要するにその北大阪ネオ

ポリス線の一部を箕面グリーンロード経由

で千里中央に結ぶ構想で朝便の一部を直行

便にしても箕面の方々の足には影響がなか

ったっていう調査結果を確か耳にしたはず

なんです。そうお答えいただいております。

それを手に持って今どのように阪急バスさ

んと交渉を進めているのか。また箕面市さ

んと交渉を進めているのか。茨木市さんと

交渉を進めているのか。その進捗状況をお

伺いしたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、議員は箕面の方々には影響がないと

いうふうにおっしゃいましたけども、私そ

ういう言い方は決してしてなくって、影響

は少ないと思うと。要するにそのトンネル

便をいたしますと箕面市域で今の便はお客

さんが多いので、そういう箕面市域で影響

があるということ。それから箕面市域でも

茨木市域においても便がなくなるバス停が

できてしまうという、そのような課題もあ

りますということはこれまでも申し上げて

きたと。その課題について阪急バスとか箕

面市、茨木市と協議を、交渉しているとい

うことを申し上げてきたということでござ

います。昨年度からはその調査結果を受け

まして、町で具体的なダイヤの案をつくり

まして阪急バスと箕面市に示してきたと。

これもこれまで説明してきたとおりでござ

います。今年度からどう変わったかと言い

ますと、阪急バスと町が勉強会というよう

な形でざっくばらんに話すテーブルを持て

ませんかというようなことをもちかけまし

て、事務レベルの協議でございますが、そ

ういう勉強会という場で意見交換行ってい

るというところでございます。阪急バスに

おかれては具体的にそれじゃ会社としての

案をつくってみましょうというところまで

きておりまして、朝夕のラッシュ時、朝だ

けでなくて夕もですけども、朝夕のラッシ

ュ時の一部の便についてはトンネル便にす

ると、そうするとこうなるという具体的な

案を阪急バスが考えていただくというとこ

ろまではきております。まだ箕面・茨木と

の交渉といいますか説明とか、あとは新し
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いダイヤにしましたら運輸局とかの調整も

必要なんですけども、そういうハードルは

残っておりますが、なるべく早期にトンネ

ル便を実現したいということで非常に具体

的な協議までは進んできているというとこ

ろでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  具体的に進んでいると。私がちょっと間

違ってたとこもありましたし、あれからも

何回もバスは私、利用してるんです。何人

ぐらい乗られるのかなと思って実際利用し

ないとわからないし。そうしたらやっぱり

泉原のあたりでお１人乗ってくるとか、そ

してお昼の便はやはり粟生間谷へ出ていっ

て、本当には千中に行くには右に行くのに、

一回左に曲がって粟生間谷の住宅の中ぐる

っとロータリー回るんですね。それでまた

千里中央へ行くので、ちょっと５０分と言

わないですね。１時間近く千中へ出るのに

かかってしまいます。そのバスにはやっぱ

り箕面の方は１人も乗られなかったですね、

そこのロータリーでは。なぜかというとも

っと便利なバスがあるらしくって、皆さん

それをお待ちで、そのバスには乗らなかっ

たっていう現状もありまして、あれも別に

回る必要がないんじゃないかなっていうよ

うなこともまた調査していただきたいなと

思うんですね。私もそう感じているので。

またそういうテーブルをつくってらっしゃ

るということですので、そこでもまたその

話とかでもしていただけたらどうかしらと。

何人も乗らはるんだったらそれは箕面の方

もいいんでしょうけど、別の便があるのに

わざわざそこを回る必要はないと私は感じ

たので、それまた勉強会のときにちょっと

調査していただいた結果なんかも言ってい

ただけるとうれしいなと思います。 

  そして早期に実現したいという、今お話

をいただいたんですが、その時期なんです

けど、朝から管野議員も聞いていただいた

んですが、２０２０年に北大阪急行が萱野

中央まで延伸されてきます。そのパンフレ

ットを入手しました。今ちょっとここ手元

にはないですけど、そこには豊能町に行く

バス路線も変わりますよっていうふうに、

別に書いてるわけじゃないですけど、でも

図がありまして、要するに今ぐるぐる回り

のぴゅっという豊能町と、またそのグリー

ンロードの中をしゅっと通って豊能町へ行

く便が確かに見受けられるんですね。そこ

を早期実現の早期として考えてらっしゃる

のか、あるいは、いやいやそんなそこまで

待たせませんておっしゃってるのか、そこ

はちょっと聞きたかったんですけど。よろ

しくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  その議員のおっしゃっているパンフレッ

トを私も見まして、箕面市の方と一緒に見

まして、箕面市の職員の方にこの線を書い

ていただいてありがとうございますとお礼

を申し上げたというようなことでございま

す。そのトンネル便の実現する時期でござ

いますけども、その萱野中央の開発が終わ

ってからのバスの再編、それを待つのでは

ございません。それまでに実現をするとい

うことで具体的に今話を進めているという

ところで、残すハードルはもう少なくなっ

てきているというふうに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  某大学の方が来はるまでにそのお答えを

先に先に私窓口でお聞きすればよかったで
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すね。そうしたらもうちょっと私の印象も

違ったかもしれませんが。本当に私だけじ

ゃなくてみんなが熱望してます。すごくう

れしいお答えをいただいたのでどうぞよろ

しくお願いいたしますっていうのはここで

言ってはいけないと言われているんですが、

もう本当にそういう言葉に尽きると思うの

で、済みません。 

  それで次です。期待しております。次で

すね。東西バスが廃止されました。これは

もう交通特別委員会でもこれはお話は聞い

てます私も。私そのときにやっぱり日に４

０人利用されますって聞いたんです。やっ

ぱり東地区からそれに乗る人も少ない。西

地区から乗られる人はたくさんいるって言

うのも状況もよくそのときによく聞いてま

すし、聞いてるんですけどどうなんでしょ

うね。もう私あれでちょっと向こうに働き

に行ってたんですよというような声も聞き

まして、今すごく乗り継ぎの状況も厳しい

状況だし、お金もまた高くなったというこ

とで、交通費が出ますという人はそれでい

いですけど、やはりあちらには阪急オアシ

ス、済みません、言ったらいけないんです

かね。 

（発言する者あり） 

○５番（井川佳子君） 

  そうですか。阪急オアシスっていうスー

パーもあります。こちらももちろんだいや

すさんがあるんですけど、やはりそのスー

パーに買い物を楽しみに行ってたんやって

いう人もいらっしゃるわけですよ。今、手

押し車引いてバス乗りかえていってはる人

もいはります。そういうことを思えば、何

人のためにそれ動かすんや言われたらまた

厳しいところもあるんですけど、でもそれ

もまた管野議員のあれで聞いてましたら、

リレー便のほうが以前より乗車率がよいよ

という話も聞いたんですけど、でもどうな

んでしょうね。でも同じお金を投じるんで

あれば、やはりより不便なところを便利に

したほうが町としては有益じゃないでしょ

うか。もちろんそういう実験があってから

この東西バスがなくなったっていうのは

重々承知なんです、私も。だからここでわ

がまま言ってるというのも十分わかってる

んですけど、でもやっぱり希望ヶ丘だけじ

ゃない、東地区の皆さんも御利用してたわ

けで、あそこどうですか。やっぱり申しわ

けありませんが西地区には西地区維持路線

という1,０００万円の補助もおりてますよ。

だったらどちらの東西バスでそんな乗らへ

んやんかいうてもやっぱりそれぐらいのお

金は、お昼の間だけでも、このお買い物行

く間だけでもちょっともう一度走らせてい

ただけるというような、虫のいい話とは思

うんですけれどもいかがでございましょう

や。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  東西バスにつきましてはもう議員も今お

っしゃったとおりでございまして、議会に

も何回も御説明を申し上げましたし、地域

公共交通基本構想、地域公共交通会議にお

いて議論をしてきたと。社会実験の結果こ

れは廃止をしましょうということを早々に

決めたわけでございますけども、決めた折

が平成２３年度だったというふうに思いま

すけども、ただその直ちに廃止をすると東

西間移動の方法がなくなるということでご

ざいまして、基本構想では将来形は箕面森

町でとまっているバスを能勢電のどこかの

駅まで、今はときわ台と考えておりますが、

そういう便をつくった上で中止々呂美乗り

かえでそこを中心に東西間移動もできる。

それから西地区の方がバスで池田方面に行
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くとか、そういうこともできるとか、要す

るに池田方面、東方面、西方面、千里中央

というような４方向にどこにでも行けると

いう結節点を中止々呂美にしようというよ

うな構想が将来的な構想でございます。今

のところは東西バスは廃止という結論が出

たので廃止をいたしまして、ところが東西

間の移動ができないのでリレー便でそれを

賄いましょうという短期計画でございます。

短期計画でございますので、いずれは将来

箕面森町線を能勢電鉄の駅まで延伸をして、

廃止をしてそれに統一をするという構想で

進めてまいりますので、いつまでもこれを

置いとくというつもりはございませんけど

も、東西バスの復活はないということでご

ざいます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  今聞いてますと、西地区の人がバスを利

用して池田へ行くことってあるんだろうか

って、ちょっとクエスチョンですね。あち

らには便利な、私たちは便利だと思ってる

んですよ、能勢電鉄があるじゃないですか。

バスで池田に行くと、私も池田におります

よ、バスで。そうしますとやっぱり混むん

です、池田のとこで。それよりも西地区の

方は能勢電車に乗ったほうが早いですよ。

なので、安いらしいです。なのでそんなに

お得かどうか私わかりません。今でも、短

期的っておっしゃいましたけど、今でも一

応、ときわ台やったらないって言われたら

そうなのかもしれません。やっぱりあるじ

ゃないですかね。より便利に、より不便な

ところを行政の力で。さっきも申しました。

今あるところはもうそれで申しわけないけ

どあるし、バスの維持も1,０００万円乗せ

てますから、ですから今ないところに補助

するのが町行政ではないかなと思うので、

やっぱり今ない不便なところにちょっと手

を差し伸べていただくように、計画も幾ら

でも変えれると思いますので、ちょっと変

えていただきたいなと思ってます。今お答

えは無理です。 

  でもちょっと通告書にあります、次です。

東西バスを走らせたときに運行が重なると

いう理由で希望ヶ丘と余野間の便が極端に

減ったと私は認識してるんですよ。今回東

西バスがなくなってより余野に出るのが不

便になりまして。私歩きました、余野から

何回も。歩ける私はいいです。じゃあ歩け

ない年齢層、私がさっき言いました高い年

齢層の人はどうするんですかということな

んですね。これは調査されてますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  余野と希望ヶ丘間のバスが減った件でご

ざいます。それは議員は東西バスを走らせ

たことが原因とおっしゃっていますけども、

調べましたところその便数が減ったことに

ついては東能勢線の池田・牧間の便を半分

に減らして池田・希望ヶ丘間に振りかえた

ということがございまして、そのときに余

野と希望ヶ丘をの間を走るバスがふえたと

いうことでございますから、その重複する

部分で希望ヶ丘、北大阪ネオポリス線の余

野行きが減ったと、希望ヶ丘どまりになっ

たというふうなことでございました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ですが悲しいかな、そのバスは２時間に

１本なんですね。やはり不便には変わりな

いです。やっぱりさっきの東西バスがなく

なったのはちょっとつらいなと思うんです

けど、今後阪急バスにそれを交渉されるお
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考えはないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  その減便となったものの復活といいます

か、それにつきましては先ほど申し上げま

したトンネル便を実現することによって希

望ヶ丘から余野経由で千中に行くとか、逆

に千中から余野経由で希望ヶ丘行くとかい

う便ができますので、それで解消ができる

というふうに考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  では本当に早期に実現いただきたいと思

います。 

  それと通告書に出してましたけれども地

域公共交通会議のメンバーに実際バスであ

るいは電車でお子さんを高校等に通わせて

いらっしゃる年代の方がちょっとないよう

にお見受けするんです。例えば老人クラブ

の連合会の会長さんでありますとか、自治

会長さんでありますとか、自治会の会長さ

んでありますとか、豊能町介護者の会の方

でありますとかという方が何か地域住民と

してここに、地域公共交通会議の委員とし

て入ってると思うんです。私、交通特別委

員会が開かれたときにぜひそういう年代の

方も、例えば町Ｐの会長さんとかいらっし

ゃるじゃないですか。その方西ならまた東

の方も入れるっていうか、ちょうどそのバ

スを利用してるお子さんの親御さんがいる

その年代を東地区・西地区で代表として入

れていただきたいなということを再三申し

上げてるんですけれども、大体その公共交

通で大事なことが決まっていくので、そこ

にもそういう年代の住民の意見というのを

反映させていただきたく思うのでいかがで

しょうか。入れていただけませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  地域公共交通会議のもとには分科会とい

うのも設けておりまして、その分科会にお

いてはより多くの意見を聞くということで、

このたびの地域公共交通基本構想の策定の

過程におきましてもその分科会に吉川中学

校と東能勢中学校のＰＴＡの保護者代表の

方に入っていただきまして御意見を頂戴し

たというようなことはやっております。 

  今後につきましてもまた策定時と同様に

見直しをしていく際にはそのようなお子さ

んに限らずいろいろな御意見を賜れるよう

なそういう利用者代表から意見を聞くとい

う機会は当然もっていくというつもりでご

ざいます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  分科会ではそのお答え、御意見を吸い上

げていらっしゃるということでもあります

し、またそのように今おっしゃったように

取り組んでいただきたいと思います。 

  それと環境問題なんですけれども、木代

地内の土砂崩落後のビニールで覆われてい

る土地の地質監査とか浸出水が出る水路の

水質調査は問題がないという報告をいつも

自治会からも来てますし見てるところなん

ですけども、やはりその景観上、せっかく

緑豊かな豊能町に越してきたのに入ってき

たらすぐあのビニールに覆われた畑がある

わけですよ。何やこれっていう話で、いつ

まであの状態なのと、あの地域住民の声も

私聞いておりまして、皆様のお声も聞いて

まして、今ここに立ってるわけなんですけ

れども、今後あれをどのような状態にもっ



 

 2－77 

ていくんでしょうか。府とそれから土地所

有者のお話し合いということでされている

と思うんですけど、それをどのように把握

されていますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  崩落後の仮置き場の件だと思いますが、

先般地元と大阪府池田土木事務所が開催し

た地権者の説明会というのがございまして、

町としてもそれに参加してきたところでご

ざいます。府としましては地権者の方々の

意向にできるだけ沿った形であと考えると

いうことでございまして、地権者の中には

買い取ってほしいとおっしゃってる方もお

られますし、一方農地で戻していただきた

いという方もおられまして、それらをどの

ように地権者の方の意見を全て吸い上げ終

わるかというところで、今現在まだ府と地

権者の方の交渉が続いているところでござ

います。ただ府が買い取ったところにつき

ましては道路の維持管理施設として活用し

ていきたいというふうなことを計画として

聞いておるところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  今、交渉中ということで、大体じゃあい

つごろまでにというふうな案を、例えば住

民の人に聞かれたら私はいつごろでしょう

ねっていう話になるんですけど、いかがで

しょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  大阪府のほうにおきましても一刻も早く

決着をつけたいということで頑張っておら

れますが、相手、地権者の方がおられる中

での交渉になっておりますので、今現在い

ついつまでに完了するということはお答え

できません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  済みません。農業委員会等の関係で期限

があると思うんですけど、いかがでしょう

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  農地に関しまして、農地の転用期間です

ので３年間が限度になっておりますので、

我々は大阪府に関しましてはその３年以内

で全て完了してくださいということを常々

申し上げているところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  わかりました。大体今のお答え聞いて少

しは説明してる内容が少しふえたかなと思

います。 

  ３月議会で豊能町土砂等による土地の埋

め立て等の規制に関する条例制定がなされ

まして、７月より施行されております。５

００平米以上3,０００平米未満の区域の埋

め立て等については町長の許可が必要にな

ります。土壌汚染、土砂の崩落、飛散等に

よる災害発生の防止のために必要な施策を

推進することになってるんですけれども、

既存の部分についてはこの指導は６カ月の

猶予がありまして、そしてその後、この法

にはめていくということになってるんです

が、今豊能町の中にいろいろ行為地があり

ます。あの行為地の中で町が見ていく場所

というのはどことどこになるんですか。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今現在行われております行為地につきま

しては全て3,０００平方メートル以上でご

ざいますので、町が直接的に指導を行うと

ころはございませんが、大阪府とともに進

めていきたいと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  では全て大阪府の管轄なんですけれども、

豊能町もそれを一緒に見ていくということ

でよろしくお願いします。 

  希望ヶ丘１丁目の行為地はどのような指

導をされるおつもりでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  希望ヶ丘横の土砂の積み上げにつきまし

ては、条例ができました後も続けて搬入が

続けられている状況でございまして、その

規模から見ますとやはり3,０００平方を超

えますので、府条例の許可が必要な行為に

なることになっております。現在このまま

６カ月を超えて１２月以降も１月以降も土

砂を積むということであれば大阪府の条例

の許可をとりなさいということで指導をし

ておりまして、実際業者のほうも大阪府の

ほうへ相談に行っておるということでござ

います。現状、町といたしましては宅地造

成等規制法の関係で指導を行っているとこ

ろでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  その行為地につきましては自治会とそれ

から１丁目、２丁目のごらんになりたいと

いう方と、私とか議員もいたんですけど見

にいかせていただきまして、私有地であり

ますので入ることはかなわなかったのでそ

ういう機会を設けていただいて業者の理解

もありまして行ったら、かなり広かって本

当驚きました。想像以上の広さで、もうあ

れはどう見ても3,０００平米以上あるなと

目では見ておったんです。やはり住宅地が

近隣しておりますので、あの場所は本当に

心配されている方も多いです。町としても

しっかり把握して御指導していただきたい

と思います。 

  もう時間もありませんけど、エスカレー

ターです。私たちは全員協議会のときにも

少しは説明していただきましたが、あれは

住民の皆さんにとってはやはりまだ知らな

い状態ということになりますので、それに

ついて私は今から聞いてこの場で発表して

いただくことはしていただきたいと思いま

す。エスカレーター問題についてでござい

ます。以前６月、白紙撤回って言われまし

て、私頭がくらくらとしてしまいました。

白紙撤回といいますともう考えないって言

うことなんですよ。なくなる。だからエス

カレーターじゃなくてエレベーターかもし

れないし、でも全然考えないことも選択あ

りなのかなとかいろいろ考えまして、物す

ごく不安になったんです。皆さん希望され

ているというのをひしひし感じていますの

で、なのに今回、そんなこと聞いてたら本

当のこと聞けなくなりますけど、こういう

手だてがありましたってお話ししていただ

いて本当にうれしかったんですけど、あの

ときの白紙撤回って言ったときの町長のお

気持やっぱり確かめたいんです。あのとき

にはもう町長としたら無理かなと思ってら

したからその言葉をお使いになったんです

か。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  あの段階では昨年の調査の結果から出た

安息角に達していないということに関する

是正手段ということが正直なところ見つか

ってなかったということもございまして、

これを解決するためには手だてがなかった

ということもありましたので、ただあそこ

の利便性という、確保というのは必要だと

いう思いもありましたので、一旦はあのと

きにその手法が見つかってなかったので、

かつ工事について早く述べるというような

こともございましたので、あの時点のあの

ときの材料の判断のもとに手だてがなかっ

たのでああいった形の回答をさせていただ

いたということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  では私たちが説明受けた方法を皆様にわ

かるように、可能になった方法をお願いし

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今考えておりますのはエスカレーターの

ピット自体を下から受けるような形でもつ

のではないかということで今後検討してい

きたいということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  では能勢電鉄の敷地。 

（発言する者あり） 

  済みません。終わりましたので井川佳子

の質問終わらせていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、豊鳴クラブの一般質問を終わり

ます。 

  次に、無所属の会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  福岡邦彬議員を指名いたします。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  無所属の会、福岡でございます。これか

ら一般質問をさせていただきます。明確に

お答え願いたいと思います。 

  訂正させていただきます。通告書の中で

３番、４番については町長、教育委員長、

担当理事者と書いてますが、今はやりのﾄｰﾚ

ｽの間違いでございまして、これは教育委員

長を抜きます。３番、４番についてはね。

これは訂正させていただきます。３番、４

番に、住マイル助成に教育長なんかえらい

ことになると思いますので、ﾄｰﾚｽの間違い

ということで御了解ください。 

  初めに、豊能町の創生と人口増について

お聞きしたいと思います。 

  先日、豊能町の、まち・ひと・しごと創

生総合戦略の策定に向けて５年計画でやっ

ておられますが、その中で３月議会で一遍

交通体系について特化してはどうかという

提案をさせていただきました。現実に先ほ

どからも東西バスの連絡云々とか、あるい

はリレー便というのが出ておりますけど、

やっぱりなぜ東西便ができたかということ

の基本原点に帰らなあかんの違うかなとい

う感じが私はしております。それは西地区

にユーベルホール、それからシートスある

いはもろもろの東にない図書館等々がある

ということでそこに行っていただきたいと

いう形で東西バスができたという感じであ



 

 2－80 

ると思います。ところがときわ台駅周辺整

備方針等の検討についての中でときわ台の

駅周辺の整備というのが昨年出てまいりま

した。そのときに私どもの議会としては交

通特別委員会は解散になりました。多くの

住民さんに何で解散したという形で言われ

ました。しかしそのときに能勢電も阪急バ

スも再調査をしない。やっぱりときわ台駅

周辺等整備方針等の検討について多くの補

助金が出るというような形でありました。

そういうような状況の中で交通特別委員会

を解散したんですが、やっぱり時期尚早か

なという反省はありました。そこでこの交

通施策については特化するというお話だっ

たので、質問事項のトップから聞けますが、

豊能町の創生と人口増について、希望ヶ丘

の地区の活性化については私は交通という

のが切って切り離せない問題だと思ってお

ります。新たに交通難民という言葉があり

ますが、希望ヶ丘は買い物難民と言われて

おる人もいらっしゃいます。現実に私の知

ってる人も交通難民でございます。これを

どのように把握されているかについて町の

見解を聞きたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  交通難民、買い物難民ということでござ

います。交通難民というのは路線バスが廃

止されたりとか便数が減ったりというよう

なことで移動手段がなくなった方とか移動

手段が限られる方。その中で主に自家用車

を持たない方とか自家用車を運転されない

方でその中でも高齢者の方というような方

が該当するのではないかというふうに認識

をしておりますし、一方で買い物難民につ

きましては商店が撤退とか廃業したという

ようなことで高齢で行動範囲が狭くなった

というようなことで食料品とか生活必需品

の買い物に困る方々というようなことが交

通難民、買い物難民という定義であるのか

なというふうな認識をしておりまして、希

望ヶ丘の方々がそれに当てはまるかどうか

というようなことになりますと、路線バス

が廃止ということにはなっておりませんの

でいわゆる世間でいう交通難民という定義

には当てはまらないのかなというふうには

思います。それから買い物難民につきまし

ても商店が撤退、廃業というようなことは

ないとしても、今のところ食料品店が希望

ヶ丘内、希望ヶ丘限定でお聞きですので希

望ヶ丘のことを申し上げますと、希望ヶ丘

内にはその食料品店というものが小さいも

のが一つ二つあるというようなことで、買

い物にはお困りであろうなというような認

識は持っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そこで私、リレー便という病院のとこに

とめてときわ台に行くとかいう話の中で、

非常に失敗したのではないかという感じを

持っております。やっぱり東西という、東

の人が西に行くときにシートスあるいはユ

ーベル等々について、やはりオアシスある

いはカナート、あるいはその向こうのコー

プとありますので、やっぱりそこにも直接

バスを走らすべきであったんかなという感

じはします。これについてどう思われます

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほども言いましたように、自家用車を

お持ちの方につきましてはそういう交通難

民、買い物難民に当たらないというふうに
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思っておりますので、私どもの現状としま

してはセーフティネットとしまして「おで

かけくん」、高齢者外出支援サービスでご

ざいますが、これをやっておりますことと

か、あと東地区におきましてはデマンドタ

クシーの運行も行っておるというようなこ

とがございますので、これらを御利用いた

だいて移動していただくと、買い物等にも

御利用いただくというようなことが可能で

あるかなというふうに思っておりまして、

引き続きそのような施策を進めてまいりた

いと、より充実にも努めてまいりたいとい

うふうに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  高齢者について、これからますます高齢

者ふえてくると思うんです。水一本持つ、

あるいは相当な、どうやって運ぶかという

問題もあると思います。先ほど私は交通網

でトンネル便は具体的に進んでいるという

ことなので、これについては聞きませんが、

やっぱり高齢者対策として、やはり西の地

区の商店街に直結するようなものがあれば

非常にいいかなと。ああいう病院の乗りか

えというのは非常に申しわけないなという

感じはしております。この来年５年間につ

いて豊能町まち・ひと・しごと創生総合戦

略の策定について、前回私は考えていただ

けますかといったとき、町から考えますと

いうお話だったんですけど、これは考えて

いただくということでよろしいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まち・ひと・しごと総合戦略につきまし

ては、交通ももちろん重要な柱でございま

すので、その戦略の中に交通施策も盛り込

んでいくということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  その中で先ほどおっしゃったトンネル便

は具体的に進んでいるということの、もう

含んでいるということでよろしいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  トンネル便を含むかどうかということは

今ここでお答えはできませんけども、トン

ネル便についてはもう具体的に今動いてお

りますので、まだ進展のない森町線の延伸

とかそちらのほうになるのかなというよう

なイメージは今は持っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  だからその豊能町まち・ひと・しごと創

生総合戦略の中に入ってて、その中で具体

的にトンネル便は具体的に進んでいるとい

うふうにおっしゃってましたので当然入っ

てると思ってるんですけど、これはリンク

してないんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  トンネル便を実現する、しないにつきま

してはもっと早く結論が出せたらなという

ふうな思いを持っておりまして、盛り込む

かどうかはちょっとわからないと申し上げ

たのでございまして、トンネル便が実現し

た後につきましても、当然東地区の交通網

というのは充実をしていかなければならな

いので、そういう充実についてはその北大

阪ネオポリス線も、そのまち・ひと・しご
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と創生総合戦略の対象には入ってくると思

っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ということは、いわゆる希望ヶ丘地区の

活性化にもつながると、高齢化対策にもつ

ながるという形で私は訴えております。や

はりその高齢化に向かって買い物難民ある

いは入学、就職等々でいわゆる便利になれ

ばそれなりに定着率も深まるという感じで

思っております。ぜひこれについては豊能

町まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で

きちんとした検討を加えて、希望ヶ丘地区

の活性化に寄与するように検討願いたいと

思います。 

  次にときわ台駅のバリアフリー化につい

てですが、ときわ台駅周辺の整備について

は、やはり昨年、平成２６年９月２７日に

提案されました。私どもは交通特別委員会

の中でこういう４年たてばときわ台のバリ

アフリー化もできる、ときわ台の周辺もう

まく活性化するんだなという感じで思って

たですが、これについて変更ありませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ちょっと長い答弁になりますがよろしく

お願いします。 

  ときわ台駅のバリアフリー化につきまし

ては能勢電との勉強会、これを重ねてまい

りまして周辺地域の活性化も含めた整備手

法も検討をしてまいりましたし、一方では

国の補助金を活用すると、この精査も行っ

てきたというところでございました。バリ

アフリー化の手法につきましてはスロープ

からエレベーターかと、どちらからの設置

ということで検討してまいりまして、スロ

ープの場合は安全な勾配を確保するために

は延長が非常に長くなるということがござ

いまして、その高齢者の方とかベビーカー

の方などには非常に利用がしにくいなとい

うことで、エレベーターを設置するという

方向で能勢電と協議を続けてきているとこ

ろでございます。そのエレベーターの設置

の方法につきましては、当初は小さい駅ビ

ルのようなもの、要するに駅舎を建てかえ

てテナントが入るような駅ビルを設置しま

してその地域ににぎわいをもたらすという

機能と、エレベーターを設けることによっ

てテナント料等でエレベーターにかかるコ

ストも回収をするというような方法を考え

ておりました。それと同時に駅の利用者も

増加させることができるというような一石

二鳥のようなことを考えておりまして、国

の交付金につきましてはこの方法に非常に

合致するなということで、また補助率も高

いというような立地適正化計画の策定によ

って交付金を活用しようということを目指

してまいりまして、整備方針も整理をして

きたところでございました。 

  また一方では駅ビルという、小さい駅ビ

ルですがその小さい駅ビルが無理でも現在

の駅舎にそのままエレベーターを設置する

という方法もできないかということも協議

してまいりました。これらいずれにしまし

ても町の事業としましては駅前ロータリー

を整備しまして将来的にはときわ台に路線

バスを持ってくるということもあわせて考

えていたものでございました。現在もそう

いう方針に変わりはございません。 

  しかし現在、能勢電においてはその駅ビ

ルの設置には非常に消極的でございまして、

また駅前整備と同時に現の駅舎にエレベー

ターを設置するという方策につきましても

これも否定的でございまして、バリアフリ

ー化の実現、バリアフリー化を実施すると
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いうことに対しては例えば住宅開発、町有

地を使った住宅開発というような駅の利用

者の増加を、そういう計画を示すと。それ

をもって能勢電も含めた阪急グループ内で

協議する条件が整うという意見をお持ちで

ございます。つまりバリアフリー化には具

体的な人口増加策、これが前提であるとい

う答えをもらっているというところでござ

います。当初の方針で進めていくことは非

常に困難な状況となっているところでござ

います。 

  またその立地適性化計画につきましては、

国の本省の担当者と事前相談をしておりま

すが、この西地区の地域性といいますか、

既に市街化区域が狭くってその立地適正化

計画をすると居住誘導区域というようなも

のを設定するんですけども、もう既にコン

パクトなコンパクトシティであるというよ

うな地域性がございまして、この立地適正

化計画を活用するためには川西市とか箕面

市とかとの広域的なそのような計画を策定

していくことが必要ですよという指摘を受

けたことがございます。 

  また本年３月には、先ほどから出ており

ました土砂災害警戒区域にこのときわ台の

駅周辺が指定をされてしまったというよう

なこともございまして、この立地適正化計

画を生かすためにはときわ台の駅周辺をそ

の居住誘導区域に設定しなければならない

のにその居住誘導区域が警戒区域であると

いうことから、その駅前を居住誘導区域に

設定することそのものも非常に困難である

というようなそういう現実もございます。

これら能勢電の状況とか国からの指摘など、

これらを踏まえますと早期にバリアフリー

化をやるということは非常に困難な状況で

ございますけども、町としましては引き続

き能勢電が意思決定をしていただけるとい

うような地域活性化策、これはどんなもの

がよいかこれから協議をしてまいりますけ

ども、そういう地域の活性化策を取りまと

めてまいりますとともに、立地適正化計画

以外の国の交付金、これはひょっとしたら

金額的に不利、交付の率も減るかもわかり

ませんが、社会資本整備総合交付金いろい

ろな種類がございますけども、それぞれを

組み合わせた交付金で何とか駅のバリアフ

リーと駅前の整備、これを実現をしてまい

りたいという思いは変わっておりませんの

で、それぞれの整備手法の検討をこれから

も進めてまいりたいという状況でございま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  一言で言うたら、後退というよりもなく

なったでよろしいですか。いわゆる社会資

本、この都市機能立地支援事業というのは

従来の社会資本整備交付金よりも交付率が

高く、国からも民間への直接補助も可能と

いった形で、要求額に対する交付額の割合

も高くなる見込みと。本当に豊能町の幹部

の皆さんが好きな交付金もようけ入ってま

すやんか。それをあえてとりにいかずにこ

ういう形で後退させてよろしいですか。と

いうことはときわ台のバリアフリーも今の

ままでいけば絵に描いた餅でっか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ときわ台駅前の整備につきましては駅の

バリアフリー化の実現とセットで行いたい

という思いを持っておりました。ところが

先ほども言いましたように能勢電について

はそのバリアフリー化について非常に厳し

い条件をお持ちやということでございまし

て、その立地適正化計画については今すぐ
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に手を挙げたとしても、もう実は手を挙げ

てしまってるんですけど、それは取り下げ

る必要があるんですが、その立地適正化計

画を今取り組むということになりますと時

期的に無理があるということで、それにつ

いては諦めたいというふうに思っておりま

すが、何とか駅前の整備、これは町の責任

で駅前ロータリーの整備とか駐輪場の整備、

これはやらなければならないというふうに

思っておりますし、ぜひとも路線バスをと

きわ台に引っ張ってきたいという思いもそ

れは変わっておりませんので、何とか能勢

電に意思決定していただいて一緒に実現を

したいという、その思いは変わっておりま

せん。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  平成２６年３月２５日に豊能町地域公共

交通会議議事録がここにあります。これ、

このときに、これまで入ってこなかった能

勢電鉄株式会社を地域公共交通会議の委員

として追加することについて全員異議なし

で合意したと。このように参加されている

にもかかわらず、今の話ではちょっとおか

しいなという感じがしますけど、これは相

手のあることですからこれからじっくりと

やりたいと思いますけど、この関係とそれ

以降、平成２６年３月２５日以降に地域公

共交通会議やったんかやらないか。この今

の内田部長がおっしゃったようなことは俎

上にのったかどうかについてお聞きしたい

と思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  地域公共交通基本構想は昨年春策定でご

ざいますので、議員の御指摘の日以降も開

催をしております。ときわ台のバリアフリ

ーそれからときわ台駅駅前のロータリーを

改修してバスをときわ台に持ってくるとい

うことについても当然会議の中の議題でご

ざいました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ところが一番問題になっている、そのと

きわ台のバリアフリー化、あるいは拡張、

活性化のための二つのネックですね。商店

街の同意あるいは話し合いも一切されてお

りません、私の調査では。それから今大型

バスが入るネックの教室みたいなとこあり

ます。それの話も出てないと。これは無理

違うかなと思って聞きに入ったという話で、

私は不動産屋に行ってこの話し知ってるか

いうたら知らんと。私がその地上げ、地上

げいうたら言葉悪いですけど交渉しましょ

うかという話やってはりました。これはま

た後で住マイル助成についても言いますけ

ど、そのような状況の中で今何ぼ部長が言

うても、もうあかんものはあかんてはっき

り言いなはれな。町長にいうけども白紙で

っしゃろ、あんたの大好きな。ちゃうの。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど来から説明がありましたように、

立地適正化計画、こちらを使ってするとい

うことは非常に困難であるということでご

ざいます。また今、バリアフリー化、これ

だけでするというのは困難でして、やはり

まちの活性化、こういうことも含めてする

ということが必要ということでございまし

て、今現在こういったことについては進め

てまいりたいという意思は持っております
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けれども、まだ進んでおらないというよう

な状況でございまして、完全に諦めたとい

うわけではございませんでして、まずは引

き続き検討のほうは進めてまいりたいとい

うふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  先ほどのエスカレーターの話では、その

ときはもう白紙という形じゃないの。白紙

とせなあかんの違うの。今さっきの言葉で

言えば。つまり財源的な裏づけの都市機能

立地支援事業はできないといったから白紙

じゃないんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  その立地適正化計画、こちらについては

もうほぼ困難だというふうに考えておりま

す。ただ補助率等は低いですけれどもほか

の交付金等の活用なんかも検討はしてまい

りたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  私はそんな難しいことを言ってませんね

ん。そのほかの財源があんのやったら財源

でも結構ですわ。しかし少なくともこの計

画というのは基本的にはこの都市機能立地

支援事業の創設というこの措置法ができた

から、８月にできたから、このお金でやり

たいということでやったん違いまんの。し

かも地方公共交通会議の１５人のメンバー

で、能勢電も入って。違いまっか。だから

私は言ってるんですよ。この裏づけがなく

なったら白紙と違いまっかと言うてますの

や。ほんでもし仮に町長が言われるように

やんのやったらどんな金使ってもときわ台

のバリアフリー化やりますって言いなはれ。

それが責任というもんや。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ときわ台駅のバリアフリー化、これにつ

きましてはこれ財産は当然ながら能勢電の

ものでございますので、私は、能勢電の了

承も当然必要でございます。ですので今思

っておりますのは引き続き能勢電等も交え

ながら検討は進めてまいりたいと、続けて

まいりたいというふうに思っている次第で

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  すぐれてお金の話じゃないですか。すぐ

れって費用分担って言いまんけどね。はっ

きり言ったらお金ですわ。その話じゃない

ですか。違いまんのか。既にあなたの公約

の中にもときわ台のバリアフリー化入って

るじゃないですか。それをやるという形で

すよ。もうあと１年しかありまへんで、公

約。おわかりになりますかな。だからそれ

はやりますと。しかしときわ台の整備につ

いてはいろいろな問題があるからちょっと

おくれるかもしれませんいうのやったらわ

かりますわ。私はときわ台のバリアフリー

化で交通特別委員会でやった。こういう問

題出てきたと。やっぱりときわ台の繁栄に

もなるからと思って。しかも人口増につな

がるという形であるからこれを了承して交
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通特別委員会を去年の９月１７日にやめた

んじゃないですか。これだけと違いまっせ。

付帯決議も出しました。また後で言います。

そういう話でっせ。おわかりになってます

かな。責任感感じてまっか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かにこれまで申しておりました立地適

正化計画、これについては非常に困難な状

態になっているということでございまして、

ただバリアフリー化等々地域の活性化、こ

ういったことについては引き続き検討は進

めてまいりたいというふうに思っておりま

す。確かにその立地適正化計画、こちらに

ついて進めるということで考えておりまし

たけれども、先ほど来からのその土砂災害

警戒区域に指定された等の理由等さまざま

ございまして、これについて当初申してい

ったこととはできなく、立地適性化計画に

ついては適用できなくなったことについて

はおわび申し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  土砂災害警戒区域で、ことし４月に色塗

られたか知らんけど、もう２２年か３年前

からできてますやんか、大阪府の金で。違

いまっか。あなたもときわ台の人間やった

らわかりますやろ。あそこの駐輪場がなぜ

ときわ台の集会場にできなかったかもわか

りますやろ。あの関係じゃないですか。あ

なたも長いことやってるからわかってるで

しょう。そんできのうきょうでできたん違

いますよ、あの指定区域というのは。それ

をあえてやんのやったら力でやりなはれや。

どんどんどんどん高齢化進んでまんねや。

ほんでまちの、光風台のエスカレーター

云々という形でやられんのやったらときわ

台もやりなはれや。利便性だけじゃなしに

町の資産として人口対策としてやりなはれ

や。そうと違いますか。人口対策としてや

りなはれや。先ほども意見聞いておったら

光風台のエスカレーターは白紙に戻してま

たエスカレーターに変えましたと。それや

ったら何でエレベーターも検討せえへんの

かと俺は言いたいけど、それは結構ですわ。

ときわ台だけでええけど、やるべきやとい

う形でもう一遍態度を示してください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましてはバリアフリー化ま

たは能勢電、これ能勢電の施設でもござい

ますので、地域の活性化等も含めて引き続

きこの検討は進めてまいりたいというふう

に思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  だからお金の問題でしょう。何もせずに

施設が使うことないじゃないですか。あそ

この横にエレベーターやったら豊能町の消

防の跡地があるじゃないですか。あそこ使

うたら簡単じゃないですか。違いますか。

私素人でもわかります。あそこ使えますわ。

エレベーターつけるのやったら。エスカレ

ーターは私わかりませんけど。エレベータ

ーやったらあそこ使えるじゃないですか。

おわかりになりますな。いわゆる前のとき

わ台集会所の仮自治会館ですわ。そこ使え

ば簡単にできるじゃないですか、エレベー

ターやったら。豊能町の土地でっせ。もう
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一遍お答えください。真面目に。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましてはこれ能勢電の施設

ということもございますし、やはりこれ能

勢電との話の中ではこの駅の利用者の増、

こういった計画も含めて検討していくとい

うような話もございましたので、バリアフ

リー化だけではなくて地域の活性化も含め

て今後引き続き能勢電とも検討してまいり

たいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そんなこと言うてませんがな。僕ははっ

きり特化してエスカレーターの話ししてま

すやん。なぜ能勢電の土地なんですか。違

うでしょう。エレベーターに特化して言う

てるんです。バリアフリーという形で言っ

てるんですよ。何で能勢電の施設になるん

ですか。休憩してくださいよ。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩。 

（午後４時２３分 休憩） 

（午後４時２４分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  一つは先ほど御指摘ございました消防団

の跡地の土地につきましても、底地は実は

能勢電の土地でございます。それもござい

ます。そういうこともございますし、福岡

議員のおっしゃったことも含めまして検討

はしてまいりたいとは思っております。た

だ非常に難しい状況であるというようなこ

とでございますけれども、地域の活性化も

含めてまた検討してまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  非常に難しいと言いながらあなた公約に

挙げたじゃないの。持ってこうか、そこへ。

公約にあるんやで。公約やで、あなたの。

しかも無駄なエスカレーターなんか、あそ

こなんて３１年まで使えるのに早くやって、

何で豊能町のときわ台のバリアフリーでき

へんの。矛盾してんの違うか、あなた。エ

スカレーター３１年までもつんやで。この

４年間待て言うたんじゃないの、私らに。

交通特別委員会の中で皆さんに言うたじゃ

ない。その話をしてるんや。わかってない

な。わかってなかったらわかってない言い

な。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後４時２５分 休憩） 

（午後４時２６分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員のおっしゃってることも含めまして

今引き続き検討はしてまいりたい、最善の

方法を探ってまいりたいというふうに思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 
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○１１番（福岡邦彬君） 

  町長言ってることは検討しますとか言う

ても信用できへんのや。エスカレーターの

問題それからユーベルホールの問題、全て

言うてることとやってることが違うのや。

白紙と言ってみたらすぐにまた出てきたり。 

  そういうことで次に行きますわ。時間が

ない。しゃあないわ。 

  次に３月議会での議員の付帯決議につい

てどのように考えているか、一項目ずつ言

いましょうか。順にお答え願えますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ３月議会の付帯決議でございますが、非

常にそれぞれ重く受けとめておるところで

ございます。私の所管で申し上げますと一

緒に住マイル助成制度それから駐車場の有

料化、遊休地の売却と、この３点につきま

して決議をいただいたところでございます。

一緒に住マイル助成制度につきましては決

議の趣旨としてはばらまきにならないよう

にとか効果を発揮するようにというような

ことであったと受けとめておりまして、今

年度につきましては転入の促進を図るとい

う観点から転入者に限るという形で助成を、

助成制度を見直したところでございます。

また駐車場の有料化につきましては決議も

受けまして当面見送ると、有料化はしない

という方向で考えてございます。それから

遊休地の売却につきましても、これは決し

て売るなという決議ではなくて有効にとい

うような決議だったというふうには思って

おりますけども、決議を頂戴して売却も見

送るということにいたしました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  私からはウエルネス・ウオーキングの事

業についてでございますが、住民でできる

ことは住民に任せ行政は住民の活動をバッ

クアップするということで、早々に代表の

方々とを話し合えということでございまし

たので、４月下旬に水曜ジョイフルウオー

クの世話役の方と私どものボランティアで

あるウオーキング推進員とで４月下旬に協

議をいたしました。そして今後はお互い連

携協力していくことで健康づくりを進めて

いくということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  住マイル助成についてお聞きします。こ

こにも書いているように、人口減少に寄与

すると２年にわたって実施してますが、今

年度の利用者についてお聞きしたい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ８月末現在でございますけども転入予定

者による申請が１件、それから転入による

申請の予定の方が２件ということで合計３

件でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  これ私びっくりしたんですけど、これい

ろいろな形でこんな紙を新聞に折り込んだ

りしてますわな。ところが私不動産屋へ言

って、そんな話ありませんで、聞いてまへ

んでっていうわけや。はっきりいうて。こ

こは控えますけど。普通あり得ないと思っ

た。まず家を買う人は大体不動産屋へ行き

まんのや。不動産屋でこういう特典があり
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ますよと、親がおったらこんな３０万円出

まっせというのが普通やと思いまっせ。一

切知らんと、こういう話やったです。あれ

という話でした。ほんまうそやない。いや

ありまっせと。一遍総務に電話したれ、秘

書政策課に電話しなはれ言うたけど。電話

がかかってきたかどうか知らんけど。そう

いう話あったので、これはやっぱりもうち

ょっときちんとした、恐らく７月から始ま

って１件か２件という感じでは前と同じよ

うにあきまへんでという形しか言わざるを

得ないですわ。もう満杯になって締め切っ

てやったらわかりますけど。そういうこと

を言うときます。 

  それからウエルネス・ウオーキング、世

話役やったけど、前、民間に委託したいと

いうこと、お宅の保健課長を言ったんじゃ

ないの。木田さんとこ言いましたやろ。行

く行くはもう民間に任せたいと、私とこは

手引きます言いましたやんか。今言いまし

たやろ。御存じないですか。保健課長から、

もう行く行くはやめますと。いわゆる民間

の人にお任せしたいということ言われまし

た。それが今言うてるあれでっか。世話役

でっか。僕こんな、俺汚いと思うねん、や

り方が。特定健診受けたら５００ポイント

とかつけるとか、そんなやらしいやり方と

ないと思うねん。こんな旗つくったりいろ

んな形で小物ようけ、誰が好きか知らんけ

ど。もうちょっと水曜ウオーキングとけん

かするならやったらどうやねん。私はそう

思いますわ。特定検診に５００ポイントつ

けるなんて普通ありまっか。町のやること

か。わかってまっか町長。あんたの発案や

と思うで。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  動機づけということで、可能な限り歩い

ていただくということでポイント制を、町

長が考えたというわけではございませんが、

スタッフともども推進員ともども考えて実

施しているところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  特定健診受けたら何で５００ポイントた

まるの。僕、隣の医者へ行って２００ポイ

ントぐらいおくれな。そないなりまっせ。

医者へ行くのも体の養生でっしゃろ。そん

なことをこそくなことをやっておったら僕

はあかんと思う。正々堂々と、健康に資す

るのやったら、そんなポイントで釣るとか

帽子で釣るとかやめたらええと思う僕は。

知りまへんか帽子。帽子配ると書いてまん

がな、２人か３人行ったら。 

  それから次に教育委員会の増員と関係条

例の整備を求めた議会の決議について教育

委員にどのように伝え議論したか教えてい

ただきたい。 

  補足します。教育委員会の教育長から６

月１８日付の読売朝刊記事について小中一

貫校についての、いや私どもは選択肢の一

つであるとおっしゃいました。それから教

育委員会だよりを二つ出されました。そし

てこの間８月１２日には今後の小中一貫教

育等へ移管する方向についてという形で５

ページにわたり出されました。どれが本当

なのか、私ずっと６月から見てます。この

最後になって小中一貫教育等の充実及び学

校の適正な配置の検討を進めることが必要

と考えたと、これは結論だと思いましたけ

ど、本当に何を狙ってるんかと。そんな短

期間の間にこんな方針が決まったんかなと

思って。現実的に教育委員会の法律の一部、

教育行政の一部を改正されました。その中

で教育委員会制度の新たなスタートとかい
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う形でやられました。特に私気になったの

は編集後記で、２号のこの紙で、５月の第

２号の中で、編集後記の中で、地域の民意

を代表する町長との連携の強化などですと

書いてある。ほな議員って地域の民意なん

か代表してないんかいな。俺これはおかし

いと思って。こんな教育しかしてないんか

と思ってんねやこれ、ほんま。だから僕は

前言ったように豊能町の決議についてどう

思うかというのについて、これについてお

聞かせください。バックグラウンドを私申

し上げましたので。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  最後のその町長との連携でありますけれ

ども、法律事項に総合教育会議をつくると、

そういうことから、その辺については議会

を軽視ではなくて、法制上その教育委員会

とそれから町長の連携を強めるということ

が起きてますのでそういうふうな書き方に

なっているという理解をお願いしたいと思

います。 

  教育委員の増員等々に関して決議を読ま

せて、ずっと前に読ませていただいておる

んですけれども、教育委員会会議でもって

こういった決議がなされておりますという

ようなことでもってお話し合いをしたとい

うこと、それからアンオフィシャルにもい

ろいろな場でもって考えを整理しようとい

うようなことをやってまいりました。まず

一つは新教育長が大きな権限と責任を有す

ることになったということについての理解

であります。大きな権限は有しておりませ

ん。つまりこれまでの専決事項は全く変わ

ってませんし、教育委員会の意思決定も要

するに多数決で決めることになっておりま

す。ですから３人が反対すればできないと

いう制度になっておりますので、多くの場

合はほとんど皆さんで協議をしまして全会

一致で決めておりますけれども、仮に１人

が休んだとしてもその方の意向をきちんと

聞いた上で協議をする、そういうマナーは

あると思います。よってその大きな権限と

いう言い方が妥当かどうかということに関

して言えば教育委員会するとそう変わって

ないというふうな理解をしております。責

任は重くなりました。 

  もう一つは教育委員が現在４人おりまし

て、私、教育長合わせて教育委員会が構成

されているわけですけれども、この増員を

することによって幅広く意見がもたらされ

るんではないかというような決議文であり

ますが、現在４人の教育委員は保護者代表、

中学生の保護者が１名とそれから学識経験

者として校長経験者と、それから、今、昔

公務員で農家をやってる方、それから学校

ボランティアをやってますけども主婦代表

といいますか、そういう方の４名が教育委

員なさっておりまして、その４人と私話し

たところ、町のサイズ等々も考慮すると、

この４人の教育委員と教育長でもって十分

にその意見が収集できるのではないかとい

うような議論となりました。その他必要な

内容については、情報についてはさまざま

な場においてほかからも情報を得ることが

できるのでそれを反映していきたいという

ような議論になっていた次第であります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そこで、総合教育会議は設置されて何回

ぐらいされましたか。それから教育に関す

る大綱を首長が決定するということで、そ

の中で論議されましたか。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  総合教育会議は５月に１回実施させてい

ただきました。まだ大綱につきましてはま

だ決定されておりませんので今年度中には

また総合教育会議を開いて案を提示したい

かなと、案を提示していただけたらと思っ

ております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そこで今回の教育長が出された今後の小

中一貫教育等に関する方向性について、僕

は総合教育会議で論議されてこのような形

で出されたと思ったんですけど違いますな、

これ。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  おっしゃるとおりでございまして、いき

さつを申しますと平成２２年に教育委員会

に置かれた調査委員会が一定の方向性を、

方向性といいますか意見がまとめられてお

りまして、それを私、赴任して平成２５年

からどうしようかと考えまして、やっぱり

これについて協議することはやっぱり責務

ではないかと考えました。平成２６年度教

育委員会会議においてその平成２２年の話

をもとにして教育委員の皆さんとどうした

らいいでしょうかねって意見を出し合って、

それで今まとめをしました。そのまとめを

今、小中一貫教育等充実検討事業、委員会

を開きましてそこで検討していただいてい

ます。そこであらかたある程度こんな感じ

かなというようなものが座長がまとめてく

ださいましたら、事前にももちろんお話し

しますけれども、総合教育会議等の議題と

して上がってくるんではないかと、上げて

いただければありがたいなというふうには

思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ということは、今後の教育委員総合会議

あるいはでこの小中一貫校について決める

ということでよろしいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  会議そのものは一定の行政行為を決定す

る、意思決定をするところではなくて、協

議をしてどういう方向でそれぞれが頑張っ

てやっていこうかと、大綱を決めてこうい

う方向で行こうねというふうな協議機関に

近いのかなというふうに思っておりまして、

つまり仮に小中一貫教育をどうしていこう

かという教育委員会としての、事務局も含

めてこういう方向を考えてるんですけども

と、町長いかがでしょうかと、そこで協議

をいたしまして、もうそれはいいんではな

いか、いやここは問題ではないかというよ

うなことを経て、そして教育委員会として

意思決定をしてこれでどうでしょうかとい

うことで、最終的には財政等々の関係があ

りますから、そういう方向で予算化等々が

なされていくという、そういう手続になる

んじゃないかと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  だから私聞いてるんですよ。いわゆる教

育委員会、首長がこういうような教育行政

の大綱の策定とか云々という、まさにこの

一貫校の話については当然この中でやられ

るかなと思って私思ってました。だから皆
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さんはその首長の教育委員会に対する、余

りにも歯どめせなあかんなという話もここ

の中で思っておったです、私は。ところが

現実的にこの、この間８月に出ましたから

ね。教育長が一貫性の云々について。これ

首長もオーケーしたのかな、首長のさしが

ねかなと思ってました。これ違うんですな。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  さしがねではありません。それはもう少

し丁寧に説明いたしますと、小中一貫校で

はなくて小中一貫教育、それから保育との

連携も含めて充実していかなくていけない

という立場で検討しているということを御

理解いただきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  一貫校と一貫教育と分けてるということ

でよろしいですな。 

  次に乳幼児医療費助成について、これに

ついて助成状況とそれから書いてますよう

に人口増につながったかの確認したいんで

すけど、人口増に反映されてますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  まず実績でございますが、６月中旬に７

月から使用できる医療証を高校生以下の新

しい対象者を加えて送付したもので、診療

月の２カ月後の請求でございますので、実

際には７月診療分が９月半ばに請求される

ということで、実績はございません。 

  人口増でございますが、直接ダイレクト

に人口増につながったとは、なかなか定量

的に計測できるものがございません。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  実は保護者の方からは非常に助かったと、

もう２件、私とこへ行ったというお話聞い

たんで申しわけなかったです。その２カ月

おくれるということで。 

  次にダイオキシンの事後処理について。

一部事務組合の解散はできるだけ早くした

いということですけどどうですか。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、無所属の会の一般質問を終わり

ます。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日はこれをもって散会をいたします。 

  次回は９月３日、午前９時３０分より会

議を開きます。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後４時４６分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員 １１番 

 

        同   １２番 

 

 

 

 

 


